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刊行のことば

　ここに澤国：立国語研究所年報一33一』を刊行する。本書は，昭和56年度

における研究の概要及び事業の経過について報告するものである。

　本年度は，下記5点を刊行した。

　　ll＝研究報告集（3）』（報告71）

　　『幼児・児童の概念形成と薔語』（報告72）

　　『企業の中の敬藷』（報告73！

　　『方言談話資料（6）一鳥取・愛媛・富騎・沖縄一一一』（資料集10－6）

　　『日本語教育基本語彙七種　比較対照表』（日本語教育指導参考書g）

　豪研究所の研究及び；事業を進めるに当っては，例年のように地方研究員を

はじめ，沓種委員会の委員，各部門の研究協力者や被調査者の方々の格別の

御協力を得ている。また，調査について，各地の県及び市町栂教育委員会，

学校，幼稚園，図書館等の御配慮を仰いでいる。その他，長年にわたって当

研究所に審ぜられた大方の御厚意を深く謝する。なお，昭和57年4月i日

付で所長林　大が退職し，野元菊雄が後を継ぐことになった。今後とも

今までと同様の御支援が得られることを切にお願いする。

昭禾臼57年7月

国立国語研究所長

野　　元　　菊　　雄
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昭和56年度調査研究のあらまし

研究所の機構は次のとおりである（57年3月3田現在）。

到
，
　
　
長

員
議
…
，
，
…
，
，
－
，
，
－
，
－
』
，
…

牌
　
　
所

i
　
．
」
　
．
．

…
　　 庶　務　部

欝語体系研究都
　圏語の体系に関する科学的調査研究

一瓢語行動研究都　　　　一一…．．
　　　　鰯罠の言語使翔に闘する科学的調査研究

　　　　　　　　　務　　課　　　　　、一三
　　　　　揚会　計　課
　　　　　Li＝亘二二護1＝＝餓：二｝

　　　　　．一第一研究室
　　　　　i　現代語の文法体系に関する調査研究

　　　　　［一Pt二研究室

　　　　　　　現代語の語彙体系に関する調査研究

　　　　　「第講蕩及びそ。伝達㈱。関す、」、glilFg）tfilt
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m欝欝・謙腱一究
　　　　　　　音声及び：文字に濁する実験的研究

　　　　　一第一研究室　　　　　1
　　　　　　　方言に関する調査研究

一一ｾ語変化研究部　　　　国語の地域的，時代的変化に関する科学的調査研究

一一ｾ語教育研究部

■一第諜舗。調鰍
　　Li…i更一蔽r調憎査曽璽”覇i

　　　　　國語及び隻語問題に関する情報の収集・整理

国民に対する蘭語の教育に蘭する科学的調査研究

言語計量研究部
　懸諮及び国民の言語生活に蘭する計鐙的調査研究

一日本語教育センター
外国人に対する日本語教育に闘する基礎的実際的調査研究及び
これに基づく研修，教材作成等の指導普及に関する業務

一一一一@B本語教育指導普及部

　　　　　　（56．　4．　＝L．設置〉
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　一第一研究室
　　雷語能力に闘する調査研究

、一謌鼬､究室
　　語彙に関する計量的調査研究

一第二研究室
　　文字・聖日に関する計墨的調査研究

一第三研究室
　　言語の電子計算機処理及びそのプログラムの蘭発に関する調査研究

i一第一研究室
　　日本語教育に関し，段本語の音声，文字，語彙及び文法並びに目本人の言
　　語行動様式に関する調査研究並びにこれに基づく激育内容に関する調査研

　　究

一第二研究室
　　二本語教区に関し，日本語と欧米諸言語との鰐照研究及びこれに基づく外
　　国人の母語別，学習目的別等による教育方法に関する調査研究

一第三研究室
　　日本語教育に関し，図南アジア諸言語との対照研究及びこれに基づく外国
　　人の母語別，学習揖的別等による教育方法に関する調査研究

1一謗l研究室
　　隅本語教育に関し，聞本語と中國語，朝鮮語等との対照研究及びこれに基
　　づく外国人の母語男lj，学習呂的別等による教育方法に関する調査研究

…一二本譜激烈研究室
i　日本語教育に従事し叉は従票しょちとする者に対する一般的塞礎的な研修

L罐嘉灘舞びこ縄つく研修欝の開催
　　日本語教育に関する基本的教材・教具の開発に関する調査研究及びこれに
　　塞つく教材・教具の作成，提供

なお，国語辞典の編集に円して，辞典編集準備調査室を設けて準備作業を進めている。



本年度の研究項醤及び分撫は次のとおりである。

鱈語体系研究部

（1）　現代語文法の記述的研究　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　現代日本語文法の体系的な記述を目的とする。本年度は，動詞に関し

　ては二野の諸形式の分析を行い，また，副詞に関してe＃　，訴価的・態度

　的な副詞（句）の分析を行った。（17ぺ・・一ジ参照）

（2）現代語彙の概観平調奮　　　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　雑誌について経年的語彙調査を実施。規模は，『中央公論』の1◎年お

　き8年分1万語ずつ，計8万議。本年度は語彙表を作って語種品詞の記

　入をおえたが，まだ検査を続けている。また，基本的な動詞の胴法を格

　支配に重点をおいて舘述するための分析を進めている。（19ページ参照）

鍛語行動概究部

（3）　現代敬語行動の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　現代語の敬語・敬語行動の実態を広く調査・記述し，その問題点を明

　らかにすることを目標とし，（a）戦後ヨ本の祉会変化が日本人の敬語・

　敬語行動に及ぼした影響に関する調査研究，（b）具体的な半語場薗にお

　ける表現意図と敬語行動とに関する調査研究を行う。本年度は基礎的な

　資料の収集整理に着手した。（21ペー・ジ参照）

（4＞断属集団の差異による言語行動の比較研究　　　　　　　第二研究室

　　昭和47年度に岡綺市で実施した敬語に関する社会言語学的調査の資

　料の整理・集計作業を完了し，報告書の原稿の一部を執筆した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23ペーージ参照）

（5）言語行動様式の分析のための基礎的研究　　　　　　　　第二研究室

　　前年度に引き続き，言語表現と非言語的行動の関連性についての分析

　を行った。また，一部の録緬資料について電子計算機による自動解析の

　可能性について実験・検討を行った。（25ページ参照）

（6）　図形・文字の視覚情報処理過程および読書過程に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第三研究室
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　　視覚情報処理の立場から，漢字仮名交じり文の読みの過程に関する実

　験を進めた。前年度に続き，読みの眼球運動を指標とする実験と，音読

　　の際の読み誤りに関する箋験を行った。読みの限球運動パタ…ソの計算

　　機による窃動解析のためのプPグラムを試みている。（26ページ参照〉

（7）動的人工口蓋による発音過程に関する研究　　　　　　策三研究室

　　　ダイナミックパラトグラフィを分析法の主軸として，現代日本語の標

　　準語音声を調音的，音響的，機能的な側灘から明らかにするため，前年

　　度に引き続き資料の収集を行った。なお，収集資料の中の簸音に限定し

　　てその成果をまとめ報告した。（28ページ参照）

書誌変化研究部

（8）　方言における音韻・文法の諸特徴についての全国的調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　　5か年計画の第5年次である。準備調査に2年を要したので，本調査

　　の第3年次に嘉たる。共通調査票を用いて全tw　251地点で調査を実施し

　　た。なお，『方言談話資料（6）』（資料集10－6）を刊行し，『方言文法資料

　　図集（2）』を昂濁した。（30ページ参照）

（9）　方言調査法に関する基礎的研究　　　　　　　　　　　第一研究室

　　　「地域社会における都市言語の評価意識の研究一名古屋圏の周辺を

　　対象として一」と題するテーマについて，三重県桑名市，三重県桑名

　　郡長島町，名古屋市，愛知漿知立市の4地区で調査研究を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35ページ参照）

（10）　明治初期における漢語の研究　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　　明治初期の翻訳小説『欧州奇事花柳春話』（漢文薩訳体）と『通俗花柳

　　春話』（和文体）との漢語について比較し，その対応語（句）の性格を検

　　回した。東京日日新聞の矯語。用字調査は，前年度に続き，明治10年

　　から昭和22年までの70年間について10年間隔でとったデーータを詳し

　　く分析し，その成果を論文として発表した（『研究報藷集（3）」＜報告71＞に

　　掲載）。英和辞書における訳語の研究は，英語見出し300語の訳語を，20
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　種の英和辞書について調査した。（37ページ参照）

　欝語教奮研究部

（11）幼児・児童の認知発達と語の意味の習得に関する調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一研究室

　　　幼児・児童における億国語の習得過程，及び言語の習得と幼児・児童

　　の人間的能力の発達との関係を明らかにするため，本年度は，（1）『幼

　　児・児童の概念形成と言語幽報卸2）の報雪書作成，（2）一一男児の言語

　　の録音から三二の分析と，『幼児のことば資料』（3）（4＞を刊行した。ま

　　た別に小学生の漢字力についての準備的研究を行った。（40ページ参照）

　欝認計麗研究部

（12）　教科霧：の用語および文章表現に関する調査研究　第一，二，三研究室

　　　義務教育の最終段階である中学校の社会科・理科の教科書を対象とす

　　る調査を開始し，原文の入力及び検査嗣用例表の出力を完了した。高校

　　教科書については，社会科・理科の教科書9冊を調査集計した結果を，

　　最終語彙表ファイルとしてまとめ，語彙表の試作を行った。これらの結

　　果を分析・記述するための，研究文献の収集・ファイル化，及び機械処

　　理システムの開発も進めた。（42ページ参照）

（13）現代の文字・表記に関する研究　　　　　　　　　　　第二研究室

　　　現代の文字・表記の実態を記述するとともに，そこに含まれる諸問題

　　について，種々の観点から，理論的な検討を行うことを羅的としている。

　　本年度は，漢字の機能，表記意識の分析，文字・表記の計量的調査の方

　　法などについて，研究を行った◎（46ペー・ジ参照〉

（14＞大最用語嗣字調査のための表記テrermブルの作成に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二研究室

　　　大規模な溺語周回調査の実施に備えて，データ処理量の増大，作業の

　　一一一　es性の保持，調査結果の即時利用などを図るために，電子計算機内に

　　漢字と語表記についての二種類の辞書を備えることを欝的としている。

　　本年度は，漢字テーーブルについては二分の一一の貴につき入力を終え，残
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　　りの量について台帳の作成に着手した。語表記テーブルについては入力

　　済みのデータの校正に取りかかった。（48ページ参照）

（15）電子二二機による言語処理に関する基礎的研究　　　　　第三研究室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　電子計算機（HITAC－M　150，レンタル開始昭稲54．12．1），高速漢字プリン

　　タ（NEAC－N　7370，レンタル開始昭和55．1．5）及び漢字テレタイプ（NEAC－

　　N6300－50N，〃タル開始昭和55．1．5）への切り替えに伴い，引き続き56年

　　度も新システムのソフトウェアの移行と用語用字調査に関する雷語の自

　　動処理の基礎的研究を行った。

　　　また，日本語を含む言語を理解する，人工知能に関するアルゴリズム

　　を研究し，計算シミュレーションのためのプログラムを開発した。その

　　ほか，モデル化の基礎となる雷語の基礎的データを収集した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5Gペーージ参照）

　賃本語教育センター

（16）　日本語の対照言語学的硬究　　　　　　　．　　第一，三，四研究室

　　　外国人に対する南本語教育の基礎となる，日本語の対照欝語学的研究

　　の方法論を追求し，それに基づく個別言語との具体的な対照研究を展開

　　しょうとするもので，「日本語の記述的研究，及び，個別対照文法記述

　　のための方法論の研究」，「属本語とインドネシア語との対照書語学的研

　　究」，素本語と中国語との対照書記学的研究」の3項を臭体的な課題と

　　して研究を進めた。（53ページ参照）

（17）　日本語教育における基本文型に関する研究　　　　　　　第一研究室

　　　現行の日本語教育においては文型を学習の基礎単位とするのが通例で

　　あるが，文型とくにいわゆる基本文型についてはこれまで実証的な研究

　　がほとんどなされてこなかった。この研究は文型のF基本度」について

　　実証的に基準を設定することを最終碍標としている。本年度は日本語教

　　育の各種教科書から文型を採集するとともに，話しことば資料の整備を

　　進めた。（58ページ参照）

（18）　H本語教育のための基本的な語彙に関する比較対照研究　第一研究室
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　　　日本語教育のための学習基本語彙の選定を行うため，r日本語教育の

　ための基本的な語彙に関する調査研究」の成果「H本語教育基本語彙第

　一次集計資料」に検討を加えてきた。本年度は今までの検討結果を整理

　　し，学習基本語彙「2，000藷」及び「6，◎00語」についての最終的な試

　案を準備した。（62ぺPtジ参照）

（19）　日英対照による日本語の発話行為の研究　　　　　　　　第二研究室

　　　欝本語教育のための基礎資料を得ることを目的とし，日本語の発話行

　　為について，文形式と文音調並びにモーダル要素の果たす役割について

　研究を継続した。また，これらの問題点について英語の場合と比較対照

　　を試みた。更に検討を続け，発話行為に関する普遍的側面と，日・英の

　　個別的特性を明らかにする予定である。（64ページ参照）

（20）　欝本語教育の内容と方法についての調査研究　　　　　　第二研究室

　　外国人に対する日本語教育の内容と方法について現状を把握し，日本

　　語教育向上のための対策を検討するために，国立大学のうち，正規科目

　　（代替科目）として日本語教育を行っている大学を中心とする18機関

　　の目本三三嶺教宮に委員を委嘱し，二囲にわたる臼本語教育研究連絡協

　　議会を開催し，留学生の日本語能力判定に関する問題を検討した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（65ぺPtジ参照）

　目本認教膏指導普及郎

（21）　β本語教育研修の内容と方法についての調査研究　摂本語教育研修窒

　　　研修に必要な教育内容の明確化，教授資料・教材等の整備充実，また

　　研修受講表の能力・専門・受講期聞等に応じた研修三度のあり方，カリ

　　キ・ユラムの設定などについて，基礎的な調査研究を行う。本年度は，研

　　修のための教授資料・教材の整備の一環として，プログラム教材く資

　　料〉「自動詞と他動詞との派生対応」を試作し，また地方行政が初めて

　　行った日：本語教育研修，石川県立祉会教育センター日本語教師養成講座

　　について調査した。（67ページ参照）

（22）　β本語教育教材開発のための調査研究　　　　日本語教育教材開発室
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　既存各種教科書，日本語教育基本語彙（日塞語教育センター第一研究室資

料），日本語教育映画における語彙を比較対照するためのカーード化に着手

した。日本語教育映画基礎編のうち54年度詣ll作分の語彙のカt一一’ド化を

行った。文章テクストを入力，編集し，データ化するためのコンビ。、・一

タ・プログラムを作成，また付加情報をっけ検索計量するプPグラムを

作成した。N本語教育映画の一部をスキットとした緯語別試作教材を三

本，ビデオ撮りした。（72ページ参照）

（23）　国語および国語問題に関する構報の収集・整理　　　　　文献調査室

　　　例年のとおり新聞・雑誌・単行本について調査し，情報の収集整理を

　　行い，『国語年鑑』〈昭和56年版（1981）〉を編集した。（74ページ参照）

　なお，三思省科学研究費補助金の交付を受けて，以下の研究を行った。

　一般研究（A）　話しことばの計董国語学的調査・分析のための基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　斎賀秀夫）

　話しことばに関する計量国語学的調査・分析法を確立するために，これま

での研究を検討し，実際のデータを収集し，電子計算機を使って，国語学。

情報工学・統計学的分析を行う。本年度は調査単位の設定・話しことばの分

類基準の確立・集計分析プログラムの作成・デ・・一タの採集と分析を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（82ページ参照）

　一般研究（B）　欝本丁シソーラス作成法の研究　　　　（代表　宮島達夫）

　シソーラスの項目の訂正・追加をできるだけ客観的・機械的にできるよう

にすることが目的である。特に，これまでの国語辞典の意味記述を手がかり

にして，電子計算機による分類を試みる。本年度は，電子技術総合研究所作

成の『新明解国語辞典』見鐵し語の磁気テープにより，パンチカードを作り，

これに人力で必要な事項を書き加えた。（85ページ参照）

　一般研究（B）謡しことばの溝文の記述に関する日本語教育学的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　野元菊雄）
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　話しことばの構文は，場面・随伴行動・文脈に影響される，と予測される

のでその実態を実証的かつ組織的に解嘆ずる。

　本年度は，2年計画初年度として，従来の研究を検討し，問題の焦点を動

詞述語構文にしぼり，一く　一ソナル＝コンビ。。　一タを導入して，分析プPグラ

ムを瀾発し，既存資料に分析を掬えた。（87ページ参照）

　一般研究（B）　臼本人の言語行動様式に関する比較対照的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　江川　清）

　日本人及び在日外國人のそれぞれの言語行動様式の実態調査を行い，両者

の行動様式の差異を明らかにする。本年度は前年度に実施した調査資料の整

理・集計作業を完了し，漂稿の執筆を一部開始した。（91ページ参照）

　一般研究（C）　分散処理による大量臼本語処理の効率化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（罫こ表　　斎葺嚢秀糸己）

　中型コンピュータ及びオフィス：ンピュターを結舎した，インハウス（宅

内）型分散処理システムを中心に，次の2項目について検討を行った。

　1）会話形式によるコンピュータ制御情報の下働生成システムの開発

　2）　同然言語を利用した会話型情報検索言語のシステムへの実用実験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（93ペー・ジ参照）

　以上のほかに，当研究所では辞典関係の事業として昭相52年度以降，国

語辞典編集と母語別臼本語学習辞典編集の作業に取りかかっている。

　国藷辞典編集に関する準備調査　　　　　　　　国語辞典編集準備調査室

　国語辞典編集の具体的計画を定めるため「現代語用例辞典の構想」（国語辞

典編集準備資料6＞をまとめ，罵例採集を行う文献の目録作成作業，引例採集

法の実験，を行った。文献屋録のうち雑誌目録については，約100点の主要

雑誌の選定を行った。また，国語辞典編集準備調査会及び同小委員会を各4

回開催し，上記の問題について検討した。（113ページ参照）

　母語別日本語学習辞典の編集　　　　　　　　　　日本語教育教材開発室

　母語別学習辞典編集委員会を5囲開催し，主に和文原稿校閲上の問題点と
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校閲要領の検討，和文原稿を翻訳する際の問題点の検討等を行った。前年度

までの9，　OOO　9．　g　eこ引き続き，3，000項目の和文原稿を依頼・作成するとと

もに，執筆された和文原稿の校閲を行う際の指針となる「第一次校閲要領」

を作成，検討を行った。また，日本藷教育センター第三研究室との協力によ

り，インドネシア語への翻訳の指針となる「翻訳要領」の原案を作成，その

検討等のため「翻訳準備会議」を1回開催した。〈125ページ参照）
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昭和56年度刊行物等の概要

研究報告簗（3＞（報省　71＞

1　高橋太郎・鈴木美都代「コ・ソ・アの指示領域について」曾u●教蜜で着

　席した話し手たちと魑定された縄き手，長い机の両端の話し手と聞き手な

　どによる実験。自対他と近三遠の二原理の共存のすがたを明らかにした。

2　工藤　浩「叙法副詞の意味と機能」…ずウゾ・ドゥヵ・ゼヒ・キット・

　カナラズ等の意味と機能の分析を通して，ミ文法形式．・iミ多義的構造耗逼叙

法性の区：分と連続ミ等の方法論的な諸問題について検討を加えた。

3　渡辺友左「私生児を意味する方雷のこと」…・次のことについて記述・

考察した。（a）方言の世界で日本人は，私生児を書語的にどのような形式

　でとらえてきたか。（b）そのとらえかたには，どのような型があるか。

．（c）個々の雷語形式及び型は，地理的にどう分布しているか。

4　高田正治「擾音の実験音声学的研究」…・標準譜の擾音の実態を，X線

　映画，ダイナミックパラトグラフ，ソナグラフなどによって，調音，音響

　の爾側面から客観的に観測し，その特徴について考察を加えた。

5　梶原滉太郎「新閣の漢字含有率の変遷一畷治・大正・昭和を通じ

て一」・…明治10年から第二次大戦直後まで70年間の紙徽1において，

漢字節減が行われて来た実態を明らかにし，その内的要因と外的要因を考

察した。

6　大久保　愛・川又璃瑠子「就学前幼児の語彙一4児によるH常生活語

の実態一」・…幼児の一日のことば調査及び，遊びの場葡での録音調査

をもとに，4児の使用語について誘彙表を作成し，その一部を分析した。

7　佐竹秀雄「各種文章の牢種比率」・…雑誌における，さまざまな文章を

抽出し，それらの字種比率（漢字・平仮名・片仮名などの含有率）の種々

相を観察し，字種比率の構成に関する法鋤駐について分析した。
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　幼児・児盧の概念形成と雷語（報魯72）

　欝語形成期における言語習得と概念形成とのかかわりを明らかにするため

特定研究F児童の概念形成過程における言藷の役割と言語教育の効果」の一一

部として実施した実験・調査結果の報告である。この調査は，主として言語

教育研究部第一研究室が担嘉し，本報告書の作成には，村石昭三，岩田純一

が当たった。

　本報皆では，主として範麟概念の発達に焦点が藪てられている。研究方法

としては，範疇語の意味発達という観点から概念発達の様相を捉えようとし

ている。また本研究の特色は，子どもの範疇概念をさまざまな課題水準で多

面的に捉えるために，同一被験老に，種々の課題を与えていることである。

　本書に報監している主な実験・調査は次のとおりである。

　1）仲間づくりテスト（oddity　problem）：3枚の絵カードから仲聞闘志に

なるものを見つけてゆく課題である。

　2）　自由分類テストと範疇語理解テスト：自由分類では33枚の絵単語

力・・ドを用い，カテゴリカルな仲間を自由に作らせる。理解テストは，種々

の試聴語を聞かせて，それに対応する絵カードを選択させる課題である。

　3）　制限分類テスト1絵力・・一・ド群を指定された（範疇i）数に分類させる課

題である。

　4）定義テスト：範疇語の意味を定義させる課題である。

　5）絵単語分類による概念化テスト：これは特殊¢一般化という概念化経

験の効果を見る実験研究である。

　6）　助数詞テスト：類概念とかかわりをもつ助数詞の使胴や理解の発達を

調査内容にしている。

　この他に7）範疇畑鼠の質問調査の結果も載せてある。
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　企藁の中の敬語（報告73）

　現代日本の一般企業に勤める従業員が敬語をどう意識し，どう使用してい

るかの実態を把握することを目標にして，昭和50年度から52年度にわたっ

て実施した「敬語の社会的研究」と題する調査の報告書である。

　敬語意識・敬語使用に関する実態調査は，従来，主として地域社会を紺象

にして進められてきた。これに対して，国民が各種の生産活動に従事する場

としての職場社会は，実態調査の対象として取り上げられたことがほとんど

なかった。職場は，家庭や地域社会とは異質な社会集団であり，そこでの言

認生活の実態を知ることは国畏の回護生活の三体像を把握するkで不可欠な

部分を占める。また，一般に敬語が論じられる際に，職場の敬語は必ずと

いってよいほど頻繁に話題にされ，その実態調査の必要性が指摘されていた。

　そこで，「敬語の社会的研究」においては，東京・茨城・大阪・京都の餐

地において，株式会社日立製作所・H鐵建材株式会社の事業所（本社・営業

所・工場）の従業員，また社宅三二や個人経営の店舗従業員などを対象に，

アンケート調査・面接調査・録音調査などを実施した。本三二書は，このう

ち，大企業の従業員を三二に行ったアンケー．ト・三三調査の結果をまとめた

ものである。

　調査の企画・実施は雷語行動研究部第一研究室が担当した。撞当者は次の

とおりである。野元菊雄（昭和50年度），渡辺友左（昭翻51年度以降〉，中村明

（全期間〉，江州濡（昭和50年度〉，杉戸清樹（全期間〉，塚田実知代（金期間〉，礒

部よし子（昭和50年度）。このほか，調査には国立国語研究所の宮島達夫，高

田蕉治，米磁正人，佐藤亮一，真田儒治，水谷修（現名古屡大学教授），高照誠，

志部昭平，日向茂男が参加し，また東京外国語大学・青山学院大学の大学院

生・学生の協力を得た。

　本報告書の執筆分担岩は，野元菊雄・渡辺友左・中村明・杉戸清樹である。

　報告書の構成と主な内容は以下のとおりである。

1．研究の概要仲村）

　研究の冒的及び実施した調査の種類・方法・規模などの概要を示す。
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2．企業内アンケート調査の結果（杉戸）

　日立製作所の東京本社（348名）。茨城2工場（453名）・京阪事業所（90

名），H鐵建材の東京本社（195名），計1，◎86名を対象に実施したアンケー

ト調査の結果を示す。扱った項目は以下のとおり。回答着の諸属性（職階・

年齢・在社歴・学歴・性・出身地など），ことばづかいへの留意度，ことば

づかいの上での留意点，方言使用意識，社内敬語の現状・樗来への意見，敬

語形式の指摘，場面の人間関係把握，ことばづかいの要因意識，誰し相手と

丁寧さの意識，敬語習得の機会，育った言語環境，rお」の使用意識。

　これらを特に闘二二の職階を軸にして分析した。

3．　企業内面接調査の結果仲村。一部野元）

　日立製作所の東京本社（109名），茨城2工場（1◎0名），京阪事業所（45

名），計254名を対象に実施した個別面接調査の結果を示す。

　扱った項目は以下のとおり。公的・私的の会話量，場面把握の能力，呼び

かけ（クンづけ・呼びかけ形式），二人称の動作表現（行クカ・来ルカ・居

ルカ），一人称の動作表現（行クヨ・来ルヨ・屠ルヨ）。特tlc一一一　・二人称の動

作表現として，イラッシャル・オイデニナルという共通の尊敬形式を有する

三つの表現（行ク・来ル・居ル）を二二的にとりあげ，話し乎・話し桐手の

職階・所属など属性との関連を記述・分析した。

4。調査のまとめと反省二一・中村・杉荊

　アソケ・・一ト・面接の調査結果の要点をまとめたほか，企業のもつ「ゲゼル

シャフト挫」について社会学の立場から二千の検討を加え，併せて今後の研

究課題に言及した。
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　方醤談話資料（6）一鳥取・愛媛・宮綺・沖縄一（資料集10－6）

　欝語変化研究部（第一研究室）は，昭和49年度から3か年計適で「各地

方言資料の収集及び文字化」を実施した。この研究は，現今急速に失われつ

つある全圃各地の方雷を生のままに記録し（録音・文字化弾語訳及び注付き）集

成し，国語研究の基礎的資料とすることを目的として，墨研究所地方研究員

の協：カを得つつ進められたものである。本書は，昭和50年度に（全国23の

府県から各1地点を選定して）実施した老年摺話者による会話資料のうち，

「鳥取」「愛媛」，「富綺」，「沖縄」の地点分について刊行（カセットテ・・一プ付

き）したものである。なお，編集担当者は，飯豊毅一・佐藤亮一・真田儒

治・沢木幹栄・白沢宏枝であり，この研究企爾には，以上のほか徳川宗賢

（現大阪大学教授〉が参加した。

　本書に収めた地点名と収録・文字化の担当者及び収録内容は，次のとおり。

　　1　鳥取漿八頭郡郡家階奥谷・上津黒（収録。文字化担当蒋　佐藤亮一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・真澱信治・白沢宏枝）

　　　　収録内容　1）　年中行事　2）　昔談義

　　ff　愛媛県越智郡伯方町木浦（収録・文字化担当者　杉山正世）

　　　　収録内容　よもやまばなし

　　皿　宮刑野宮早落清武町大字今泉（収録・文字化撫当者　蟹轟貫一一郎）

　　　　収録内容　1）　田畑の作物の話　2）養蚕の話　3）　台風の話　4）

　　　　雨乞いの話　5）　医科大学建設の話　6）　青島・鵜戸・榎原神業参

　　　　りの話

　　N　沖縄県那覇市首里（収録・文字化担轟者　中松竹雄）

　　　　収録内容　1）　首里城の思い出　2）　沖縄の四季と県警行事3＞

　　　　子どもの遊び4）子どもの教育

　老年層猛士の会話のシリPtズはこれで終了した。今後は，老若の対話，身

分的に上下関係にある老年層の対話，場面設定の会詣を順次刊行していく予

定である。
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　臼本語数育塞本語彙七櫨　比較対照表（H本語教育指導参考書9＞

　本書は，H本語教育センター笛一研究室において進められてきた，特別研

究「日本語教育のための基本的な語彙に関する調査研究」並びに「比較鰐照

研究」の成果の一部として作成されたものであり，本書の編集には日本語教

育センター第一研究窒の志部昭平が当たった。

　本語彙表を作成するにi当って，比較対照された漂資料は以下の七種のもの

である。

　　濁本　禺一一・臨本語基本語彙窪溜際文化振興会，昭瀦19年1

　　加藤　彰彦旧知語教育における基礎学習語」（眼本語漏育轟第2号及び第3・4留桶

　　　　　号，庸本語教育学会，昭和38～39年）

　　薫村　文郎Practical　JaPanese　English　Dictionary（海外技術者研修協会，昭和

　　　　　45年，　≡≡二IW昭禾053年）

　　樺島　忠夫，吉田弥寿夫「留学生のための基本語彙」催臼本語・旨本文イ醸第2号，

　　　　　大阪タト国語大学留学生男魎黍手，　昭和46年）

　　文化庁薩山田『外國人のための基本語用例辞典護（昭和46年，二版昭和50年）

　　」．V．　NettstupnY　A　Classifed　List　of　Basic　Japanese　Vocabulary　（Monash

　　　　　University，　Department　of　JapaAese，　Melboume，　19773）

　　国立圏語研究所露本語教育センタr・一日本語教膏張本語彙第一次集計資料一2，0GO語藷

　　　　　　（第一研多広幅内部資牽ヰ，　昭和53年）

　以上のほかにも参考となる資料として下記の二種の語彙表を採り上げ，そ

の語彙を併せて記録した。

　　国立圏語研究所日本語教育センター融点語教育語彙資料（1）（2）一一低学年初級500

　　　　　語』（第二研究室内部資料，昭和54年）

　　志部　昭平『爵本人の知識階層における話しことばの実態一語彙表』（文部省科学研

　　　　　究費特定研究旧年語激育のための言語能力の測定」研究報告，：及び資料集第

　　　　　2輯，　昭郵55年〉

　この資料によって，種々の黙的，さまざまの学習者を対象とする各種の語

彙表が，どのような語彙を採用しているか，』また，それらの各語彙論間で語

彙の異同がどのような程度のものであるか，などを通覧することができる。
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現代語文法の記述的研究

A　目的と内容

　現代日本語文法の体系的な記述を蟹的とし，実際に三三された言語作品を

資料として，それをカード化して分析するものである。本年度も，前年度に

引き続き，次の三つの題冒（a～c）の研究を進めるとともに，文献カードの

補充（d）を行った。また，bと。については，その一部を，『研究報告集3』

（報告71）で報告した。

）
　
）
　
）
　
）

a
霊
◎
C
d

動詞の形態論的な分析

陳述副詞の用法の分析

コソアドの常法の分析

文法に関する研究文献目録カードの作成

B　担　当　者

言語体系研究部第一研究室

　室長　高橋太郎　a，c　　研究員　工藤　浩　b，　d　　研究補助員　鈴木

美都代。，d

C　本年度の作業

（1）　aでは，動詞の終止形の諸問題（テンス，アスペクト，ム・・一ドなど）に

焦点を当てて分析した。

（2）bでは，評価一態度的な側面をもつ副詞，たとえば，コトに対する「あ

いにく・くしくも」，サマに薄する「けっこう・意外に」，モノに対する「た

かが・たった」，トキに対する「ようやく・とうとう」，その他「さすが

（に・は）・せっかく」等々について，概観。分析した。また，中間報告「叙

法副詞の意味と機能一その記述方法をもとめて」を『研究報告集3』（報告
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71）にのせた。

（3）cでは，コ・ソ・アの指示領域についての実験を再度行って，『研究報

弩集3』（報告71）に「コ・ソ・アの指添領域について」を報告し，さらに，

指示語のさすものとさしかたの関係の分析にはいった。

（4＞dでは，『国語年鑑（昭瀦56年版）』によって，昭禰55年に出た文法関係

の論文を選びだしてカード化し，執筆者胴配列を行った。内容分類は本年度

はしなかった。

D　今後の予定

　aについては，動詞の終止の諸形式，特にテンス・アスペクトの問題を中

心にして報告書にまとめる予定である。bについては，評価的副詞（句）を

めぐる諸問題，程度翻詞（句）の種々相，について報岱をまとめる予定であ

る。cでは，コレ・ソレ・アレがひとをさすばあいについて，分析を進める

予定である。dについては，補充作業を継続する。
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現代語彙の概観的調査

　　　　　　　　　　　　A　目的と内容

　現代日本語の語藁体系を，いろいろな観点から調査・記述することを目的

とする。本年度は，前年度に続き，次の三つの仕事を行った。

　　a）　雑誌用謡の変遷に関する研究

　　b）　単語の意味と結含性の研究

　　c）　雑誌九十種の語表記の調査

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

醤’語体系研究部第二研究室

　室長宮島達央a，c　研究員村木新次郎　b　高木翠a，c

　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

（1＞aでは，『中央公論』1906年から1976年にいたる10年おき8年分か

ら，各年度1万語ずつ抽出したサンプルのうち，蔚年度手のつけられなかっ

たキ～ワの部の見出し語について，次の作業をした。

　　A）単語ごとに，語種最詞の別を記入すること。

　　B）　ある特定の1年にしか現れないものと，2年以上にわたって現れる

　　　ものとに分け，それぞれ五十音顯の語彙表を作ること。なお，2年以

　　　上に現れるものについての集計結果は，電子計簑機におさめた。

　文法形式の変化の調査のために，上記サンプルとおなじ8万語を，もう1

組採集した。

（2）bでは，機能動詞の考察を進め，その一・｛gを「迂雷的な受身表現」とし

てまとめた。また，小説・シナリオなどから採集した動詞の用例カーードの分

析を進めた。
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（3）cでは，前年度に続き，外来語表記（特に長音）の資料を分類整理した。

D　今後の予定

　aについては，資料を再検査し，語彙表を完成して，できれば分析にうつ

る。bでは，採集した用例の記述的分析をまとめる。　cについては，本年度

の作業を継続する。
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現代敬語行動の研究

A　目的と内容

　現代語の敬語・敬語行動の実態を広く調査・記述し，その問題点を明らか

にする。具体的には次の2項を行う。

　a）　戦後日本の祉会変化が臼本入の敬語・敬語行動に及ぼした影響に関す

る調査研究一戦後35年の年月が経過した。この間，戦前と比べてH本の

社会は大きく変化した。人間の社会的な結合関係の様式も大きく変化した。

この変化が現代H本人の敬語・敬語行動とその意識にどういう影響を与えた

か，今後与えていくであろうか。それをマクロな立場から明らかにするため

に，準備的な調蓋をまず始める。

　b）表現意園と敬語行動に関する調査研究一まとまりをもった言語場面

において，そこでの警語行動全体の自的，行動段落の醤的，個々の発話の意

図などに対して，参加者がもつ意識とそこに現れる言語（特に敬語）形式と

の関連を記述する。

B　担　当　者

言語行動研究部繁一研究室

　閉門取扱　渡辺友左　a　　研究員　杉戸溝樹　b

実知代a・b

研究補助員　塚田

C　本年度の経過

（1）　前年痩まで継続してきた「隠匿の社会的研究」の調査結果をまとめ，

調査報告書を『企業の中の敬語』（報告73）として刊行した。（13ページを参照の

こと。）

（2）　上記aについては，戦後の社会変化をさまざまな角度から分析し把握
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しておくことが基礎作業として不可欠である。その一環として『改訂日本農

業基礎統計』『昭和55年度図説農業白書』『昭和55年度我が国の教育水準』

『昭和国勢総覧』などの各種統計資料の整理。分析に着手した。

（3）　上記bでは，日常的な雷語場面のうち，定型化の程度が高く，またそ

こでの誉語行動の目的が比較的記述しやすいと考えられる場面を対象にする

予定である。当面，規格化された文書（「臼本法令様式」各種文書など）や

書式・文範（『会社文書・帳票の実例と様式』『社内文書作成百科』など）を

書きことば資料として収集し，その整理・分析に着手した。

D　今後の予定

　次年度以降はa，bとも基礎的な各種資料の収集・分析を本格的に進め，

これらに基づいた地域祉会での臨地調査を企画し，調査項羅選定などの準備

を進める予定である。
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所属集団め差異による言語行動の比較研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　門閥の言語行動は，その人が置かれている社会的諸状況に依存する面が大

きい。性・年齢などの自然的生得的なものを始めとし，血縁的（たとえば，

家族），地縁的（居住地），社会的（階腰や職業）あるいは心理的（仲間意

識。パーソナリティ）などの諸条件が絡み合って，入閥にあるタイプの言語

行動をとらせていると考えられる。このような認識に墓ついて，種々の観点

から社会需語学的な調査研究を行う。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語行動研究部第二研究室

　室長　江川　溝　　研究員　米田正人　　研究補助員　礒部よし子

日本語教育センターv長　野元菊雄

　　　　　　　　　　　　C　本年度の研究

1）愛知県岡崎市での敬語使用及び敬語意識の調査一昭和47年度に文部

省科学研究費を受けて実施した試験研究（1）「社会変化と言語生活の変容」

（代表者　岩淵悦太郎）の調査結果の渠計作業を完了し，報告書の原稿の一

部門執筆した。

2）　社会雷語学調査資料の収集。整理一本年度から今後の社会言語学研究

の推進に役立てるため，また，β本の言語生活史を概観することを目的とし

て，調査資料の収集・整理作業を開始した。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

1）　岡崎市での敬語調査について，昭和57年度中に報告書を刊行する予定
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である。

2）　本年度に引き続き資料の収集・整理作業を行う。特に，次年度は言語行

動場面に関する諸文献の整理に重点をおく。
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言語行動様式の分析のための基礎的研究

　　　　　　　　　　　　A　爵　　　的

　コミュ＝ケーシ。ンとしての一語行動を総合的に把握するための基礎とし

て，身振りや動作などのr行動」を記述するための枠組み作りを主翼的とす

る。併せて，発話の分析やコミュニケーーショソ。ネットワt一一’クの解明及びこ

れらの計量的分析のための方法論を検討する。

　　　　　　　　　　　　B　i胆　当　者

雷語行動研究部第二研究室

　室長　江州　清　　研究員　米鐵正人　　研究補助員　二部よし子

　第一研究竈　研究員　杉戸古樹

　この他，大阪外国語大学の吉田弥寿夫教授，大阪樟蔭女子大学の杉藤美代

子教授，国立三族学博物館の八村広三郎助手など多くの方々の協力を得た。

　　　　　　　　　　　C　本年度の経過

1＞前年度までに整理の完了した資料をもとに，言語表現と葬言語的行動の

　関連性についての分析を行った。

2）録画資料における穽冷語的行動の叡動認識（電子計算機による動的画像

　処理）の可能性について実験。検討を行った。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

1）言語表現と非言語的行動の関連性について，さらに分析を続けるととも

　に，自動処理に関する実験・検討を継続する。

2）報告書（論文集）の刊行のための準備を行う。
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図形・文字の視覚情報処理過程および

　読書過程に関する研究

A　目 的

　図形及び文字が，感覚伝送系での清畠処理，及び大脳における神経系の活

動の結果として知覚される過程について視覚心理学的立場から実験研究を行

う。これに併せて，読みの過程に関する実験研究を行う。

B　担　当　者

言語行動研究部第三研究窒

　室長　神部尚武

C　本年度の経過

　前年度に続き，高校社会・理科教科書1／20のデータ（雷語計量研究部作

成）をもとに，言語計量研究部作成の表記変容プログラムにより，漢宇使用

を6段階に綱限した36の文章を対象に，漢字仮名交じり文の読みの過程に

関する実験を進めた。文章の読みやすさ，読みにくさが，読みの眼球運動の

停留時間と跳躍距離の分布パターンに，どのような影響を及ぼすかを黙読の

場合について調べている。この実験に加えて，同じ文章を音読したときの読

み誤りを調べる実験を行った。読み誤りは，語単位で，表記が漢字だけから

なっているか，漢字と仮名の交ぜ書きになっているか，仮名だけで表記され

ているか，にわけて整理し，語の基本度，同音語の有無などとの関連を調べ

ている。

　読みの眼球運動の記録から，跳躍運動の距離と停留時間を計測する作業

は，データの量が増加すると人手で行うことができないので，これを計算機

（PDP　11／10）で自動解析するプPグラム作成にとりかかった。現在の段階は，
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その第一歩をふみだしたところで，実用化するためには，次年度以降，一歩

一歩改良を加えていく必要がある。

　なお，本年度中にまとめられた報告には下記のものがある。

　　　読みの眼球運動における停留数と停留時間

　　　　　　　　日本心理学会第45園総会にて報告（56．　9．17－20）

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　次年度は，本年度に続き，次の実験を進める予定である。

　（1＞眼球運動を指標とする漢字仮名交じり文の読みの過程に関する実験。

　（2）膏読の読み誤りを指標とする漢字仮名交じり文の読みの過程に関す

　　る実験。

　（3）読みの眼球運動の計算機による自動解析プPグラムの作成。
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動的人工口蓋による発音過程に関する研究

A　目 的

　標記の研究は，言語行動第三研究室が継続的に行っているところの，現代

日本語の音声の，音韻論上の問題，表現的な個々の特徴などを調音的，音響

的，機能的な側面から明らかにすることを濤的とした一一一LPtの研究のなかの一

つであり，おもに動的人工口蓋装置（dynamic　pa夏atograph，以下DPと略す）に

よる調音運動の観測，分析を通して研究を進める。楽面は，標準語の音声を

分析の対象とするが，比較の必要から，方言や外国語の音声も今後取り扱う

ことを予定している。

B　担　当　者

言語行動研究部第三研究室

　主任研究官　高田正治

C　本年度の経過

　本研究の全体計画の中で，第三年次に当たる本年度は，前年度に引き続き

資料の収集作業に重点をおいた。

（収集資料）

　標準語に使われている音韻のほとんどすべてが念まれているCV「＝CV型の

無意味音節列及び単音節の発話時と文章朗読時におけるDP資料を標準語話

ig　2名（20歳台，女性）から収集した。このDP資料は，発話時における

舌と口蓋の接触状態の時間的変化を示す図として電算機から娼力することに

し，今年度内にその作業を完了し，現在，その記録図に対する音素境界の指

定をソナグラムなどを参照しながら進めている。

　なお，塞研究のための標準語資料の収集は，今年度で一応終えることにし
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たが，55，56年の両年度にわたって収集したDP資料は，20歳台から50歳

台まで各世代当たり2名ずつの含計8名分となった。

（研究成果）

　上記のDP資料のうち，日本語の特殊音節の一つである簸音の分析を特に

進め，すでに得られているX線映爾による擾音の分析結果とともに，その調

音上の特微を抽出して次の報告を行った。

　「擾音の実験音声学的研究」（『研究報告集（3）』＜報告71＞，1982．　3）

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

　昭和57年度は，上記の資料によって，調音運動の動態分析及びDP平面

図の声道正中断面への変換図の作成作業を進める畢定である。その他，方書

についてのDP資料の収集を試験的に行い，問題点の検討を行う予定であ

るQ

一29一



方言における音韻・文法の諸特徴についての

　全国的調査研究

　　　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　方言における音韻・文法の諸特徴について臨地調査を行い，その全国的地

域差を明らかにする。

　　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語変化研究部第一研究室

　部長　飯豊毅一　　室長　佐藤亮一　　研究員　真田信治　沢木幹栄

掬沢宏枝　非常勤研究員W・A・グロータース（56．4．1～57．3．3）

　昭相56年度の地方研究員は次の各氏に委嘱し，各担当地域で，当研究室

の作成した調査票によって調査を行うことを求めた。

担当地域

北海道玉

北海道匪

青　森

岩　手

宮　高

秋　田

由　形

福　島

i茨　城

栃　木

群　馬

隷

　氏　名

道場　　優

小野　米一

佑々木隆次

彦坂　佳宜

加計　正儒

井上　　章

佐藤　瀦之

三浦　芳夫

荻野綱男

大橋　勝男

永瀬　治郎

・井上　史雄

　所属機関く職〉

札幌大谷高等学校く激諭〉

北海道教育大学勧ll分校く助激授〉

県立青森北高等学校く教諭〉

岩手大学教育学叩く講師〉

東北大学文学部く助教授〉

秋田大学教育学部く撒授〉

東北大学文学部く助手〉

東京大学文学部く助手〉

新潟大学激育学部く助教授〉

専修大学文学部〈助撒授〉

東京外悶語大学く助激授〉
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京
躍
潟
出
井
廻
梨
野
阜
圏
知
重
四
川
阪
庫
良
胴
取
根
由
島
口
島
川
媛
知
濁

　
奈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歌

東
神
薪
蜜
福
石
山
長
波
静
愛
三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
圏
広
由
徳
香
愛
高
福

佑　賀’

大島　一一・es

後藤　和彦

野口　幸雄

東京都立大学人文学部く教授〉

大妻女子大学く数授〉

喋関西薪発田高等学校く教諭〉

A佐藤　　茂　　金沢女子短期大学く教授〉

岩井　隆盛

清水　茂夫

馬瀬　良雄

加藤　　毅

中條　　修

由口　幸洋

下野　雅昭

熊谷　直孝

吉田　則夫

出本　俊治

邸濁　　實

佐藤　虎男

村内　英一

今石　鷺久

田総　　博

虫明吉治郎

室出　敏昭

岡野　僑子

＊近藤　碩二

近石　泰秋

江端　義夫

用脚　重俊

・奥村三雄

縣瞬建治郎

杉村　孝夫

僑州大学人：文学部く教授〉

岐阜大学教育学部附属中学校く撒諭〉

静澗大学教育学部く教授〉

金城学院大学文学部く講師〉

県立八幡商業高等学校〈校長〉

兵庫教育大学〈助教授〉

武庫川女子大学文学部く敦授〉

神戸大学激州都く教捜〉

大阪教育大学く教授〉

漁歌出大学教育学部く数授〉

鳥取大学療育学部く助激授〉

島根大学法文学部く講師〉

広島大学文学部く助撒授〉

梅光女学院大学く教授〉

四羅女子大学く門川〉

広島大学激育学部福出分校く助撒授〉

四国女子大学〈撒授〉

九州大学文学部〈教授〉

出口大学入文学部く助教授〉

福岡教育大学く助教授〉
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長　崎

熊　本

大　分

宮　崎

鹿児島1

鹿児島ll

沖　縄

愛宕八郎康隆

＊宮本　　登

種　　友明

比江島修一

田尻　英三

三雇f泰子

中松　竹雄

（＊は新任，・は担当地域変更，

長崎大学撒育学部く教授〉

県立大三層南高等学校く激諭〉

大分火学制鳶学部〈教授〉

県立都農高等学校〈教頭〉

鹿児島大学教育学部く助教授〉

熊本短期：大学〈講師〉

貌球大学教育学部く教授＞

　　Aは年度途中で添田」勲こ交替）

　以上の地方研究員各氏のほか，神部宏泰く兵庫教育大学教授〉，小林解く東北

大学大学院修士号程在学〉，森下喜一く岩手医科大学教養部幼敷授〉の各氏にも，前

述の調査票による調杳を依頼した。

　また，沖裕子〈都立大学大学院博士課程在学〉，鎌田良二く甲南女子大学激授〉，

剣持隼一郎〈柏綺実践学園講師〉，小林隆く前出〉，崎村弘文く鹿児島大学教養部講

師〉，　日高質…膨郎く大分大学教育学部講師〉，本堂寛〈岩手大学教育学部教授〉，森

下喜一く前出〉の餐氏には，地方研究員協力者として助力を得た。

C　本年度の調査研究

　この研究は5か年計爾（準備調査2か年，本調査3か年）とし，本年度は

その第5年次（本調査第3年次）に当たる。

　本年度は，前年度に引き続いて，地方研究員を中心とする各地の方雷研究

表に，il　fi言文法の全国調査・第1調査票』『同・第2調査票』による臨地調

査を依頼し，国立国語研究所員の損当者も，この調査票を用いて全国数地点

で調査を行った。本年度に実施した調査地点数は251であり（別表参照），54

年度に行った275地点，55年度に行った259地点と含わせて，調査終了地点

の総数は785となった。

　また，55年度に続いて，準備調査の結果の一部（60項目）について分布

地図を作成し，これを『方言文法資料選集（2）』として印綱して，地方研究

員等の関係者に配布した。さらに，引き続いて，準備調査の結果について分
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布地図の作成を進めた。この地図の作成には非常勤研究員のW・A・グロ　一一

タースが参加し，同人より言語地図の作成法に関する助需を得た。

　なお，『方言談話資料（6）』（資料10－6），並びに，r日本言語地図（縮刷版）

1』を刊行した（15ページ参照）。後者は昭和41年に刊行した『臼本言語地図

瑚を，地図面を二分の一の大きさに縮めて再刊したものである。元の版の

誤植・脱漏等については地図・解説書とも極力修訂を加えてある。

D　今後の予定

　次年度は，引き続いて，地方研究員そのほかの脇力の下に，全国12地点

で補充調査を実施する予定である。予定どおり調査が実施された場合，調査

地点総数は797とな：る（響標は800地点）。

　また，次年度も，準備調査の結果について分布地図の作成を進め，本年度

に作成した地図とともに，『方言文法資料図集（3）』として印刷する予定で

ある。

　準備調査の結果についての整理は，57年度で…応打ち切り，58年度から

は，本調査の結果について，整理・分析を進める予定である。
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A：その県担当の地方研究員が調査した地点数

B：他県担当の地方研究員，または，地方研究員以外の研究春が調査した地点数

C：国立国語研究所員が調査した地点数
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方言調査法に関する基礎的研究

A　目 的

　方言調査法，及び，調査結果の処理・骨析法に関する基礎的な調査研究を

行う。

3　担　当　者

需語変化研究郵第一研究室

　室長　佐藤亮一　　研究員　真田信治　沢木幹栄　白沢宏枝

言語行動研究都第三研究室

　主任研究官　高田正治

C　本年度の調査研究

　本年度は，「地域社会における都市雷語の評価意識の研究｝名古歴圏の

周辺を対象として一」と題するテーマについて，調査研究を行った。

　この研究は，方言変容の将来の姿を予測するための一方法として，方雷意

識の研究を実験的に行うものである。具体的eこは，東西爾方雷の境界地帯に

位置する中京地区を対象とし，地域社会において，地方都市のことば（中京

語），及び，京阪語，東京語が，それぞれどのように価値づけられているか，

その評価の意識の地域差と年代差を調査した。

　調査を行った地区：は次の4地区である。

　（1）　本来，京阪語の領域にありながら，最近，経済的，文化的に名古屋

　　　の強い影響を受け，名古筆のことばを志向しつつあると見られる地区

　　　として，三璽県桑名霜。

　（2）桑名市と名古魔市との中間に位置する地区として，三重漿桑名郡長

　　　島町。

　　　　　　　　　　　　　　　一35一



　（3）　名古屋市。

　（4）　愛知県にありながら，羅張地方（名古屋）に対抗意識を持ち，東京

　　　語を強く志向しつつあると見られる三河地方の地区として，愛知県知

　　　立市。

　本調査におけるインフォーマントは，各地区とも，高年層（原則として60

歳以上）男女8名，若年層（中学生）男女8名で，合計64名である。

　調査項目は，桑名・名古屋・知立の聞に地域差の予想される雷語項毯，及

び，方言意識に関する項目を選定した。内容は，語彙に関するもの（一部に

音声に関するものを含む）30，アクセントに関するもの21，方無意識に関す

るもの15である。

　この研究は冥田信治が中心となって行った。

　調査実施は，予備調査を10月初旬に真田が担当し，本調査を11月下旬に

南夷者全員が参加して行った。昭和57年3月までに結果の一部整理を行っ

たが，整理・分析の大部分は単年度に持ち越された。

　なお，この調査で，下記の学校。機関のお世話になった。

　桑名箭立光風中学校，同陽和中学校，長島町立長島中学校，名古羅市立宮

中学校，知立市立竜北中学校，桑名市教育委員会，長島町教育委員会，名古

屋市熱田区役所，同製区役所，知立布教育委員会。

D　今後の予定

　本年度のテーマについては，次年度以降に結果の整理・分析を完了し，報

告する予定である。次年度は研究題毯を多少改め，新たなテーマについて基

礎的研究を行う。
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明治初期における漢語の研究

A　目的・意義

　明治初期は，現代語の源流となった時代であり，H本の近代化が始まった

時代である。この近代化に伴い日本語は大きく変化した。中でも，語彙の変

化がはげしく，それは漢語にもっとも著しく現れている。そこで，本研究

は，明治初期の各種文献に現れた漢語の実態を調査し，さらに大正末期にい

たるまでの漢語の調査研究を継続することによって，明治以降における漢語

及び漢字表記の変遷の条件と方向とを見きわめ，現代語成立の歴史的背景を

明らかにする。

B　担　当　者

雷語変化研究部第二研究室

　室長　飛田良文　（1＞（3）～（5）　主任研究官　梶原滉太郎　（2）（3）　研

　究補助員　中幽典子　（1＞～（4）

C　これまでの経過

　言語変化研究部第二研究室（昭秘8年度まで近代語研究劉では，昭頼42年度

から「明治初期における漢語の研究」に着手し，羽治初期漢語辞書8種の用

語索引を作成し，48年度には『三二楽鍋用諾索引』（資料集9＞を刊行した

（『年報21～30』参照〉。現在，明治初期の代表的翻訳小説『欧州奇事花柳春話』

と『通俗花柳春雪』の漢語について丁丁を行っている。

D　本年度の作業

（1）『花柳春話』における漢語の研究

書き言葉における漢語の使屠状態は，文体による桐違が著しい。そこで，
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同一作品の翻訳で，同一訳老による，文体の異なる作品『欧州奇事花柳春話』

（漢文直訳体〉と『通俗花柳春話』（和：文体）の漢譜について比較し，その紺応語

（句）の性格を調査した。

　（2）　東：京臼日新聞の用語・用字調査

　前年度に引き続き，まず漢宇含有率の調査・分析を進め，明治10年から

10年間隔で昭頼22年までの70年間にわたるデー・タに基づいて得た成果を

「新聞の漢字含有率の変遷一明治・大正・昭和を通じて一」という題で論文

にまとめて発表した（鰯究報皆集（3）X＜報街71＞に掲載〉。

　また，明治10年から闘じく10年間隔で昭和42年までの紙面を調査して

作成した語彙表の整備を続け，漕干の疑問例を除いては整備を終えた。なお，

昭和54年度には語表記集計カーードが完成している（眸報31蝕1ページ参照）の

で，この東京ヨ日新聞の用語。縮字調査は一応の区切りがついた。

　（3）　英称辞書における訳語の研究

　この研究は3年計画の現代人文関係用語の成立過程に関する研究でしのこ

した調査を継続するものである。

　見出し300語（英語）の訳i語：対照表については，調査しのこした31種英

和辞書のうち2◎種の訳語調査を完了した。あと11種は，初版あるいはそれ

に準ずる版を入手できなかった。

　また，訳語は，幕末・明治初期の漢訳洋書によるものが多いので，漢訳洋

書目録の作成に着手した。

　（4）　漢語研究のための著書・論文騒録の作成

　前年度に引き続き漢語に関する研究文献を収集し遷録に補充した。

　（5）　近代語研究資料の調査

　昭和57年3月17臼～19鼠の三日間にわたり，同志社大学付属図書館所蔵

の荒木英学文庫の資料について調査を行った。調査にあたっては，同図書館

閲覧課長：服部純一，閲覧課主査大西友三郎の両氏にお世話になった。
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E　今後の予定

　次年度は，本年度の作業を継続し，下記の作業を行う予定である。

　（1）『花柳春謡』の漢語の研究は：文体別の用例集を作成する。

　（2）英和辞書における訳語の研究は漢訳語について訳語別紺照一覧表を

作成し，翻訳文献からの訳語採集を行う。
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幼児・児童の認知発達と語の意味の

　習得に関する調査研究

A　目 的

　幼児・児童における母国語の習得過程，及び言語の習得と幼児・児童の人

間的諸能力の発達との関係を科学的に明らか1・Cすることは，言語教育の上で

まず解明されなければならない基本的な課題であると考え，表題の研究を，

昭和49年度から行っている。

B　担　当　者

言語教育研究部第一研究室

　部長　村石昭三　　室長　大久保愛　　研究員　岩田純一（56，10．1金沢大

学転出）　　島材菰己　茂呂雄二（57．1．1採用）　川又瑠璃子　　非常勤職員

福沢周亮（筑波大学教授，56．10．23～56．12．31）

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　（1）『幼児・児童の概念形成と欝語』の報告覆作成

　本報告は前年度に報告した「幼児・児童の連想語彙表」に続く，概念形成

関係の第2報であり，範麟関係資料を中心にまとめた。この調査研究は，主

に3歳半～小学4年生の幼児・児童を被予言とし，言語使用や言語理解のテ

ストを通して，幼児・児童が範疇語や性状語など，必要な概念を表す語の意

味を，年齢とともにどのように習得していくかを明らかにした実態調査であ

る。そして範疇語に関する調査では，仲闇づくり，自由分類，制限分類，定

義，概念化，また助数詞テストなどを含んでいる。（12ページ参照）

　（2）　幼児の独語及び学習行動の観察

　一男児（昭和49年3月3日生）の満1歳1か月から満4歳までのことばの録

　　　　　　　　　　　　　　　一填0一



音，：及び学習行動の観察を，ある一察庭で母親の協力のもとに昭和50年4

月から昭和54年3月まで行った。本年度はそこで得た資料を驚いて，2歳か

ら3歳半までの動詞の活用部分の発達を調べた。また，母親と幼児の1か月

2時間の録音文宇化のうち，1歳台のものと2歳台のものを，『幼児のことば

資料』（3）（4）として印刷に付した。この資料は，『幼児のことば資料（3）一

1歳児のことばの記録一一』，『幼児のことば資料（4）一2歳児のことばの

記録一』として斎販される。

　（3）小学校の国語教育に関する準備的研究

　小学校の漢字力について準備的な研究を行った。従来，漢字の読み書き調

査が行われる際，問題形式の差異が結果にどの程度影響を及ぼすものなのか

ということに関して，検討がなされることが少なかった。そこで，小学校3

年生を紺象に，問題形式の差異による疋答率の変動について調査した。すな

わち，読み書きともに，小2配当漢字・小3配当漢宇各2◎字舎計4◎字を選

び，主に次の二つの要pa一一一①提出語彙の難易，②文脈の有無（単語で提出

するか，句で提出するかの2水準）一一の効果について調査した。集計並び

に分析は，次年度行う予定である。

D　次年度の予定

　（1＞については，子どもの語彙理解と認知発達に関する研究のうち，性状

語に関する補充調査を実施する。（2）については，構文の分析及び『幼児の

ことば資料』（5）（6）の刊行，（3）については，小学校の属語教育に関する準

備的研究として漢字力及び作文の発達を中心に研究する予定である。
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教科書の用語および文章表現に

　関する調査研究

A　目 的

　現代N本語の用語編字の実態を明らかにするために，国立国語研究所では

これまでに，婦人雑誌，総合雑誌，雑誌九十種，新聞三面，高校教科醤を対

象として，調査を重ねてきた。この調査研究は，これらの諸調査，特に高校

教科書の調査のあとを受けて，義務教育の最終段階で身につける知識体系を

記述する書葉として，中学校教科書を中心とした調査を行い，その用語及び

文章表現の実態を分析・記述するものである。

：B　担　当　者

言語計量研究部

　部長　斎賀秀夫　　第一研究室，第二研究室，第三研究室の全員

C　これまでの経過

　この調査研究は，昭和55年度から開始したものであるが，Aに述べたよ．

うに，これまでの調査研究，特に高校教科書の用語・用字調査の後に続くも

のであるので，これらとの関連について述べる必要がある。高校教科書調査

は昭和49年度に開始され，高校の社会科，理科の教科書9冊延べ約60万単

位語（単位はM単位）を鰐象とし，54年度末に五十音順語彙表ファイルを作

成した。この調査は国民が一般教養として各分野の専門的知識を身につける

時に必要な用語用字の実態を明らかにすることを目的としたものであった。

この調査の結果の報告は54年度末までに実現でぎなかったが，調査結果の

集計と分析は進められ，その中で，現在の高校教科書の用語や文章表現には，

かなり難解なもののあることが，問題点として浮かび上ってきた。そこで，
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義務教育の最終段階である中学校の教科書の用語及び文章表現を調査し，嵩

校教科書と比較・検討して問題点の究明を図ることにした。55年度末までに，

高校教科書調査はデータの修正をほぼ終え，二十分の一の規模のサンプリン

グデe一一　Slの分析を行った。また，中学校教科書調査は単位切り済みデt一一タの

さん孔までを行った。

D　本年度の研究作業

　研究作業は，1）中学校教科書の調査，2）高校教科書の調査・分析，及び

これらの調査・研究の基礎となる，3）語彙の計量的研究のための基礎デー

タの作成と分析の三方面から進めた。

1）　中学校教科書の調査

　前年度さん孔した中学校教科書のデffタについて，本年度は，次の作業を

進めた。

1
9
劃
3
4
5

　　なお，2の用語表作成にあたって，

　み仮名・代表形を付ける計算機処理を行った。

　は入力段階で単位情報のみ付けているが，

　読み仮名を密動的に付けることができた。3のデ・一一タ検査はこれまでどお

　りの人力を要し，また4・5の修正データ作成・さん孔作業は，従来よりも

　多くの労力を要するが，全体から見れば人手による作業はかな：り減り，語

　彙調査の自動処理化が進んだと書える。

2）　高校数科霧の調査

　　高校教科書の調査データは，前年度末までに修正作業をほぼ終えて，本

　年度は，各見出し語ごとに，和語・漢語・外来語・混種語などの語種情

　　　　　　　　　　　　　　　一43一

教科書本文との校合による，さん孔ミスの発晃

修正作業用の文脈付き用語表（KW王C）作成（教科書別）

デーータ検査

修正デー’　s作成（全教科）

修正データさん孔（地理のみ）

　　　　　　　　　　　　　　　高校教科書データを辞書代りに，読

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学校教科書調査のデr一　S

　　　　　　　　　　　　　　　　　この処理の結果，八割強の語に



　報，病名・地名などの情報，及び意味民法に関する注記としての情報を付

　織する作業を進め，計算機処理を終えた。さらに『分類語彙表』の意味番

　号を各見出し語に付ける作業を進め，同語彙表にある語については機械処

　理まで終了し，同語彙表にない語に意味番号を与える作業に進んだ。後面

　の作業と機械処理は57年度に持ち越された。

　　なお，報告書として刊行する語彙表の体裁について検討を行い，年度末

　までに，形式を固め，その計算機処理を行うプVグラムを完成させた。

3）語彙の計量的研究のための基礎データの作成と分析

　　これは，従来の語彙調査の方法・手順・分析項貝偏を再検討し，語彙の

　計量的研究の基礎を詰めようとするもので，教科雷の用語及び文章表現に

　関する調査研究の基礎となるものである。従来の，日本及び諸外国の語彙

　調査を検討し，それらを共通する分析方法によって分析する。これにより，

　中学及び高校教科書の語彙の論議を，より明らかにすることができる。

　　本年度は，前年度に引き続き，語彙の計量的研究に関する文献の収集・

　ファイル化を進めた。分析システムの開発では，新聞の語彙調査及び漱

　石・宿外の用語索引，高校教科書の用語用字調査データをまとめ，これを

　辞書とし，中学校教科書データに読み仮名・代表形・品詞等の惜報を自動

　的につけるプログラムを開発した（上述）。つけられた虚報は人問による検

　査にかけられる。このプログラムにより情報付加・デー一　Bパンチの作業を

　大幅に省くことができる。また，言語データの一貫処理プログラムの機能

　を高めた。すなわち，漢字仮名交じり文の自動単位切り，自動漢字解読，

　自動品詞認定のほかに，複頭語分割の機能を加えた。葛校教科書「政治経

　済・日本史・化学」から取り出した漢宇だけで構成された複合語546語に

　村しては87．1％の精度，すべての点食語1，187語に対しては77．7％の精

　度を得た。これはβ単位辞書を用い，最長一致法と分割された語の使用率

　の平均値を最大とする切り方による結果である。仮名書きされた語の分割

　及び単語の認定のためには，いわゆる霞動仮名漢字変換が必要になる。こ

　れまで開発された方法の調査・検討及びプログラムの開発を行った。マイ
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クロ；uンヒ㌧一タPC一一soe1を東大の大型電子計算機の端末として使うた

めのプログラムを作成した。このブpaグラムはPC一・8001で作成したデー

タをフロッピーディスクから東大のセンターに送る機能，及び東大のセン

ターから送られたデータをフPtッピーディスクに蓄える機能を持っている。

このブPグラムにより，マイコンの特徴（データの作成，プログラムの開

発）を生かしっっ，大型機を使う研究・分析システムが完成した。

　なお，複合語分割の研究の成果は，次の研究の一部として報銭した。

中野洋「分類番号っけ支援システムj（情報処理学会，計箪言語研究会資料25）

E　今後の予定

　中学校教科書の調査は，57年度に全教科書の修正デー一一タのさん孔を終わら

せ，情報付加作業に進む予定である。高校教科書の調査は，57年度に報告書

（語彙表。集計表）の刊行を予定している。また，脳語例表を作成する予定

である。教科轡語彙の計量的分析と記述，基礎データの作成も，引き続き行

う。
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　　　　　　現代の文字・表記に関する研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　現代の文字・表記の実態を記述するとともに，そこに含まれる諸問題につ

いて，種々の観点から，理論的な検討を行う。

　　　　　　　　　　　　：B　担　当　者

言語計量研究部第二研究室

　部長　斎賀秀夫　　室長　野村雅昭　　研究員　佐竹秀雄　　研究補助員

　松浦美恵子

　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

1．漢字の機能の研究

　字音造語単位の機能を分析するために，筋年度に引き続き，新聞用語調査

のデ・・タによる，二字漢語の用法の整理を行った。本年度は，約15，000語

のうち，出現回数100圓以上の約600語について，用法の分析を終え」た。

2．　表記行動の分析

　55年度で終了した特別研究「現代表記の多様性の実態と表記意識に関する

調査研究」で実施した意識調査について，前年度に行った単純集計をもとに．

各種の集計・晶晶を施した。集計の方法としては，被調査老を教員・学生・

主婦の三集団に大別し，下記の項凱こついて反応を得点化して，集団ごとの

傾向差を調べた。

　　ア．語を漢字で表記しようとする度禽い

　　イ．語の意味や用法を表記に反映させようとする度合い

　　ウ．漢字と仮名，二種以上の漢字の選択に迷う度憎い

　　エ．誤った表記を讃正しようとする度合い
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　　オ．日常生活における表記行動

　また，電子計算機内の新聞用語調査の語表記ファイルから，表記にゆれの

ある語を取り出す作業に齎手した。このファイルには，同調査に出現した見

出し語（約33，000語）について，用牢・送り仮名・仮名遣いなどの違いに

関する情報が収められている。

3．　文字・表記の計量：的調査の検討

　用字に関する計量的な調査を実施するために，どのような方法や条件を考

慮すべきかを検討することを§的として，小規模データによる，各種の観点

からの調査を行おうとするものである。本年度は，既に入力済みの雑誌の文

章について，文章の種類と漢字を中心とする字種比率との間に，どのような

相関が見られるかを調査した。その結果は，下記の論文として報告した。

　　佐竹秀雄「各種文章の字種比率」（『研究報告集鍼く報告7ユ〉所収〉

D　今後の予定

　1については，出現膨数100回以上のものにつきまとめを行うとともに，

100園未満のものの分析に着手する。2については，これまでの分析を総合

し，報告が表記のゆれ』（仮題）として執筆・刊行する予定である。3について

は，予定はない。
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大量用語用字調査のための

　表記テーブルの作成に関する研究

A　目 的

　本研究所では，これまでに多くの胴語用字調査を実施してきた。それらの

蓄積されたデータを電子計算機内に入力し，特に漢寧及び語表記についての

情報辞書を作成することが，この研究の目的である。それにより，データ処

理量の増大，作業の一貫性の保持，調査結果の即時利用などの効果が期待さ

れる。この研究は三年計画で実施し，本年度は第二年次に当たる。

B　担　当　者

言i語計量研究部第二研究蜜

　室長　野村雅昭　　研究員　依竹秀雄　　研究補助員　松浦美恵子

C　本年度の作業

1．　漢字テーブルの作成

　情報処理用に使用される漢字について，制限範囲の種鯛，字体，音訓，部

首，画数などの情報を付し，これまでの調査における使嗣度数，使用音訓な

どを加えた総合漢字辞書を作成することを屋的とする。収容する漢宇の種類

は，日本工業規格「情報交換儒漢字符号系（JIS　C　6226）」に登録されている

6，349字である。

　本年度は，そのうち第1水準（2，965字）について，前年度に引き続き台

帳の作成を行い，完成した。それについては，パンチ入力用の原稿を作成し，

全データの入力を終えた。次いで，第2水準（3，384字）の台帳の作成に取

りかかり，使用度数，使用音訓の記入を行った。

2．　語表記テーブルの作成
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　これまでの胴語調査に出現した見幽し語約45，000語（異なり数）につい

て表記の種類，語種，晶詞，使用度数等の情報を付した語表記辞書を作成す

ることを羅的とする。

　本年度は，前年度に入力済みの新聞用語調査のデ・一タにっき校正を行い，

ファイル化の作業を進めた。

　　　　　　　　　　　　D　今後の予定

　次年度は，漢寧テreブルに関しては，　JIS第2水準の漢字について入力原

稿を作成し，パンチ入力を行い，第1水準の漢字と合わせて，ファイル化の

作業を進める。語表記テーブルについては，ファイルとしての体裁を整える

ことを目的とするQ
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電子計算機による言語処理に関する基礎的研究

A　目的・意義

　電子計算機を利常した各種調査と雷語処理に関する，プログラミング技法，

システム開発，また言語理解システムのモデル化に対する基礎的研究を行う

ことを目的とする。これらの研究は，H：本語の構文解析，意味分類の自動処

理化に対する研究から，さらにこれらを発展させることによって，漢字デ・・一

タを含む臼本語処理を目的とした，データベースの作成，最適なデ・一　B構造

の決定などに応胴可能であり，そのほか用語用字調査の効率化，言藷分析用

基礎資料作成に有効な働きをするものである。

B　担　当　者

言語計量研究部第三研究室

　室長：斎藤秀紀　　主任研究官　田中旧史　　研究補助員　小高京子

沢村都詰江　米田純子

C　本年度の研究及び作業

　本年度の研究及び作業は，以下のとおりである。

1．言語処理に関する塞礎的研究

　大量デr一　Bの効果的蓄積と検索に関する基礎的研究の一環として，各種

KWIC索引を作成してきたが，一般利用が可能となったので報魯する。こ

れらの作業は，昭和40年度にコソピ。。　・一タを導入して以来，少鍵であるが

継続的に作成してきたものである。しかし，コンビ＝…一タで繊力されたその

ままの形式では利用に不便であるため，この5年間にマイクv・フィルムへ

の撮影とコンビ＝L　eタで出力した印字用紙の製本を進めてきた。

　作贔内容は，表1に示したとおり，昭和40年に発行された朝日，読売，
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毎βの王新聞，また計量研究部第一研究室で作成した索引など，計12作品

分である。以下の表町でフィッシュ＊欄が空白のものは，フィッシュ化また

は，フィッシュの複写がすんでいないものである。なお，フィッシュのコマ

数は98コマである。紗一ト状マイクロ・フィルム

表1－2漢掌仮名交じり文KW憩索引

　読売漸聞
i＿毎碍高聞

隣‘弓礪製本劃三・． �D1．葺莚劃
馬目新酊

6
1
1

0
Q
◎
り
ρ
0

○
○
○

○
○
○ ～

表1－2カナKW犯索引

i索引名i

膿縢
1当鰯生気質1

武　蔵　野i

…縁懸劉
ミ　　　　　　　　　　　　　

隊の崎にてi

築き劇
青年（敷）i

行　　　人i
　　　　　　　硝子戸の中1
　　　　　　．！一

　　　　’1

製杢腱に・泓ユ1 出 典

8
4
［
◎
1
1
｛
⊥1
1
ρ
0
一
二
）
7
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羅激醍醐太夫・高瀦　　　i
日本古典文学体系59「黄表紙・酒落本」（岩波i
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務波文庫

漱石全集第八巻（岩波書周　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

2．装鐙の導入及び運用に関する研究

　所内における電子計算機利用者の増加と使用目的の多様化に対処するため

昭和54年度に電子計算機，高速漢字プジンタ及び漢字テレタイプなどの切

り替えを行ったが，昭和56年度も引き続き，移行処理として新機種に対す

るシステム開発，鷺本語ワrv一ドプロセッサ縮ソフトウSU：一アの移櫨，細コーード

からjlSコードへのファイル変換処理を行った。また，東大の大型電子計算

機センターに接続されているTSS端末装置にデジタイザー＊＊及び万能文字
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出力装置を結合し，日本語データ分析能力の機能の強化を行った。

　＊＊　デジタイザー紙に画かれた図形の座標を数値データに変換するもので，グラフの

　　　入力，文字のデザインに罵いる。また，座標に漢字を対篤させて簡易漢宇入力装置：

　　　としても用いる。

D　今後の予定

　昭和54年度に導入された各装置に関するシステム開発と日本語データを

効果的に運用管理するための研究を継続して行うとともに，各KWIC索引

のうち未処理分のマイクロ・フィッシュ撮影を行う。また，新聞調査の

KWICの語の最終文字をキイとする逆排列順のK：W王Cを作成する予定であ

る。

　そのほか，人閲と頭脳に関する計算機シミュレーションをとおして，人間

の言語理解の過程をモデル化する新しい言語理解システムの研究開発につい

ても，引き続き行う。
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日本語の対照言語学的研究

　本研究は「外国語としての日塞語の研究」の中心的分野の一つである，日

本語と外国語との比較・対照的研究の基礎を築こうとするもので，濤本語教

育センタ・・一各室に共通する課題である。本年度は次の3項に分けて研究を進

めた。

　1　日本語の記述的研究，及び，個別対照文法記述のための方法論の研究

　ll　日本語とインドネシア語との対照言語学的研究

　墨　雌本語と中国語との紺照言語学的研究

　I　H本語の認述的研究，及び，偶別鰐照文法記述のための方法論の研究

　　　　　　　　　　　　A　目的と内容

　日本語を外国語としてとらえるとともに，諸外国語と対照するための方法

論の確立を蟹標とする研究で，本年度は次の2項について研究を進めた。

　i）　日本語，ドイツ語，フランス語，スペイン語の基摩語彙の比較

　2）　日本語とドイツ語の動詞結合価の比較

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター第一一研究室

　室長　高照　誠　　主任研究窟　志部昭平

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　1）　について

　英峰英二郎，早川東…三，子安美知子，平尾浩三，鉄野善資編集『ドィッ基

本語辞典』，ジョルジュ・マトレ箸，野村二郎，滑州明彦訳編『フランス基

本語辞典』，高橋正式，瓜谷良平，宮城昇，エンリケ・コントラレス編集『ス
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ペイン基本語辞典』（いずれも白水社刊）に採録されている基本語彙について，

それぞれの見出し語に当てられている日本語訳に『分類語彙表』（資料集6）で

与えられている意味分類の番号を引き当てる作業を行った。それぞれの言語

で「基本」とされている語彙が，『分類語彙表』の意味分類を基準にした場

会，その分布にどのような共通点，棺異点があるかを見ようとするもので，

これらの分布を，別項に添した三三研究r日本語教育のための基本的な語彙

に関する比較対照研究」で得られた，学習基本語彙「6，0CG語」と対照させ，

日独，臼西，H仏等の基本語彙に関する比較を試みることを当面の課題とし

ている。

　2）　について

　ドイツ語手講の罵例をドイツ語勢四丁‘‘der　Spiegel’の中から採集した。い

わゆる本動詞について約3，500の用例を得た。これらの動詞について，KVL

（ERgel，　U・，　H．　Schumacher：　Kleines　Valen21exikon　deutscher　Verben，

TifbiRgen　1976）に登録されている動詞結合価を引き当てる作業を行った。

Satzmuster（KVL参照）の分布を求めることと，個々の動詞のSatzbauplan

（KVL参照〉の分布を得ることとが目的である。

D　今後の予定

　1），2），とも作業は完了していないので次年度も上記作業を継続する予定

である。

　日本語について動詞結含価をどのように確定していくか，あるいは，日本

語に動詞結合価理論を適用することが果たして可能かという問題は依然とし

て解決されていない。今後の課題としたい。
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∬　藏本語とインドネシア語との対照言語攣的研究

A　目的と内容

　日本語とインドネシア語の両言語について，照応詞の一種と考えられるゼ

P代名詞（他の代名詞と岡様ある先行調と照応関係に立つが形態的にはゼロ

であるとみなされる代名詞）を，次の1）と2）の観点から考察し，3）を行

い，最終的に，H本語とインドネシア語のtf・P代名詞の相違点を明らかにす

ることを欝的とする。

　1）　ゼμ代名詞の出現条件

　2）　有形代名詞との相違点

　3＞　ゼロ代名詞の解釈規期の定式化

B　担　当　者

日本語教育センタ戸第三三研究蜜

室長（取捌　野元菊雄　　研究員　正保　勇

C　本年度の経過

　国内・圏外の代名詞の解釈規則に関する文献を参考にし，比較対照を行う

際の理論的枠組みを設定し，それに基づいて，インドネシア語のゼ導代名詞

の串現条件と禽形代名詞との絹違点を明らかにし，インドネシア語のゼロ代

名詞の解釈規則を定式化した。

D　今後の予定

　引き続き，臼本語のゼロ代名詞の出現条件，有形代名詞との相違について

考察するとともに，日本語のif・V代名詞の解釈規則の定式化を目指す。
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1荘　H本語と中国語との対照言語攣的礒究

A　目 的

　H本語と中国語は，表記上ともに漢字を使用している。このため，中国語

を母語とする老の日本語学習，及び日本語を母語とする看の中国語学習にお

いて，両言語間の漢字の意味・機能の異同がもたらす影響は，特に語の理解

と運周上，終姶つきまとう問題である。本研究は両言語における漢字につい

ての語との対麻，意味，語構成上の機能等について比較対照を行い，教育上

有効な資料と分析を得ることを目的とする。

B　担　当　者

日本語教育センター第四研究室

室長（取扱）野元菊雄　　主任研究富　菱沼　透

C　本年度の経過

　本年度は，以下の準備的作業を行った。

L　事例研究

　研究の見通しを立てるために，爾言語において，使用度が高く，字形が同

…で，意味も共通する部分が多いと思われるいくつかの漢字（学，校，生，

活など）について，それらと対応する語を収集し，意味と機能について分析

を試みた。

2，　コンピュータ入力用中幽語ローマ字表記法の設計

　語と漢字との対応を見る資料を得るために，中国語の辞書をパーソナル・

コンピュータに入力し，音節ごとにサーチすることを計画し，「漢語三音方

案」をもとに入力用のPt一マ字表記法を設計した。

　3．『普逓詩三千常用詞表』（1959年，中国文字改革委員会編〉の入力

　上記表記法により『普通話三千常用詞表』の語項目を入力し，併せて音節

数，品詞，語構成等を付加情報として入力した。
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　なお，1については，その結果の一部を「漢掌対照研究の試み一一学，校

を含む二字漢語を対象に」（「早稲田大学語学教育研究所縮要23」）として発表した。

D　今後の予定

1．入力ずみのil普通話三千常用詞表』について，分析・検討を行う。

2．『現代漢語詞典』（工979年，中薦抵会科学院語言研究所編。約56，00G項貝〉の見出

　し語を入力する。
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日本語教育における基本文型に関する研究

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　外国人に澱する欝本語教育は，一般に文型を学習の基礎単位とする考え方

に立って行われているが，そこで考えられている文型，とくに基本文型は客

観的な調査に基づいて設定されたものとはいいがたく，またそのr基本度」

を実証的に明らかにする研究もこれまでほとんど行われていない。そこで，

この研究では，現行の日本語教育の場で把握されている文型について，言語

行動の中でとくに基本的と考えられる話しことばにおけるその胴法の実態調

査をとおして，「基本度」測定の基準を確立することを啓的とする。

　この醤的を遂行するために，この研究では詣面，次の3段階の手順をとる

こととした。

1．　日本謡教育の主要な教科書，教材から文型を抽出し，現在の日本語教育

　の現場での基本文型の標準を調査する。

2．　そこで得られた忌詞文型が現代日本人の話しことばの中でどのように用

　いられているかの実態を調査する。

3．文型の記法の実態調査に基づき，日本語教蕎のための基本文型の設定に

　はいかなる観点が必要であるかを検討する。

　　　　　　　　　　　　：B　担　当　者

日本語教育センター

　第一研究室　室長　高田　誠　　　臼本語教育指導普及部日本語教育研修室

　研究員　田中　望　石井久雄　　同日本語教育教材開発室　墜長　ヨ向茂

　男　　研究員　中道真木勇（56．8．15採用）
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C本年度の経過

　本年度は，前記1に関して，

a．　各種日本語教科書を検討し，第一次基本教科書として次の11点を選定

　した。

　　1．　“Nagamuma’S　Basic　Jmpa？zese　Course”及び『標準日本語読本』

　　　　巻一～五（東京日本語学校）

9
細
3

4．

10．

11．

“Beginning　JaPanese，，1，　II（Yale大学）

“IModern　Japanese　for　University　Students”，　Part・　1’“vlll

（国際基督教大学）

“エVihongO　no　Hanashikata’及び『臼本護読本』一～四

（国際学友会）

『外国学生嗣日本語教科書』初級，中級，上級（早稲田大学）

『日本語』王～HI（東京外国語大学附属H本語学校）

“Jmpanese　for　Today’（学翼研究挫）

“JaPanese，．A　Bcxsic　Course’（上智大学）

‘f撃獅狽?ｎｓｉｖｅ　Course　in　Jmpanese；　Elementary”，　Part　1，　Part　2

（ランゲP・ジ・サP・ビス）

c‘

mezv　Intensive　」’ 盾垂≠獅?ｓｄ’（北星堂）

“An　lntroduction　to　Modern　JaPanese”　（The　Japan　Times）

b．第一次基本教科書のうちll標準日本語読本』『日本語読：本』について文

　型採集作業を開始した。

2に関して，

a．文型の使用実態を調査するための資料として，現代日本人の言語生活の

　中から次の3種目詣しことば資料を選定した。この選定は，主として外国

　人留学生が接するであろう言語場面という見地から行ったものである。

　　1．大学の講義，講演などの独話資料

　　2．　円卓会議形式の複数瞬話資料
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　　3．特に形式を定めない躍常会話資料

b．話しことば資料のうち，2の複数対話資料は，鼠語研究所言語行動研究

　部が中心となって行った文部省科学研究費特定研究「談話行動の実験社会

　言語学的研究（代褒渡辺友左）jによって得られた資料，3の日常会話資料

　は，魍語研究所日本語教育センターが中心となって行った洞「日本語教育

　のための言語能力の測定（代表野元菊雄）3によって得られた資料，各約

　100時間分を基礎資料として確定した。1の独話資料についてはあらたに

　資料採集を始め，講義，テレビの講演等の録音を行った。テレビの講演に

　ついては，NHK教育テレビ「テレビコラム」を中心として録音し，その

　うち50本（各15分，計750分）分の文字化を終了し，26本分については

　パ・・一・ソナル・コンピューター一への入力を終えた。

c．パイロット・スタディーとして，基本文型の中に当然入ってくると予想

　される受身文，葎感文の2文型について，上記3種の資料各2時間分にお

　ける爾例採集とその機能分析を行った。その結果，受身文については行為

　籍を示す主として二格によって導かれる語句の出現が少ないこと，そこか

　ら，受身文の主要機能として被行為老をきわだたせる機能が仮定しうるこ

　と，存在文については，ある談謡の中で主題を導入する機能を持つ用法が

　多いことなどが明らかになった。

3に関して，

a．先行の文型研究6種を比較検討し，文型の採集。整理のための基準を討

　議した。先行の6研究は次にあげるものである。

　　国立国語研究所が話しことばの文型（1），（2）』（報皆18，23＞L

　　林四郎『基本文型の研究』慨治図書，昭癩35年）2．

　　国際文化振興会『日本語表現文典』（昭禰19年）
3
．

　　青年文化協会『艶本語基本文型』
4
．

5．　S．E．　Martin　“A　Reference　Grammar　of　Japanese”　Yaie　Uni－

　versity　Press，　1975

6．　A．　Alfonso　“Jmpanese　Language　Patterns”　Sophia　Universlty，　i966

　　　　　　　　　　　　　－6G一



b．　先行研究の検討及びパイロット・スタディーの結果に基づき，研究方向

　の一つとして，各文型を談話における機能の見地から整理して行くことが

　確認された。

D　今後の予定

1に関して，第一次基本教科書のうち6点について文型採集作業を完了し，

7£’一一一一・次基本敦科書に補充すべきものとして，とくに近年発行された教科書

の中から第二次基本教科書を選定する。

2に関して，独話資料40時關分の録音・文字化を終了する。また，パーソ

ナル・コンピューターに入力した資料については付加情報を入力する。パ

イロット・スタディe一一を各資料30時間分について行い，文型採集の最終

方錯を確定する。

3に関して，パイロッ5・スタディーの進行にあわせて，先行の他の研究，

　とくに海外の研究を参照し，文型整理及び基本度測定の規準作りに着手す

　る。
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日本語教育のための基本的な語彙に

関する比較対照研究

A　目 的

　「日本語教育のための基本的な語彙に関する調査研究」の成果として得ら

れた『勝本語教育基本語彙第一次集計資料』に各鋼重の観点から検討を加えて，

日本語教育のための学習基本語彙の選定を行うとともに，ここで得られた学

習基本語彙について，H本語学習者の母国語である各国語基本語彙との対照

言語学的分析を行おうとするものである。

B　担　当　者

日本語教育センタew第一研究室

室長　高田　誠　　主任研究官 志部昭平

C　本年度の作業

　本年度は，4年計画最終年次に当たり，以下の手順で研究を進めた。

1．第3年次までに行われてきた，『第一次集計資料』と他の日本語教育基

　本認彙との比較，それらの比較資料＊）に基づいて行われた，専門家（週報

　3Gj，64ページ参照）による「2，000語」及び「6，　OOO語」の第2次検討結果に

　ついて集計整理を行い，学習基本語彙「2，000語」及び「6，000語」につ

　いての最終的な試案を準備した。

2．以上の学習基本語彙の最終案を調査報告書として刊行するために，一部

　印扉順稿の作成に着手した。この学習基本語彙表は，「五十音順語彙表」

　とそのr意味分類体語彙表」の二部から構成され，本年度はこの後者につ

　いてほぼ整表を完了した。
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＊）　この比較対照資料の一部については，『日本語激育基本語彙七種

　　本語教育指導参考書9）として刊行された。

比較対照表」（目

D　今後の予定

この研究についての調査報告書は，昭和58年度に刊行される予定である。
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日英対照による日本語の発話行為の研究

A　目 的

　日本語教育の盟標の一つには，学習老に日本語の運儒能力を身につけさせ

ることがある。このためには，日本語が発話の実場面でいかなる運用の規則

に支配されているかを明確に捉え，学習者の母藷における場合と比較対照し，

両三の違いを摺握していることが必要である。本研究は，日本語の発話行為

（Speech　Acts）を回し手・聞き手に関与する側面に焦点をあてて研究し，英

語の場合と対照させ，より普遍的側面と個別的特性を明らかにし，上述の目

的のための基礎資料を得ることを露塵とする。

：B　担　当　者

日本語教育センタpm第二研究室

室長　上野田鶴子

C　本年度の経過

（1）　日本語における発話行為に関する問題点を概観し，話し手・旧き手に

　関与する側面を具体的に研究する。

（2）　日本語について得られた結果を英語の場合と対照し，検討する。

（3）発話行為の普遍的側醗と個別的特性を抽出する。

　本年度は上記（1），（2）及び（3）の手順により研究を続け，特に発話行為

における文形式と文音調の関係並びにモ・・一ダル（話者の半目断を表わす文構成

要素）の果たす役割について検討した。

：D　今後の予定

これまでの研究を継続し，（3）の問題点を具体化する。
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日本語教育の内容と方法についての調査研究

A　目 的

　外国入に対する日本語教育の現状と過表の実績について，教授法，教育内

容，教材に関する問題点を収集整理し，臼本語教育に関する研究上の方法論

と具体的対策を検討し，β本語教育の内容方法の向上改善に資する墓礎的な

研究資料を得ることを目的とする。

B　担　当　者

上本語教育センター第二研究室

　室長　上野田鶴子

C　本年度の研究経過

　国立大学のうち，正規科琶（代替科冒）として日本語教育を行っている大

学を中心とする18機関の日本語教育担当教官に下記の委員を委嘱し，二回

にわたる藏本語教育研究連絡協議会を囎催し，留学生に対する臼本語教育の

現状の搬握及び日本語教育向上のための対策を，特に学習老の日本語能力判

定に関する問題に焦点をあて，検討した。

　委員は下記の18名である。伍：ナ音量）

池田摩耶子（お茶の水女子大学文教育学部）

石浜　訪露（宇都富大学教養部）

俳藤　　博（北海道大学激育学部）

俳藤　芳照（東京外国語大学附属爲本語学校）

内田　　茂（奈良教育大学教育学部）

大友　償一（岡肉大学文学部）

奥田　邦男（広島大学教育学部〉
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羅
鳩
薙
圏
林
賀
谷
村
本
谷
井

上
廻
草
窪
小
憲
柴
玉
松
水
安

龍介（九州大学教養部）

　至（東京工業大学）

　裕（筑波大学文芸・言語学系）

雷男（東京外国語大学特設日本語科》

明美（大阪外濁語大学留学生別科）

一清（横浜圏立大学教育学部）

方良（神戸大学教養部）

文郎（京都大学教養部）

泰文（千葉大学教養部）

　修（名古詩：大学総合言語センター）

祐一（琉球大学教養部）

以上に加え，日本語教育機関訪聞による実態調査を実施し，資料。文献に

よる情報を補い，現状を確認した。訪問機関は以下のとおりである。

　　藤衛学院大学留学生別科

　　九州産業大学教養部

　　近畿大学留学盤溺科

D　今後の予定

　本年度に引き続き，国立大学のうち正規科羅（代替科羅）として譲本語教

育を行っている大学の日本語教育担轟教官に委員を委嘱し，日本語教育研究

連絡協議会を開催し，留学生に対する欝本語教育向上のための繭策，特に学

習者の能力判定に関する問題について検討を重ねる予定である。
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日本語教育研修の内容と方法についての

調査研究

A　目 的

　外国人に対する臼本語教育に関して，教員の資質能力の向上を図ること，

また教授の効率化をめざすことは，現在大きな社会的要請となっている。本

研究は，教員研修一般についてそのあり方を追求するとともに，当研究所で

実施している研修に対して適切な指針を樹立するため，具体的な研究及びそ

の方法の開発を行うことを藏的とする。

B　担　当　者

日本語教育センタn・日本語教育指導普及部日本語教育研修室

　室長（取扱）川瀬生郎　　研究員　田中　望　石井久雄

三野美智子　　事務補佐員　佐藤恵美子

C　本年度の経過

研究補助員

　本研究は内容を二分し，

　1．　日本語教育の評価及び灘定に関する研究

　2．　研修効率向上に資するための調査研究

とする。

i．　β本語教育の評価及び澗定に関する研究

　評爾法，灘定法そのものではないが，教授内容の有効性を把握し，また教

材の開発・使用の指錯を得るための，教員の研修教材として，パイPット・

プログラムを開発し，「プログラム教材」として印刷を行っている。昭和53

年度以来，学習老が自習し得る問題集形式のものを6冊刊行してきたが，本

年度は，そのような形式とは異なる資料形式をとって，「プpaグラム教材く資
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料〉」とした。すなわち，

　　「自動詞と他動き司との派生対応」（作成担当　石井久雄）

である。これは，従来散発的に進められてきた標題のことがらを集約かつ補

訂し，さらに，単純動詞の対応例をできる限り呈示したものである。報応形

式と対慈例数とは次のとおり。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2

自動詞

　
e
C
C

扁
　
隅

α
C
儀
α
伽
伽
偶
偶
御
伽
伽
硫
C
C
C
伽
α
α
α
毯
窃
α
C

一…

@
＝
　
「
…
　
需
　
竺
　
認
　
罵
　
篇
　
隅
　
一
…
　
｝
［
　
　
＝
　
…
「
　
「
…
　
認
　
漏
　
＝
　
「
　
　
篇
　
　
　
　
罵

一他動詞（i二形）

瑚
潤
鋭
C
伽
C
磁
銑
C
伽
銑
C
α
伽

同
同
「
…
…
「
隅
「
…
「
㎜
＝
罵
「
…
漏
コ
　

＝

（
　
　

（

伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽
伽

置
　
罵
　
「
…
　
漏
　
＝
　
魑
　
漏

贈
お
C
磁
　
C

　
＝

　　　　ひら
：対応例　　開く一開く

　　はだける一はだける

　　　閉じる一閉じる

　　　　あ
　　　　開く一開ける

　　　ひら
　　　開ける一開く

　　　紳ぴる一翼べる

　　　繋がる一繋ぐ

　　　助かる一助ける

　　　総もる一覆める

　　生まれる一生む

　　分かれる一分ける

　　埋もれる一埋める

　　聞こえる一聞く

　　　見える一見る

　　　　動く一動かす

　　　　及ぶ一躍蔭す

　　　　合う一合わせる

　　　溶ける一溶かす

　　　生きる一生かす

　　　起きる一起こす

　　　尽きる一尽くす

　　　紛れる一一紛らせる

　　　　寝る一寝せる

　　　　似る一似せる

　　　　散る一散らかす
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6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4

＝　Ce

，xCe

　Ce

　　篇r

　　訟r

　　嗣r

　　＝＝re

　　篇rl

　　讐駕

　　　：re

　　＝　re

　　罵W

　　嵩W

　　漏le

　　Ci　e

　　Ci　e

＝　Cakas

＝　Cawas　（e）

Cekas　（e）

　　認S

　　＝＝se

　　漏e

　　漏S

　　篇S

　　竺t

　　ユk

　　漏se

　　＝s

　　漏s（e）

　　罵S

　　Ces

　　C至se

紛れる一紛らかす　　　など

紛れる一紛らわす（せる）

　寝る一寝かす（せる）

起こる一起こす

　乗る一乗せる

　掴まる一掴まえる

　隠れる一隠す

　足りる一足す

分かれる一分かつ

　破れる一破く

　覚れる一覚せる

　　潤う一潤す

　脹わう一賑わす（せる）

　燃える一燃す

　消える一消す

　見える一見せる

　　5例

　　1例

　　1例

など28例

など3例

　　1例

など19例

　　1例

など2例

　　1｛列

　　1例

　　1例

　　1例

　　1例

　　1例

　　1例

Cまでが，自動詞と他動詞とに共通する部分である。対応例は，自動詞の主

格と他動詞の対格とが共通し得るものに限ったが，なお，その共通しない対

応，自動詞相互の対応，他動詞禧互の対応についても，注を加えてある。

2．研修効率向上に資するための調査研究

　石川県立社会教育センタe・一・（館長鳥宮実玄，所姦地金沢市本照町三丁92番15

号）分館は，社園法人国際日本語普及協会の協力を得て，日本語教師養成講

座を開設した（担当主査春田勝久）。地方行政による初めての日本語教育研修

であり，地方における研修の需要・供給を把握するための貴重な例であると

考えられたので，これについて実態調査を行った。

　昭和56年度石川漿立社会教育センタ・・一　wa本語教師養成講塵の概要は，次

のとおりQ

　（1）発足の契機　金沢市畏の響胴により，その関係から商工会議所，県

商工課を経て，県で検討した。社会教育センター一でも，必要性をかねてから
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認識していた。

　（2）日程及び内容昭和56年8月1R～13日目うち11日間，各日午後

2時～5時。日程は，現職の小中学校等教員に参加希望老のあることを考慮

し，その学校休業期間の中で設定した。

　講義内容ウま，　El本語教育概要4．5時間，教授法7．5時間，音声・文等：教育

1．5時間，文法。語彙教育4．5時聞，教科書・教材・ヂリル・テスト6時關，

誤用例3時間，カリキュラム3時間，以上のまとめ3時間。

　（3）　参加者　1クラス3◎名で2クラス，経験者クラス及び未経験老クラ

スとし，上記内容の講義をそれぞれに行った。

　当初計漸ではこの半分の規模であったが，申込者数が計画を大きく上園つ

たため，急拠規模を拡大したものである。参加老は，金沢市民が大半である。

なお，募集は，テレビ・ラジオ・新聞及びポスターにより周知を図った。

　（4）　参加者のその後　希望者には，鮭会教育センタ　・一分館の一室を提

供し，現に教育の場を得させている。

　（5）　畢算規模　90万円。受講料は2，500円。

　国立鼠語研究所日本語教育センターの日本語教育研修は，長期専門研修・

夏季研修とも，現職教員に研修の場を提供することを主旨とし，研修生募集

も主として日本語教育関係諸機関を通じて行っている。非現職者の参加は定

員の余裕の限りで認めてはいるが，臼本四教員志望者ないし日本語教育への

一般的関心はなお把握し得ないでいた。石弓県立社会教育センター日本語教

師養成講座からは，日本語教育への関心が広く存在しているということが知

られた。それへの対応は，一研究所としてなし得るものではないということ

も感じられる。

　聡川県では，講座を昭和57年度も継続することとし，また上記（4）項を

日本語講座の新事業として発足させるという。これに刺激されて，二，三の

地方でも同様の講座を予定しているといわれる。地方行政の対応はよろこぶ

べきである。しかしながら，研修・講座の需要側は，教育を技術としてかた

づけがちである。供給側が，それに迎合して，教授法の名のもとに教育を技

一70一



術論において処理することは，昭和50年度日本語教育推進対策調査会報告

「日本語教員に必要な資質・能力とその向上策について」の厳しく戒めると

ころである。圏：立国語研究藤沼本語教育センターの日本藷教育研修では，そ

のことに，あるいは過剰と思われるほど，留意してきた。地方行政に紺して

も，嗣様の留意を希望するものである。

　　　　　　　　　　　　D　次年度の予定

1．　日本語教育の評価及び測定に関する研究

　塞年度のプTrグラム教材の資料形式によって，

　　「動詞と格助詞」

を予定している。動詞の格支配を，主要な動詞個々について記述しようとす

るものである。

2．　研修効率向上に資するための研究

　北日本地域の実地調査を予定している。
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日本語教育教材開発のための調査研究

　　　　　　　　　　　　A掴　　　的

　既存教科書における語彙・構文の調査・整理，及び論文などの内容を調査

し，教材作成のための基礎資料を作成する。また既存視聴覚教材の内容を調

査し，教材試作実験と併せて，教材作成のための知見を得る。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センタ・・一日本語教育指導：普及部H本語教育教材開発室

　センター長　野元菊雄　　部長　川瀬生郎　　室長　H向茂男　　研究員

中道真木男（56．8．15付採用）　文部旧記　清田　潤

　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　1．既存各種教科認における語彙と，日本語教育基本語彙（2，000語，

6，　000　r■，センターng一一研究室「日本語教育のための基本的な謡彙に関する

調査研究」第一次集計資料），日本語教育映函基礎編の語彙を比較対照する

ため，語彙のカード化に着手した。陵本語教育映魑基礎編のうち昭和54年

度作成分（第16，17，18課）の語彙をカード化し，語彙表を作成した。また

岡映画基礎編第1～12課については，既存カードをもとにせりふをコンビ

”一タに入力した。

　2．　上記1。の作業に使用するためテクストの文章を入力・編集し，デ・一一・

タ化するためのコンピュータ・プログラムを作成した。またテクストに付加

情報をっけ，検索計量するプログラムを作成した。

　3。　日本語教育映画基礎編の一部を利胴した母語別試作教材として，申国

語版，ポルトガル謡版，インドネシア語版を企画し，解説部分のビデオ撮り

をした。日本語教育長期専門研修生と共同でビデオ教材「訪問」その他1編
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を制作した。

D　今後の予定

　既存各種教科書の語彙，日本語教育基本語彙（センPt　・一第一研究室第一次

集計資料），臼本語教育映廼の語藁の比較対照作業を引き続き行うほか，初

級教科書における構文のカt…一ド化，整理を続行する。また日本語教育映画の

続編の語藁のカード化も併せて進め，語彙一覧表と構文類別表を作成する。

これらの一部は，日本語教育映画解説書の資料編とするが，また執筆のため

の資料ともなるものである◎これらの結果をふまえて教材，教授法に関する

指導参考書を執筆する。また日本語教育映繭基礎編の一部を利用した母語別

試作教材は，ビデオによる編集を行う。
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　国語および国語問題に関する情報の収集・整理

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　国語に関する学問の研究成果一般を知り，併せて関係学会の動向や言語及

び言語生活に関する世論の動きをとらえるために，国語及び山山閥題に関す

る情報を収集・整理し，国語研究の基礎的資料を整備する。このために次の

ことを行う。

　1，刊行図書・雑誌論文等の調査を行い，分類別文献カード目録を作成す

　　る。

　2．諸新聞から関係記事を切り抜いて整理・製本し，研究資料を作成する。

　3．　『国語年鑑』を編集する。

　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

言語変化研究部文献調査室

　部長　飯豊毅一　　研究員　田原圭子　伊藤菊子　中曽根仁

　　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

　前年度に引き続き，昭和56年度に刊行された各種文献を調査し，情報を

収集・整理した。昭和56年1月から12月までの情報については分類別文献

力・・…ド目録及び「新聞所載国語関係記事切抜集」26冊を作成した。これらの

文献の目録は，その他の資料・情報とともに『国語年鑑』〈昭和57年版（1982）〉

に掲載する。

　『国語年鑑』は，昭和56年版（1981）を編集した。昭和55年1月から12

月までの国語に関する研究成果，関係学会の動向，ことばに関する世論など

を主な内容とし，次の各部に分けて編集し，56年9月に刊行した。

　geJ一一一部展望　r国語学」「話しことば」「国語問題」など20項目。
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　第二部文献　刊行図書，雑誌論文，新欄記事（主な記事のみ253件）ほか。

　第三部雑報　各学会・関係諸団体（73団体）の活動報告ほか。

　第四部国語関係者名鱒　国内1，695名，国外84名。

　第五部資料　その年に告示された公的決定事項など。昭和56年版では，

　　　　　　　常用漢掌表（答申），中学校用国語教科書一覧ほか。

　索　引　　　（刊行図書，雑誌論文，新聞記事の編碧者名）

　以下，圏語及び國語問題に関する昭和56年の情報の傾向を知る手がかり

として，採録した文献の冊数（または点数）を項目別に示す。（）内は55

年の数である。

　外国発行の刊行図書・雑誌論文等については，前年までと同じく，その採

録弓懸を日本語の研究及び日本語教育に関するものに限定した。

1　刊行儘の講査

　国語関係の刊行書について，書名・著（編）者名・発行瞬・発行年月・半目

型・ページ数，並びに内容を調べてti」　一一ド化した◎当研究所で入手できな

かったものについては，『日本全国書誌週刊版』ぽ納本週報」の改題，国立国会

図書館編），その他から情報を補い，総数1，269冊についての分類別カード漫

録を作成した。

刊行薔の分類とその冊数

国語（学）

国語史

音声・音韻

文字・表記

諮彙・用語

文　法

文章・文体

方言・罠俗

ことばと機械

コミュニケpmシaン

47　｛45）

70　（73）

10　（9）

16　（13）

46　（31）

14　〈13）

5　（10）

81　（84）

7　（7）

コミュニケーションー”tw（言語生活）

言語技術（話し方・書き方）

40　（35）

52　（52）

マス・コミュニケPtシaン

国語問題

国語教育

　国語教育～般

　学習抵導

　ことぽの指導

　文字教育

　語彙・文法教育

　聞く・話す

読む・二幅擢導

　書く・作文指導

　文学馬蝿

　古典・漢文教膏

一75一
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》
4

ρ
O
r
O

15　（10）

71　（32）

e　（4）

5　（O）

2　（O）

e　a）

4　（6）

2e　（17｝

5　（9）

1　（O）



　特殊教育

　学力評極

　国語教科書・教材研究

　言語能力の発達

外聖人に薄する顕本語撒育

雪語学その他

辞典・粥語集

　岡語辞典

　切語辞典・用語集

　特殊辞典

　索引

資　料

　資料

　史料

　解題・fi録

　年鑑

　　　　　　　　　　計

7　（6）

1　（1）

39　（4）

12　（14）

17　（27）

54　（71）

O　（2）

22　（10）

45　（24）

48　（52）

22　（12）

14　（13）

6（鋤
73　（30）

16　（15）

追補（55年12月以前刊行分）

　国語学その他

　国語史

　音声・音韻

　文字・表記

　語彙・文法

　文章・文体

　方言・畏俗

　ことばと機械

　コミュニケーション

　マス・コミェニケーシaン

　国語問題

　顯語教育

　外魍人に対する日本語教育

　言苦学その他

　辞典・索引・資料

　　　　　　一総計

　6　（9）

26　（28）

　9　（ユ）

　5　（8）

23　（13）

　2　（2）

23　（39）

　7　〈5）

69　（38）

　2　（3）

　1　（1）

43　（43）

　8　（3）

45　（52）

102　（51）

　　　　　　　　　　　　89範鋤i　　　　ち269（1・054）冊

　なお，国文学関係の刊行書については，作晶の本文及び注釈に関するもの

209冊（うち追補分73謝のカード臼録を作成したσ

H　雑誌論文の調査

　当研究所購入の諸雑誌，並びに寄贈された大学，学会，研究所などの刊行

物や雑誌から，関係論文・記事を調査し，題目・筆者名・旧名・巻号数・発

行年月及びページ数を記載したカードを作り，分類別カード冒録を作成した。

当研究所で入手できなかったものについては，『雑誌記事索引一人文・社会

編』（国立国会図書館編），その他から構報を補った。採録した論文・記事の総

数は，3，577点である。（連載物については各回ごとに1点と数えることはせ

ず，その題目について1点と数えた。＞

　1　一般刊行雑誌，及び大学・研究三等の紀要・報告類

　a．　　一般干騒行美窪誌　（学会誌等；を含む）　・。。一・443　（462＞　種

圏語・岡文・諦・・か　・9・（・92）｝一・ス・’コ・縣　　　・3ω

方言’民俗　　　　14（14）｝外国語　　　　　・2（・4）
國語問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　（6）　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週刊誌・総合誌　　　　　　　　　3　（1）

国語撒育　　　　　26（29）1文芸・詩歌・芸能　　　1（3）
躰語糖　　　　　5（7）iその他藩腎社会学・心理学嗣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　－76一



購に入。罐誌　　　、7（27月
目　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　b．大学・研究所等の紀要・報告類・

　2　論文・記事の分類とその点数

国語（学〉

　国語（学）一般

　時評・随筆

国語史

音声・音韻

　音pa　・音韻一般

　史的研究

86（87）1外国誌

220　（294）

133　（69）

85　（96）

アクセント・イソトネーシaソ

：文字・表記

　：文字・字体

　袋記

語彙・粥語

　語彙・常語一一般

　古語

　子代語

　薪語・流行語

　外来語

　人名・地名

　辞書・索引

文　法

　文法上の諸闘題（現代語法〉

　史的研究

　敬語法

文章・文体

　文牽・蓑現一般

　史的研究

古典の注釈

　注釈一般

　上代

　中古

　中世

　近世以降

方言・罠俗

　方言一般

39　（43）

21　（27）

10　（23）

35　（20）

36　（29）

182　（157）

42　（53）

13　（10）

　2　（3）

　4　（19）

13　（10）

44　（82）

103　（72）

18　（34）

31　（12）

58　（78）

84　（132）

0
ρ
0
り
ρ
戸
0
8

　
1
ゐ
1
2

（6）

（21）

（20）

（16）

（8）

37　（33）

・…・R32（328）種

　各地の方言

　　東部

　　西部

　　九州・沖縄

　民俗

ことばと機械

　言語情報処理

　研究用機器

ロミュニケーショソ

　コミュユケーシ望ンー般

　言語生活

　言語活動

　　言語活動一般

　　聡く・読む

　　話す・聞く

マス・コミュニケーシeン

　一般的問題

　薪聞

　放送

　広告・宣伝

　印漏騒・出版

国語問題

　国語問題一般

　表記法

国語教育

　国藷教育一一・N9

　国語教育史

　学習指導一般

　ことばの指導

　文字・袋記教育

　語彙・文法教育

　闘く・話す

　読む・書く

　　読む・書く一般

　　読解指導

一77一
鯵

70　（71）

49　（50）

21　（17）

26　（19）

3　（O）

40　（63）

1　（12）

28　（67）

le8　（142）

43　（16）

27　（60）

2　（11）

O　（1）

25　（14）

29　（29）

19　（23）

20　（14）

122　（65）

17　（50）

214　（243）

15　（25）

256　（235）

11　（16）

29　（27）

29　（20）

　2　（14）

10　（55）

18　（28）



　　読謝旨導

　　作文撰導

　文学教育

　古典・漢文教育

　特殊激育

　学力評価

　国語教科書・教材研究

　欝語能力の発達

外国人に対する臼本語撒育

欝語（学〉

　言語一般

　意味

　沈較・対照研究

　翻訳の問題

　外国語研究

　外国語教育

　各國の言語問題

　言語障害研究

資　料

　資料一般

　国語資料

　fi録

7　（18）

88　（52）

14　（6）

19　（工6）

28　（28）

10　（51）

39　（62）

62　（39）

80　（61）

le8　（146）

　4　（7＞

46　〈46）

74　（127）

57　（63）

39　（40）

20　（7）

60　（21）

9　（20）

45　（48）

O　（3）

書評・紹介 　　　　　王13　（128）

計3，357（3，662）点

追補（55年12月以前刊行分）

鼠語学その他

圏語史

音声・音韻

文字・褒記

語彙・用語

文法

文章づζ体

古典の注釈

方言・厩俗

ことばと機械

コミュニケpmショソ

マス・コミュニケーシnン

豪語問題

国識致育

外国人に対する日本語教育

言語学その他

資料

書評・紹介

　　　　　　総計

30　（7）

8　（24）

12　（11）

6　（7）

18　（28＞

25　（13）

5　（23）

5　（12）

14　（94＞

3　（1）

12　（11）

3　（O）

O　（1）

41　（44）

7　（6）

15　〈49）

3　（e）

13　（11）

3，577　（4，004）　点

III　薪闘詣塞の調査

　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜いた。各月ごとに整理・製本し，資

料として保存し，閲覧に供している。

　切り抜き点数は4，078点で，その内訳は次のとおりである。

　1　新聞の種類と切り抜き点数

日（夕〉刊紙

　朝　　N
　毎　　N
　読　　売

　東　　京

　　サンケイ

　　N本経済

　北海道
　西H本

671　（476）

663　（590）

538　（649）

379　（244）

369　（334）

369　（273）

365　（287）

285　（210）

週蒋・その他

　日本読書暫聞

　週閥読書人

　図書i薪賄

　幽幽協会報

　教育学衛漸聞

　その他

48　（69）

96　（68）

80　（81）

65　（44）

22　（13）

128　（107）

計　　4，078　（3，445）　点

画
、
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2　月別の切り抜き点数

1月　255（270）

4月　355（304）

7月　320（238）

10月　342（279）

2月　293（295）

5月　356（369）

8月　　296　（244）

11月　　331　（285）

3　薪關記事の分類とその点数

3fi　465　（317）

6月目　386　（308＞

9月　　340　（285＞

12月　　339　（251）

圏語（学）一一一rw

音声・音韻

文　字

　文字・表記

　活字

語　彙

　語彙一般

　各種規語

　新語・流行語・隠語

　タ峯國語・タト来語

　辞書

　問題語・命名

　職名・地名

文　法

文　体

　文体・蓑現

方　欝

　方君一般

　方言と標準語

　各地の方欝

言語生活

　言語生濡一般

　ことばの問題

　ことばづかいの問題

　敬語の問題

雷語活動

　言語活動一般

　話すこと　（聞くこと）

　書くこと　（読むこと）

　読書

ことばと機械

国語問題

337　〈332）

33　（33）

31　（38）

31　（11）

73　（80）

61　（79）

126　（143）

136　（50）

74　（56）

g7　（56）

50　（28）

　7　（3）

72　（70＞

85　（62）

9　（17）

56　（58）

122　（105）

68　（77）

50　（45）

34　（53）

57　（31）

126　（83）

36　（31）

100　（73）

82　（67）

　願語間題一般

　菱詑の問題

　　表認一般

　　常駕漢字など・

　　カ、なつカ、㌔・

　　送りがな

　　かな書き

　　横書き・縦霞き

　　人名・地名の蓑記

　　外来語蓑詑

　　質一マ字

国語教育

　国語教育・一一般

　学習指導の問題

　　学習指導一般

　　話す（聞く）

　　読む（読書指灘）

　　書く（作文詣導）

　文学・古典教育

　特殊教育

　視聴覚教育

　学力テスト

　幼児教育

　海外帰国子女教育

言語学

　醤語学一般

　外麗語一般

　比較研究

　翻訳の問題

　外国語教育

　外国語に関する紹介＆か

日本語の研究と教育

39　（20）

24

243

　2

　0

　6

　4

70

16

　1

（52）

（3e）

（1）

（o）

（4）

（王1）

（38）

（46）

（5）

96　（71）

2
4
6
2
4
9
9
4
5
8

2
「
　
2
2
　
2
　
2
1
8

4
4
7
0
Q

7
7
9
Q
O
α

（11）

（4）

（29）

（17）

（4）

（12）

（17）

（41）

（37）

（23）

（96）

（67）

（74）

（50）

133　（134）

59　（79）

159　（138）
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マス・コミュニケーション　　　　　　　　i　広告・宜伝　　　　　　　　　56　（57）

　マス・潔ミー般　　　　　　　48（　34）　1　　出版　　　　　　　　　　　　79　（95＞

X聞　　　　38（33＞i．辮・紹介。、、　　482（4・4）

放送　　　　59（5・＞1　　　。蓋し定型萎鯉．墨

　本年は，常罵漢字表が1◎月1臼に内閣魏令・告示された。また，人名用

漢字も54字追加された。これに先だち，3月23日に国語審議会から常用漢

字表の答申があり，人名用漢字についても5月14日に罠事行政審議会から

答申があった。それぞれの時点で各紙に報道記事が掲載されたのをはじめと

し，年間を通して，これらにちなんだ多くの意見や記事が論説欄や文化欄，

投書欄やコラム欄などにとりあげられた。それを反映し，分類項Bの「常用

漢字など」の項が前年に比してきわだって多かった。

　次に「活字」の項が例年に比して多かった。朝臼新聞が7月20日半期し

て全紙面の活字を大きくしたのをはじめ，新聞各社が相次いで読みやすい新

聞を冒指し文字拡大に移行している。また，出版界でも辞典類・雑誌などに，

大きな活字のものが刊行されだし，各紙に紹介記事が掲載された。

　「海外帰国子女教育」の項も前年に比して多かったが，これは『西日本薪

聞戯に連載記事があったのをはじめ，中野帰鼠看の日本語習得に関する与野

が各紙にとりあげられたためである。

　「外参篭・外来語」「話すこと（凹くこと）」などの項目も前年に比して多

かったが，それぞれに分類される連載詑事が，郷東京新騨』・『毎日新聞』な

どにあったためである。

〔付　所外からの質問について〕

　昭和56年度に電話で受けた質問件数を旧すと次のとおりである。

開鶴鰻圃・塵・lr・｝・・月．1・・小2旦i5塾塾旦｝
lmu’，，3’k，”i’g’g

i・・8い・61　93［97・98318716gl！・186i

　（前年度の質開件数は1，390件であった。）

質問の内容は，例年どおり多方面にわたっていた。件数の多かったものを

　　　　　　　　　　　　　　一80一



示すと次のとおりである。燭字用語について352件（用語一般138件，用字

一般103件，ゆれのある語45件，聞智類義語43件），漢掌の読み156件（姓

名に関して45件），宇体7◎件，送りがな41件，語の意味40件，国語政策

36件，敬藷27件，かなづかい25件などである。

　上記の件数のうち，岡一（または，同類）の内容について2回以上質聞を

受けた事項を，かなづかい，送りがな，字体などから例示する。

　　　　　　　　　　　1　．　．　1カ・なつカ、㌔・

　こんにちは

　ず・つの使い分け

　（～ずつ2園を含む）

　じ・ぢの使い分け

　～は

　～のとおり

送りがな

　行う（な）

　表す（わ〉

鮮：皇か

　お話k
　懐かしい

　実り

1字体

5｝吉・吉
・1拐・拐

　1葛・葛
・陣・塚

3i螢・蛍
2i天灰
i頻噸
　　

5岬音画鵜
2i初め．始め
21町・街
　1
21　異状陰異常

鎖鰐：繋
　し

　i表記にゆれのある語

1騰：盤せ
3i鰭錬磨
　　　　　　　　　　
3｛発音にゆれのある語

21＋～（ジヅジエ。～）

・i・・・・・…

21　味iワウ・味アウ
i～忌～シ昇～ナナ〉

　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5i　～所（～ショ・～ジa〉

㌔マチが士マチ塵
21　モジ・モソジ

21

O
Q
2
23
3
2
9
臼
2
2
9
9

　窪た，常1≡目漢字表に関連する質隅が21件，人名漢字の改定について6件，

「・？　」を使うこと，または「々」は文字かについて8件，「各位」には「殿」

をつけるのか4件，「ケ」を使うことについて4件，義理の母の呼称につい

て3件，などが件数の多い事項だった。

　なお，研究所及び研究所の刊行物についての照会が19件あった。電話に

よる質問のほかには，はがき，封書による質問が15通，濾：接来所しての質

問が5件あった。

　以上の件数は，すべて文献調査室で受けた質問で，所員が個人的に受けた

質問は含んでいない。
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文部省科学研究費補助金による研究

　話しことばの計愚国語挙的調査・分析のための基礎的研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代蓑　斎賀秀夫〉　　（一般研究A）

〈研究目的〉

　国民の禅語生活の効率化を考える上で，話しことば（音声雷語）の研究は

重要であるが，書きことばの研究に比して，その調査法はいまだに確立して

いるとはいえないeそこで，言語学，情報工学，統計学等の研究成果をふま

え，電子計箕機を使って，話しことばを調査し，分析する方法を検討する。

また，実際の話しことばのデ・・タにあたって検証し，学問的に意味のある効

率的な調査法を確立する。

　具体的には，次の齢勺を達成する。

　1．話しことば調査のための調査単位の設定

　2．　話しことばの分類基準の確立

　3．話しことば集計プpaグラムの作成

　4．話しことばデータの採集と分析（1，2，3検証のための実験データ）

〈研究組織〉

　言語計量研究部の下記の8名が参加した。

　斎賀秀夫

　土麗　信一

　中野　　洋

　麟岡　昭央

　野村　雅昭

　佐竹　秀雄i

　斎藤秀紀
　　朗中　卓史

く実施の概要〉

（言語計量研究部長〉

（言語計蟄：研究部第一研究室長）

〃　
　
〃
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〃

　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

主任研究官）

主偵…研究官）

第二研究室長〉

第二研究室研究員）

第三研究室長）

主任研究官）

56年度は，次の四項9について分析及び検討を行った。
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1．話しことばのための調査滋位の設定

　調査単位には，ほぼ形態素にあたる短い単位とほぼ文節にあたる長い単位

とが考えられる。しかし，すでに文字化された話しことば資料については，

短い単位を適用したほうが有効であることがわかったので，機械処理用には

短い単位を採用することにした。なお，短い単位に付加情報を付けることに

よって長い単位による分析も可能である。

　ソナグラフにより，ポーズの分析を行い，話しことばの単位を確立するた

めの資料とした。すなわち17名の被験者について，簡単な質問に対する受

け答え及び仮名書き文と漢字仮名交じり文の読みについて，調査し，その音

声をソナグラフにとった。

2．話し，ことばの分類基準の検討

　蟹言語生活』所蚊「録音器」欝郵げ一調に基づいて話しことばの種類を調査

し，以下の結果を得たQ

　〔言舌1題〕　　309

　〔場所〕　東京・池袋・浅草・新宿・大阪・神田・奄美大島・鎌倉・福島…

　　　　　学校・大学・幼稚園・役所・国会・消防暑・110番司令室・夜店

　　　　　・デパート・理髪店・呉服店・映爾館・放送局・展覧会場・盛り

　　　　　場・クラブ・劇団・民宿・研究室・病院・スタジオ。結婚式場…

　〔人物〕　男・女，子供・青年・中年・老人，先生・生徒・学生，傍親・父

　　　　　親・娘・妻・夫，アベック，教師・研究F）f　fa・代議士・医表・看

　　　　　護婦・颪家。俳優・易老。作家・記者・カメラマン。魚屡・左官

　　　　　’大工・印刷屋・運転手・バスガイド・アナウンサ…一など1，700

　　　　　人余

3．話しことば集計プログラムシステムの設計とプログラミング

　集計・分析項目の検討，機械処理システムの設計，プログラミング・デバ

ッグは完了した。これらのプログラムによって，話しことばデータの処理を

進めた。分析プVグラム（データベース操作）のプPグラミング・デバッグ

も完了した。一R　一ソナルコンt“　n．　一タによる話しことば多次元情報処理シス
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テム，及び話しことば資料検索システムのプログラムを作成した。次年度は，

これらのプpaグラムを用いて分析を行う。

4．謡しことばデr一一　fiの採集作業

　（1）　『談話語の実態』デ・・一タ（40万語）の入力，修正作業を終了した。

　（2）　『雷語生活選所収「録音器」欄データ（5◎万藷）のパンチ・入力作

　　業，各種情報付舶，デre一タ修正を終了した。用例表（KWIC＞約50万

　　行を出力した。

　（3）　実際の話しことばの採集　　日常会話・演説・講演など231編の話

　　　しことばの録音・採集・文字化・入力・校正作業が完了した。

　以上，話しことばに関するデータベースは，当初計薗したうちのほぼ90％

が完成した。

　（中野洋「『話しことばの計量国語学的調査・分析のための基礎的研究』

作業進行表」〈欝語計盤研究部季報，1981一夏号〉，「話しことば集計プPグラムに

ついて③」，「話しことばの＝ラーーレ＝一ド集計」，「話しことばデータ分析

ル”一一チン1，語彙調査」〈以k3点，欝語計壁研究部季報，1982一春号〉，「話しこ

とばの語彙調査」＜情報処理学会　自然言語処理研究会資料3G＞，中野洋・由口和

子「話しことば集計プログラムについて①」〈言語計塗研究部季報，1981一秋号〉，

「話しことば集計プpaグラムについて②」〈言語計壁研究部季報，1981一冬号〉）

〈今後の予定〉

　次年度は次の集計及び分析を行う。

1）　話しことば集計プログラムの作成

　　分析プPグラムに，出力処理・同語異語判別処理等の新しい機能を追加

　する。これを用いて分析を行う。

2）　話しことばデータベースの作成と分析

　　56年度に入力した議しことばデータ（総数約110万語）をまとめ，二子

　計算機により検索・分析ができるよう，データベーースを作成する。この

　データベースから適当な資料を取り出し，各種の調査分析を行う。

3）話しことばの音声学的調査
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　　多次元情報処理システムにより，ソナグラフデータについて，ボーNズの

　分析を行い，話しことばの単位を確立するための資料とする。

4）話しことばの分類基準の検討……全デr一・一飛を統合し，話しことばの種類

　及びその分類基準を検討する。

　臼本語シソーラス作成法の観究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　宮島達爽）　（一般碩究B）

〈研究羅的〉

　シソーラス（意味分類体辞典）の項冒の訂正・追加をなるべく客観的・機

械的にすること。具体的には，国立国語研究駈『分類語彙表』をもとにして，

これを訂正・増補し，新しいシソーラスを作る。この語彙表の大きな組織は

そのままにして，細鶴の不統一一一・一・不合理を改めるとともに，現在の収録語数

32，000語を，ほぼ倍の規模にふやすようにする。その際，最終的な判断が研

究者によらなければならないことは，もちろんであるが，追加項目の選定，

仮の番号づけは，第一一には電子討幕機によって，第二には補助作業者の手に

よって実行できるような方法を工夫する。たとえば，合成語については，後

要素の同じものをまとめて，すでに番号のついている同類の語と同じ番号を

与える，また，三級辞典の意味記述で同じ上位語が現れるものは，この上位

語の番号をあたえる，などである。

〈研究組織〉

　宮島　達央

　土量　償一

　中野　　洋

　懲岡　昭夫

　田中　穂積

く実施の概要〉

（言語体系研究部第二研究室長）

（言語計量研究部第一研究室畏〉

（　　　〃　　　主任研究官）

〈　tt　tt　）
（工業技術院電子技術総合研究所パターン情報部室長〉

　本年度実施したおもな作業は下記のとおりである。

1．電子技術総合研究所作成の『新明解国語辞典』見出し語の磁気テ…一・プを
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　複製した。語数約7万語で，うち約3万謡には，『分類語彙表』による分

　類番号がつけてある。

2．　同テーntプにより，見出し語ごとのパンチカreドを作成した。カードの内

　容は，通し番号・カナ表記による見繊し語形・（すでにあるものについて

　は）分類番号　の三つである。

3．　このパンチカ・・一ドに，人力により下記の項目を追加記入した。

　（1）　見出し語の漢字表記

　（2）　和語・漢語・外来語・混種語の惜別

　（3）　販本一郎『教育基本語彙』による段階・重要度の匿別

　（4）　大野晋・浜西正人『角川類語新辞典』による分類番号

　　ただし，今年度内に記入がおわったのは，全体の約三分の一である。

4。　上記の記入がすんだパンチカードのうち，『分類語彙表』による分類番

　号がすでにあるものは，これにしたがって分類・配列した。今後，あたら

　しいカードに分類番号がつきしだい，この配列にくりこんでいく予定であ

　る。

5．上記1の磁気テープをもちいて，以下の分析を行った。

　（1）磁気テープ内データにある品詞情報により，品詞分類を行い，品詞

　　別丁引き50音順表を作った。

　（2）逆引き50音順表における語の分布と意味分類との相関について検討

　　した。その結果，サ変動詞の語幹となる漢語において相関が高いこと

　　がわかった。

　（3）　意味記述文を利用した自動意味分類番号つけの方法を検討した。

＜今後の予定＞

1．今年度に引き続き，パンチカ・・一ドに人力により追加記入をする。

2．　『新明解国語辞典』の意味記述を利用して，計算機による分類をこころ

　みる。

3．　上記の作業と並行して，補助作業者によって，国語辞典・反対語辞典・

　類語辞輿などから追加項罠をひろいだし，仮の分類をする。
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4．計算機及び補助者による仮の分類を研究分損者のあいだで検討して，

　『分類語彙i菱』を増補する。

　籍しことばの構文の詔述に関する碍本語教育挙繭研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　野元菊雄）　　（一般研究B）

〈研究冒的〉

　日豊語教育センタ　一一では，昭和52－54年度特定研究「日本語教育のための

三盛能力の測定」において，日本語教育の目標を的確に設定することを目標

として，日本語の話しことばの全体像を探ってきた。そのうちでも，特に構

文については，受け容れやすさという点で場面・随伴行動・文脈の影響を考

えるべき現象のあることが，予測されるに至った。そうしたことへの配慮は，

日本語を適切に運用するという藏本語教育の目標にとって，重要な意義をも

つ。本研究は，以上のような予濁を継承し，それを実証的かっ組織的に解明

しようとするものであり，具体的には次の課題の解決を図るものである。

　1．話しことばの構文は，どのようなものがr正格」であるか。

　2．その「正格」の構文は，揚面・随伴行動・文脈という翻約をどのよう

　　に受けているか。

〈研究組織〉

　研究代表者

　野元　菊雄

研究分担者

　高野美智子

　高田　　誠

　正保　　勇

　石井　久雄

（日本語教育センター長）

　　　　　　　　　　　　　一全体総括，揚颪・行動・文法分析

（日本教育センタPt一指導普及部研修室研究補助員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一全体総揺補佐，資料処理

（　　　　〃　　　　第一研究室長）

　　　　　　　　　　　　　　一：文法分析総括，場函・行動分析

（　　　〃　　　第三研究室研究員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一文法分析、文脈分析

（　　　〃　　　　指導普及部研修室研究員）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一文法分析，資料処理

　　Jli瀬　生郎　　　（日本語教育センター指導普及部長）一場面・行動分析三日

　　頒中　　望　　　（　　　　〃　　　　捲導普及部研修室研究員〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一場面・行動分析，文脈分析

　　上野田鶴子　　　（　　　　〃　　　　第二研究室長）一文脈分析総括

　　菱沼　　透　　　（　　　　〃　　　　第烹研1究室主任研究宮）一文脈分析，文法分析

　　志部　昭平　　　（　　　　〃　　　　第一研究室主任研究官）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一文脈分析，場面・行動分析

　　目向　茂男　　　（　　　　〃　　　　指導普及部敦材開発室長）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一資料処理総括，場面・行動分析

　研究協力老

　　清田　　潤　　　田本語教育センター指導普及部教材開発室技官）一資料処理

　　中道真木男　　　（　　　　　　　　〃　　　　　　　　　研究員）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一文法分析，文脈分析

〈研究経過〉

　補助金交付申講年度は，昭和56－57年度，2年間である。本年度は，従来

の研究を検討しながら問題を絞り込み，資料を整備しながら分析を加えた。

1．従来の研究の検討及び問題の焦点の設定

　従来の構文研究，特に日本の日本語構文研究においては；文の成立する要

件を解明することが重要課題となり，述部に文の成立の根拠があること，そ

の述語の諸要素が文の他の要素と緊密に対応していることが，知られている。

また，日本語構文の特性として，述部でない諸要素がしばしば省略されるこ

とも，知られている。しかしながら，その述語でない諸要素の省略は，自由

になされ得るのか，自由にはなされ得ないのであるならばどのような制約が

あるのか，というようなことは，知られていない。

　そこで，係りの最も多く存在し得るであろう動詞を述部とする構文につい

て，諸要素特に主格・対格・与格の要素がどのように顕現しているか，ある

いは顕現していないか，記述し，かつその解約を把握することを，問題の焦

点とした。鰯約としては，上記く目的〉の予灘の枠を踏まえるが，もとより，
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構文それ懲体の制約が排除されるわけではない。

2．資料処理

　資料は，上記く目的〉の特定研究「日本語教育のための言語能力の測定」

において収集した音声記録を主体とし，場面・随伴行動などについて視覚的

なものを必要とする場禽に，映縁記録を補充した。現在，その映像記録は，

諸種のテレビ番組を中心としている。

　処理の方法は，主体とする音声記録については，特定研究遂行時に語彙

カードを作成してあるため，それの補訂をまず行った。しかし，上記の諸制

約に関わる情報を頻繁に付加ないし削除して，諸制約の効果を確かめること

は，カt一ドによるのでは必ずしも効率的でない。そのため，パre一ソナル・＝コ

ソピ謡一タを使用することとし，文章入力エディタ及び文章情報付加プPグ

ラムを開発した。使用機種はPC　SOOOシリーーズ，使用言語はN－BASIC。

文章情報付加プpmグラムは，情報を⑳種類まで付加し，検索することがで

きる。ただし，現在のところ，パ・・一ソナルーコンピ＝。・一一タは，映像記録を行

ったテレビ番組の言語を入力している。こちらにカードがなかったため，ま

た，プログラムを試行するのに適当な規模であると考えたためである。

3．分析例

　上記特定研究「日本語教育のための言語能力」の語彙カー・ドによれば，頻

度20以上の動詞が80ある。そのほぼ中位，三二順位39位，頻度43の他動

詞「つける」については，次のようなことが知られる。いま，主・与・紺格

の名称を，「主格が与格二対格ヲツケル」というものとして用いる。

　（1）　主格顕現　3例（受動態における「ガ」1例を含まない）

　　　与格顕現　9例（主題化されたもの2例を含む）

　　　対格顕現　37例（主題化されたもの7例及び受勤態における「ガ11

　　　　例を含む）

　　他動詞を特徴づける対格は，主格・与格と対照的によく顕現している。

　（2）顕現した対格は，上記括弧内を除いて，

　　助詞「ヲ」を伴う　「気ヲ」3例，「差ヲ，けちヲ，都合ヲ，，纒まリヲ」
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　　　各1例，「点数ヲ」2例，「名前ヲ」3例，その他5例

　　副助詞を伴う　　　「めりけん粉ダケ」1例，「赤まるデモ赤ぺけデモ」

　　　1例

　　助詞を伴わない　　「名前」2例，「りっとる，ちゃん，＜一・ら・・一，め

　　　りけん粉，助走」各1例，「防具」3例

　　対格名詞と「つける」とが熟した表現においては，旧格名詞は助詞「ヲ」

　　とともに顕現する，と書ってよいかも知れない。そのような名詞の典型

　　が「気」であり，そのような典型に半ばはいりこんでいる名詞に「名繭」

　　がある，ということも知られる。

　　なお，助詞Fヲ」を伴ったもののうち，話し手男性16例，女性1例（上

　　記その他），助詞を伴わなかったもののうち，話し手男性2例（上記

　　「＜一ら一，助走」），女性8例であった。

　（3）桐手の要求を了承（ないし拒否）するという意図のもとでは，主・

　　与・対格が顕現しない。このような表現は，「はい（いいえ）」などで置

　　き換えることができる。その例，

　　「先生，＜一一　OP　・一ツケテえ」（学習塾生徒，女）に紺する「ッケ、ルよお」

　　　（学習塾教師，男）

　　「てれびツケないの？」（母親）に紺する「ン，ツケていいよ」（長男）

　（4）研究題週における「話しことば」については，書きことばとのヌオ照を

　　特に強く意味させたわけではなかったが，ここの（1）一（3）は，書きこと

　　ぱとの対照的な性格をあらわにしていると予想してよいようである。

4．反　省

　資料処理における，パーソナルmmコンピュータの使用については，使用者

の眼の生理的な負担が大きいということを考えなければならず，轟初回懸よ

り後退しがちであった。

　分析については，上記分析例に見られるとおり，〈目的〉の諸旧約と関係

づけることに，はるかに遠いところにいる。それだけ，話しことばの構文に

ついては，それ自体すなわち従来の構文論の対象として説明され得るであろ
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うことすら，知られていなかったということである。随伴行動・場藤などの

需語環境を含む書語教育像の構築は，さらに遠いと書わなければならない。

〈来年度の予定〉

　資料処理のうちのパーソナルmeコソe“＝一タの利下こついては，本年度は

PC　8000シリーズ（NEC）を主体として進めてきたが，日本語教育センタ・一一’

ではFM－8シリーズ憾土通）をも利用し得る状態にあり，フ．ログラム及び

データの移穂も進めた。FM－8シリーズは，記憶媒体（バブルカセット，フ

Pッピ＝デ．・（スクユニット）の扱い易さの点ですぐれているため，来年度は

これを主体とする。

　分析は，上記分析例のような結果を積み上げて帰納的一般性を求め，それ

を通して得られる方法論的知見を，話しことばの下文の記述方法への問題提

起として論理構成する。なお，構文の観点から見た随俸行動・場面の類型と

いうような，言語の自律的研究から書語環境の像を購成しようとする論が，

副次的な産物として現われるであろうということを期待するものである。

　羅本入の醤語行鋤様式に関する比較対照約研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表　江川　溝）　　（一一般研究B）

〈研究目下〉

　外国入が日本語を，逆に日本人が外国語を学ぶ場合，ことばだけを学習し

ても実際の場では通じないことが多い。ことばは，各国の文化的・三会的背

景のもとに，それぞれに周有の身振りや動作など，ことば以外の伝達手段を

も伴って使われるからである。外国人との接触の際にはこのようなことば以

外のことで思わぬ誤解や反発が生じることも少なくない。したがって，お互

いの意思の伝達をさらによくするためには，ことばだけではなく，身振りな

どを含めた言語行動の全体を明らかにする必要がある。

　この間門に接近するために以下の二つの観点からの調査を行ってきた。

　1．　臼本人の需語行動様式を各層（性・年齢など）ごとセこ比較し，日本人

　　全体の言語行動様式の実態を明らかにする（臼本人調査）。
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　2．　在日外国木の嘉藷行動様式を調べるとともに，外国人からみた日本人

　　の雷語行動様式の特徴を明らかにする（在日外国人調査）。

〈担当者〉

江州　　清

高N　　誠

日向　茂男

志部　昭平

照中　　望

米田　正人

杉芦　清樹

石井　久雄

（律語行動研究部第二研究室長）

（E本語教育センター第一研究室長）

（　　　　〃　　　　撒材開発室長）

（　　　　〃　　　　主任研究官）

（　　　〃　　　研修室研究員）

（言語行動研究部第二研究室研究員）

（　　　〃　　第一研究室研究員）

日本語激育センター研修室研究員）

〈調査協力機関〉

　本研究の実施に際しては，以下の諸機関の職員・学生その他関係者の協力

を得ている。

　1）　H本入調査

　　関東地区：八王子帯役所，中央大学

　　中部地区：名古歴市役所，名古屋大学，椙出女学園大学

　　関西地区：豊中帯役駈，奈良市役所，神戸大学，蘭西大学

　2）外国人調査

　　関東地区：アメリカ大使館，カナダ大使館，アメリカ・カナダ11大学連含日本研究

　　　センター，言語文化研究所附属東京山本譲学校，臨際基督教大学，國際交流基金，

　　　国際盤マリア学圏，サンモ　一一ル・インタP一ナショナル・スクール，聖心インター

　　　ナショナル・スクール，聖Uセブ疑本語学院，西町インターナショナル・スター

　　　ル，米国国務雀巳塞語研修所，横浜インターナショナル・スクール，早稲出大学

　　中部地区：名古屡：悶際学園，南山大学

　　関西地区：大阪大学，関西外国語大学，近畿大学，同志社大学

　　その他：北海道大学，広島大学

く研究経過〉

　上記のE標を達成するために，前年度に国内数地点で，日本人約1，500
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名，外国人（主に，英語を愚国語とする人々）約500名を鰐象にアンケreNト

調査を実施し，得られた調査票の一一部の整理を行った。

　本年度は，上記調査の補充調査を実施するとともに，全調査票の整理・集

計作業を完了し，原稿の執筆を一部開始した。なお，別途西ドイツで実施し

た調査（昭和52～54年度）結果をも含めた全資料から得られた霊な結果のうち

rあいさつ行動」に関する知毘の一部を以下に示す。

　1）　食事の場面では日本人の方が，知人の誕生日の祝いなどの場醗では，

外圏人の方があいさつを交わす割合が多いなどといった，場簡によるH本人

と外国人との「あいさつ行動」の差異が明らかになった。

　2）　「あいさつことば」の種類では，外国人の方がバラエティに窟んでい

るのに対し，臼本人の場合は比較的ことばの種類が少ない。つまり，日本人

は外国人よりも決まり文句的あいさつことばを多く燭いるということがわか

る。

　3）　あいさつをするときの二人の間の物理的距離は，外国人の方が日本人

よりも互いに接近する傾向がある。

〈次年度以降の計画〉

　昭私57年度中に下記報告書のための最終原稿の執筆を終え，翌58年度に

『言語行動の比較研究』（報告醤，仮称）として出版する予定である。

　分散処理による大毛弘仁語処理の効率化に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代衷　斎藤i秀紀）　　（一般研究C）

〈研究羅的〉

　コンピュータが広く使われるようになり，各種の日本語情報処理が可能に

なった。しかし，：・ンピュータの大型化と操作の複雑化を招き，一般職員な

どにも使用しやすいものとは必ずしもなっていなかった：。特に，オペレrvmaシ

ョンとファイルの多様化は，利用者に直接オペレーティングシステムに従属

した制御情報を要求し，一般利矯への道を開くうえで大きな障害となってい

た。
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　以上の点から，本研究ではインハウス（宅内）形式の分散処理システム上

で利用可能な，会話型オペレーーション情報の生成システムの開発を中心に行

う。システムの構成は，中型汎用コンピュータ及びオフィスコンピュPtタを

結合したものである。

〈研究組織〉

　引回計量研究部の下記の3名が参加した。

　　斎藤　秀紀　　　（第三研究室長）

　　田中　卓史　　（第三研究室主任研究宮）

　　三岡　昭夫　　　（第一研究室主任研究官）

〈実施の概要〉

　昭和56年度は下記の項鰍こついて基礎労析を行った。

1．会話形式によるコンピュータ制御情報の自動生成システムの開発

　JCL（JOB　CONTROL　LANGUAGE：ジョブ翻御欝語〉自動生成システムの設

計開発に対し，次の四点を中心に機能の検討を行った。

　a）　オフィスコンピュ・・一タを端末装置として使用した場合の操作性と拡張

　　機能

　b）　会話型JCLを適用可能なプログラムの性質

　c）　オペレーティングシステムに対する利用煮向き操作手続への基本機能

　d）バックエンド後置形態への拡張性の可否

　以上の各項蟹から，特に端末装置における操作の容易性，また会話型JCL

との相補的機能によって，ファイル情報の取り扱いが簡単になること，及び

将来におけるコソビューeタ更新のさいにも利用者の変更作業を軽減できるこ

とを確認した。その他，利用者側で必要とされるJCLに対する拡張機能の

検討と机上シュミレートを行った。

2，　自然雷語を利胴した会話型情報検索醤藷のシステムへの応用実験

　巳本語文の文型調査の一環として動詞（形容詞，形容動詞，名詞＋だ，で

すなどの述語となる語）を中心とした代表的文型を抽出する作業を行った。

デ・・Fタは主に高校教科書（約3万語）を使用し，動詞32例，形容詞21例，
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形容動詞13例について分析を行い，文構造パターン別に分類した。

　その他，823例，従属節と遮体修飾節21◎例，副詞113例について用例を

収集し，カード化作業を行った。

〈今後の方針〉

　昭和56年度に引き続き，次の作業を行う予定である。

）

）
　
）

）
　
）

a
暫
◎
C
d
e

分散処理用端末における会話型劇御情報生成プPグラムの作成

ホスト，端末装置閲のインタフェースプpaグラムの作成

汎用ユーティリティプログラムへの応用実験と評髄

文構造の格関係の分析

実験用プログラムの作成と会話応答システムの評価実験
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日本語教育研修の実施

A　目 的

　日本語教育センター臼本語教育指導普及部では，日本語教育の社会的要請

に応えるために，専門家としての日本語教員の育成とその資質能力の向上と

を陰的として，教育研修の機会と揚を提供している。本年度も，これまで実

施してきた日本語教育長期専門研修，日本語教育特溺集中研修，菓京・大阪

両地での夏季研修を実施したe長期嘩門研修は，将来，日本語教育の中心と

なる人材を養成することを渇的として，ヨ本語教育の実務及び研究の基礎知

識について研修を行うものである。特別集中研修は，緊急に日本語教育の実

務に従事しなければならなくなった者に対し，約1か月の短期間に最小限の

実務能力を授けることを融勺とする。夏季研修は，日本語教育の研究もしく

は実務に現に従事していてその経験が豊かな老のための現職者研修と，経験

がまだ浅いか全くない者のための初級研修との2種類に分け，日本語教育の

内容及び方法についてごく短期間に集中的に研修を行うものである。これら

の研修に共通する特色は，研究所の調査・研究の成果を十分に取り入れた研

修内容にある。これらの研修によって育成された「研究する教員」は，将来

の臼本語教育の質的向上に重要な役割を果たすものと思われる。

：B　担　当　者

日本語教育センター一　H本語二二指導普及部環本語教育研修室

　センター長野元菊雄　　部長（室長併任）　川瀬生郎　　研究員　田中

望　石井久雄　　研究補助員　高野美智子　　事務官　田島正幸　　事務補

佐員　佐藤恵美子

C　本年度の経過

I　R本語教湾長期専門硯修
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　昭和56年度日本語教育長期専門研修は，昭和56年4月13日より昭和57

年2月26日までの約10か月にわたって行った。

1．募集方法及び応募着の資格，定員

　ホ年度は，昭和55年12月1Hに募集を開始し，案内書を各大学，日本語

教育機関，日本語教育関係団体，各県教育委員会など約700機関に配布した。

　1芯募者の資格は，従来どおり，日本語教奮または他の雷語教育の経験を有

する者については四年制大学卒業以上の学歴を持つこと，経験を有しない者

については大学院在学以上の学歴を持つこととした。また，いずれの場合も

大学（指導教官）または黛本語教育機関・B本語教育関係団体などからの推

薦を求めたe定員は3◎名である。

2．　研修年閥日程

　研修年間欝程は次のとおりである。

昭和55年工2月1覇

昭和56年2月6　目

　　　　3帰2N

　　　　3月9日

　　　　4月13H

　　　　4月ユ4日

　　　　7月17目

案内書発送，募集開始

募集締切り

第一次選考（筆記）

第二次選考（颪接）

レジストレーション

閥講式，ガイダンス

第一学期終了

　　　　　　7月18Hより夏季休業

　　　　　　9月7濤　　第二学期開始

　　　　　　］L2月11目　　　　第二＝二学雲規終了

　　　　　　12月12海より冬季休業

　　昭和57年1月11U　第三学期開始

　　　　　　2月26濤　　修了式

3．　研修内容

講座名　　　こま数及び講師

囲講日鋼講演1　1林大
岡　　上　　　H　　　　1　野元　菊雄
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　　　　所属

国立園語研究所

園立圏語研究所’



閉講特別講義1　（読解を中心として）

　　　　　　　　　　1野元　菊雄

岡　　上　　ll　（文法を中心として＞

　　　　　　　　　　1高橋太郎

同　　上　　摺　（褒記を中心として）

　　　　　　　　　　1斎賀秀夫

岡　　上　　fl　（意味・期法を中心として）

　　　　　　　　　　1　州瀬　生郎

岡　　上　　V　（臼英語の比較を中心として）

　　　　　　　　　　1上野臓鶴子

岡　　上　　琉　　（文章蓑現を中心として）

　　　　　　　　　　1旺沖　　望

言語学概論　　　　　　7野元　菊雄

書語学研究　　　　　　7上野踏鶴｛｝

対照音声学　　　　　　7城生伯太郎

臼本語音声研究　　　　10　石井　久雄

H本語文法1　　　　　7　永野　　賢

鷺本語：文法H　　　　　7　松本　泰文

語彙・i喪記の誹墨：的研究

　　　　　　　　　　7

日本語語彙研究　　　　7　森田　良行

雷語オ止会学　　　　　　 7　F・クーノレマス

言語行動研究

ロ本語褒記法研究　　　7武部　良腸

降本語教授法互　　　10　刃1瀬　生郎

欝本語教師論　　　　　2潮瀬　生郎

日本語教育教材研究110　田中　　墾

中融人に対する日本語数育

　　　　　　　　　　2顯　　心根

臼本語音声研究　　　　8　水谷　　修
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国立岡語研究所

国立圏語研究所

国立繍語研究所

国立国語研究所

戸立国語研究所

国立園語研究所

國：立国語研究所

国立圃語研究所

　　　筑波大学

圏立醐語研究所

　東京学芸大学

　　千葉大学

翻設騰楠野魏黙翫饗魏）駝購研懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　デェッセルドルフ大学

・語行動研究部（杉戸清樹，江川　清，米田正人，神武昭武，高磁颪漁）曝泣薩語研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　早稲N大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圏立閾語研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲立麟語研究燐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北京大学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屡大学



H本語文法銀

副本語語彙研究

言語心理学

碍木語教授法ff

臼本語教授法租

碍本議敷授法齎

日本語教授法v

臼庫語教育教材研究H

言語の対照研究1

言語の対照研究聾

言語の対照研究雁

購本藷の構造

言語の変化研究

言語発達と教育

N本語意味論

岡

岡

隅

白

岡

同

8毒村　秀夫

8蕊薙　　裕

9芳賀　　純

3斎藤修一

3　小IM　詞子

4木材　宗男

4　阪田　雪子

8　日向　茂男

8高田　　識

4菱沼　　透

3正保　　勇

4　雷語体系研究部（高嬌太郎，工藤　浩宮島達夫，村木新次郎）

嬬語変化礪部（佐藤亮一・，沢木斡栄飛田良：文，梶原滉太郎）

・謡教翻難（村石昭三，大久保　愛島村藏己）

　　　　　　　　　　3林　　　大

特別講義（海外における陰本語教育1＞

　　　　　　　　　　1児玉　誠樹

　　　上（海外におけるLi本譜教育の

　　　　　　　　　　1　佐久間勝彦

　　　上（外岡人と撮本譲の文字）

　　　　　　　　　　2玉村　文部

　　　上（ダ型文の構造）

　　　　　　　　　　2　奥津敬一郎

　　　上（談話行動の心理学的研究）

　　　　　　　　　　2入谷　敏男

　　　上（言語と社会）2　鈴木　孝央

　　　上（矯本語方雷論）

　　　　　　　　　　2徳廻　宗賢

　　　上佃本語音声学〉
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　　　筑波大学

　　　筑波大学

　　　筑波大学

　慶応義塾大学

國際基督教大学

　　早稲脳中学

東京タ糠蜀語大学

岡立園語研究所

圏立國譜研究所

麟立圏語研究所

麟立悶語研究所

澗立圏語研究所

岡国譲語研究所

国立国語研究所

圏立瞬語研究所

　国際交流基金

　國際交流基金

　　同志社大学

　東京都立大学

　　　東海大学

　慶応義塾大学

　　　大阪大学



　　　　　　　　　　2大坪　…夫

　　上（アクセントに関する日英語比較）

　　　　　　　　　　2杉藤美代子

蝿　上（話しことば論）

　　　　　　　　　　2　大石初太郎

岡　　上（文章講成法）

　　　　　　　　　　2林　　巨樹

圃　　上（助詞「が」と「は」の問題）

　　　　　　　　　　2金沼一春彦

圃　　上（言語表現の解釈）

　　　　　　　　　　2　月1本　茂雄

同　　k（生成文法と臼本語教育）

　　　　　　　　　　2井上　和子

岡　　上（朝鮮語を母語とする学習春に対する日本語教育）

　　　　　　　　　　2梅臓　博之

岡　　上（言語心理学）2天野　　清

　　　上（作文教育と誤期の分析）
　　　　輿
　　　　　　　　　　2堀m　和吉

　　　上（H本語表規論）

　　　　　　　　　　2宮地　　裕

岡　　上（臼本語教育と文学）

　　　　　　　　　　2古畷弥寿夫

疇本語教育機関見学

　　　　　　　　　106
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　　研修生
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修了レポート指奪

　なお，上記の設置講座のほかに，

材作成実習が主に日本語教育教材開発室の協力を得て行われた。

4
．

　　　　　　　　　　　　米加十一大学連合目本研究センター（指導助言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　：菓京日本語センター信旨導1功言

教育実習（準簾期問を含む〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　研修生の共同研究としてビデオによる教

　　　名古屋大学

大阪樟蔭女子大学

　　　　文激大学

　　青山学院大学

　　　　上智大学

　　　早稲田大学

　国際基督教大学

　東京外国語大学

　園立教育研究所

　　　　天理大学

　　　　大阪大学

　大阪外調語大学

　　水谷　信子）

　　任都栗　醜）

霞本語教育研修室

H本語撒育研修室



　昭和56年度の有資格の応募者は32名であった。次の選考により，18名の

受け入れを決定した。

　　舞露一次選考　　昭和56年3月2H多ミ方芭，　5日発表。

　　　　　　　　　臼本語の理解・表現に関する筆記試験及び英語の理解に関

　　　　　　　　　する筆記試験。試験時間3時闇45分。受験嚢29名，適格

　　　　　　　　　嚢20名。

　　繁二次選考昭和56年3月9β実施，10iヨ発表

　　　　　　　　　藤接（発音・聴解を愈む）。受験者19名，合格％’　18名。

　合格老18名のうち，レジストレーーシuン後に1名の辞退老があったため，

17名が研修生として受講し，全員が研修を修了した。

修了者氏名

安藤　晦美

飯野　濤士

Gillot，

岩内佳代子

遠藤久美子

大友　俊夫

栗寅　和子

桑平　窟子

小久保正之

小島　幸子

性別　年齢　学歴等　　　　　　　　　　　　　　大学（院）での専攻

修了レポート題掻

女22愛知県立大学外国語学部卒業　　フランス文学

知覚動詞f知る」「わかる」について

男　　26　　京都産業大学大学院外隅語研究課程修了　　　　　轡語学

中翻人学習春の誤用について一母講からの干渉による誤用一

女　　23　　筑波大学第二学群卒業　　　　　　　　　　　比較文化学

フランス人と麟本人の挨拶の達い

女27上智大学文学部卒業　　　　 英文学

日本語教育一特に中・上級のはなしこと1まの揃導一における

演翻的手法の活屠

男　　28　　慶応義塾大学大学院法学研究科修了　　　　　　　　政治学

ビジネスマンのための講本語（構想）

女　　32　愛知大学日経学部卒業　　　　　　　　　　　　　　法学

H・英語の使役構文一態の表現と適切さの条件をめぐって

女　　29　同志社女子大学学芸学部卒業　　　　　　　　　　英文学

中岡帰西春用日本語教材1鶏発のための基礎調査

男58九州大学大学院法学研究科修了　　 社会法学

味覚を蓑わす形容詞について

女　　34　　静岡大学人文学部卒業　　　　　　　　　　　　英米文学
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坂本　倫子

説薗　長言

中澤まゆみ

葱村よしみ

細井　儒子

前澤　伸慧

回田　　泉

吉本　　啓

色彩語の意味と用法の分析

女22神奈翔大学外國語学部卒業

ことばの学習における遊びの役割り

男　　60　　明治学院大学文学部卒業

あいさつ語の使用場面一アンケート調査

女24立教大学文学部卒業

移動の融勺を表す「～に行く」表現について

女　　34　　中央大学大学院文学研究科修了

「1気」がっく慣欄句の文法的特微

女　　32　溝川女子大学文学部卒業

外職人学習者の語彙連想について

男　　37　　東京教育大学文学部卒業

英語英文学

英語学

フランス文学

デス・マス文とその内部におけるデス・マスの現れかた一評

論家・中村光夫の場合一

男　　3G　　中央大学文学部卒業

fi常会話語の文体について

男　　　　25　　　　葉見て大学大学院言語学修了

格助詞・係助講研究の方法

Il　碍本露嘉教育特別藥中研鰹

1．　日程及び会場

　　H程　昭和5’7年2月1El（月）～2月27　El（土）

　　　　　　　　　午前9時30分～午後4時15分

　　会場　国立国語研究所

2．講義題罎及び講師

　　講義題霞

蜀本語激育概観

外園人と臼本語

臼本語の音声

蹟本語の文法

臼本語の語彙

時聞　　　講師

1。5林　　　大

　3野元　菊雄

　3水谷　信子

　6寺村　秀夫

　3玉村　文郎
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誓学

英文学

闘語圃文学

国文学

言語学

　　　　　23臼間

1績4こま6時闘

　　　　所属

国立国語研究所

国立国語研究所

米加十一大学連合臼本研究センター

　　　　　　　　　　　筑波大学

　　　　　　　　　　同志社大学



　　　日ホ語の表記　　　　　3武部　良開　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学

　　鰐照言語学｛　　　　　6志部　昭平　　　　　　　　　　　　圏立園語研究所

　　対照言語学丑　　　　　6高瞬　　誠　　　　　　　　　　　　　繭立国語研究所

　　対照言語学姐　　　　　6上野田鶴子　　　　　　　　　　　　　飼立岡語研究所

　　　臼本語意味研究　　　　6中道真木男　　　　　　　　　　　　園立国語研究所

　　　日本語表記研究　　　　12屑井　久雄　　　　　　　　　　　　　隔立国誘研究所

　　　fi本語発音訓練　　　　3　水谷　田子　　　　米加十一大学連隙目本研究センター

　　海外における日本語激励3　窟田　隆行　　　　　　　　　　　　　　　　亜細亜大学

　　オーストラリア・ニェージP一ランドにおける浸本語教育

　　　　　　　　　　　　　3阪田　雪子　　　　　　　　　　　　　東京外国語大学

　　英米人に対するB本語教育

　　　　　　　　　　　　　3　高見沢　孟　　　　　　　　　米翻国務省日本語研修所

　　年少者に対する臨本語撒育

　　　　　　　　　　　　　3上野日ヨ鶴子　　　　　　　　 国立国語研究所

　　　日本語撒口幅材論　　　18　想瀬　生郎　　　　　　　　　　　　　国立國語研究所

　　　日本語護愛育教通オ研究　　　　12　　日ヨ中　　　　塑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 國立国語研究所

　　日本語教育機闘見学　　6　　　　　（見学先）米加十一大学連合H本研究センター

　　　目本語激育実習　　　　12　　　　　　　　　　　　　　　　　　H本語教育研修室

　　臼本語激育資料収集　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　日ホ語教育研修室

3．受講者

　中等教育教員派遣事業及び日本・＝ユeジープソド文化交流促進計画に基

づき，文部省学術国際局長の依頼による4名を受講者とした。4名の派遣先，

氏名及び所属は次のとおりである。

　　オーストラリア　　　2名　　　田寺　和徳　　　兵庫県立姫路西高校

　　　　　　　　　　　　　　　　　今川　　浩　　　福岡県立八幡中央高校

　　ニューージ・・H一ランド　　2名　　　棚島　真澄　　　群馬県立藤岡高校

　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　賜三　　　兵廉県立鋸石高校

III　鐙本語教門璽季研修

1．　日程及び会場

東京会場
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　　日積…　昭＄員56年7月27日（月）～17月31日（三金）　　　　　5日間

　　　　　　　　　　　午前9時15分～午後4時15分1日4こま6暁間

　　会場　国立国語研究所

大阪会場

　　H程昭和56年8月24日（月）～8月28臼（金）　　　　5日間

　　　　　　　　　　　午前9時15分～午後4時15分　1H4こま6時闘

　　会場　なにわ会館（大阪市天王寺踏石ケ辻町38番地）

2．講義題目及び講師

現職者研修　　講義題目

　　東京会場講師所属
　ff本語教育概観

　　　林大国立国語研究所
　警本i語教育と文法

　　　上野田鶴子　　国立国語研究所

　話しことばの構造

　　　南　不二男　　国立闘語研究所

　形態

　　　鈴木　璽幸　　横浜國立大学

　教材研究1（形態を中心に）

　　　日向　茂男　　　国立国語研究所

　購文1（自立語の観点から）

　　　高田　　誠　　購立國語研究所

　誤用例研究

　　　吉川　常時　　東京中継語大学

　構文H（付属語の観点から）

　　　奥津敬一郎　　　束：京都立大学

　教材研究亙　（構文を中心セこ）

　　　寺村　秀夫　　筑波大学

　音声・表記と文法

　　　武部　良明　　早稲闘大学

こま数（1こ口90分）

大阪会場講師

1

　吉田弥寿夫

1

　宮地　　裕

2

　　野元　菊雄

2

　　橋本　四郎

2

　　損瀬　生郎

2

　　柴谷　方良

2

　　堀口　和吉

2

　　尾上　圭介

2

　　愛原　　壁

2

　　小泉　　保
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所 属

大阪外国語大学

大阪大学

鼠立國語研究所

大阪女子大学

国立国語研究所

神芦大学

天理大学

神戸大学

親鴉学園

大阪外国語大学



　文法能力とその評価　　　　　　　　1

　　　斎藤　修一　　慶応義塾大学

初級研修　　　講義題陰

　東京会場講師

日塞語教育概観

　　林　　　大

仏本語の講造

　　野元　菊雄

教授法

　　木村　宗男

語彙の研究・教育

　　森照　良行

表記の研究・教育

　　林　　四郎

音声の研・究・教育1

　　大坪　～炎

　　今田　滋子

　　城生伯太郎

音声の研：究・教育H

　　大坪　一夫

　　土岐　　哲

　　上野　善道

文法の研究・教育I

　　JIl瀬　生郎

文法の硬究・激育H

　　水谷　信子

教材と評侮

　　移糠　芳照

総復習

　　用瀬　生郎

所 属

国立国謡研究所

国立国語研究所

帯猶予大学

早稲照大学

筑波大学

名古瞳子学

國際基督教大学

筑波大学

名古屋大学

東海大学

金沢大学

田立国語研究所

1

1

2

2

2

2

2

2

2

野元　菊雄　　国立国語研究所

こま数（1こま90：分）

大阪会場講師 所 属

吉田弥寿夫　　大阪外国語大学

池上　禎造

玉村　文郎　　同志、社大学

田中　章夫　　大阪外半語大学

前iヨ　冨繊　　大隊大学

爽
子
平

一
代
昭

　
美
坪
藤
部

大
杉
志

大坪　～夫

和田　　実

奥N　邦男

名古屋大学

大阪樟蔭女子大学

単願国語研究所

名古屋大学

神芦大学

広島大学

水谷　　修　　名古屋大学

鼠本研究センター　樺島　忠央

　　　　　　　2

東京外国語大学　　小林　明美

国立国語研究所

京都府立大学

大阪外国語大学

Jll瀬　生郎　　国立圏語研究所
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3．参加者

　定員は，現職者研修が東京・大阪各会場40名，初級研修が東京・大阪各

会場80名である。応募の資格は次のとおり。

　　　下記（a）（b）いずれかの条件を満たし，日本語教育機関，臼本司教

　　育関係団体，または，大学等からの推薦があるもの。

　　現職垂心修一

　　　（a）　日本語教育の研究または実務に現に従事していて，またはかつ

　　て従事したことがあって，特に本研修の主題を追究しようとするもの。

　　　（b）　本研修の初級研修を既に修了していて，現職者研修で一層専門

　　的な知識の充実を図ろうとするもの。

　　初級研修一

　　　（a）　日本語教育の研究または実務に現に従事していて，特に基礎知

　　識の充実を図ろうとするもの。

　　　（b）大学4年在学以上またはそれに準ずる学歴を有し，日本語教育

　　の研究または実務について関心があるもの。

　応募老は，現職嚢研修では条件（a）を満たした者がほとんどであった。初

級研修では，条件（a）を満たした者が定員のほぼ半数，それに準じて近い将

来にヨ本語教育に携わることになっている者がやはり定員のほぼ半数に達し

た。本年度の応募は昭和56年5月13日（水）に締め切った。

応募及び参加の概数は以下のとおりである。初級研修の応募者の内容が上記

のようであったため，日本語教育に関心があるのみの者約20名に，その分

が定員を上子ることになるが，参加を許可した。なお，現職者研修東京会場

への応募者2名を初級研修同会場へ，初級研修東京会場への応募者1名を現

職研修同会場へ，初級研修大阪会場への応募者8名を現職者研修同会揚へ，

それぞれ移して許可し，全応募饗のうち59名には参加を許可し得なかった。

　　　　　　　　　　　　応　募　参加許可　全日程参加　参加証明書交付

　　現職老研修東京会場　　45名　　42名　　　36名　　　　　　37名

　　　　　　　大阪会場　　32　　　40　　　　26　　　　　　28
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　　初級研修　　東京会場　　151名　　　　　99名　　　　　　　90名　　　　　　　　　　91名

　　　　　　　大阪会揚　93　　　81　　　　67　　　　　　73

4．運営委員会

　集中的な研修を円滑にするため，東京・大阪各会場にそれぞれ運営委員4

名を委嘱した。各会場の運営委員会は，運営委員4名と國立国談研究所日本

語教育センター・・の4名とによって構成した。

　東京会場運営委員　　　　　　大阪会揚運鴬委員　　日本語教育センター

　伊藤　芳照　東京外岡語大学　玉村　文郎　岡志祉大学　　　野元　菊雄

　木村　宗男　早稲田大学　　　堀口　和吉　天理大学　　　　JH瀬　生郎

　斎藤　修一　慶応義塾大学　　宮地　　裕　大阪大学　　　　田中　　望

　望月　孝逸　大東文化大学　　吉田弥寿夫　大阪外圏語大学　石井　久雄

　社団法人日本語教育学会及び大阪外国語大学からは，研修の運営及び実施

に当たって，諸般の協力を得た。
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日本語教育に関する情報資料の収集・提供

A　旨 的

　外国語としての日本謡教育を有効に行うために，これまでの国内・回外に

おける日本語研究，日本語教育の実態，及び日本語教育に関する教科書・副

教材・視聴覚教材などの情報資料を収集整理し，今後の研究及び教育の参考

資料として提供しうるように備えることを目的とする。

B　担　当　即

日本山教育センター

　第二研究室　室長　上野田鶴子　　非常勤観究員　小出いずみ（56．4．1～

57．　3．　31）

C　本年度の作業

　外国語としての日本語教育に関する教科書，副教材，辞懇及び対照研究に

用いられるべき言語研究・外国語教育に関する文献を収集し，整理した。

　一方，日本語教育に必要な文献リストを作成するために，過去10年間に学

術雑誌等に掲載の論文及び関連資料につきカード化を進め，その一部を内部

資料『日本語教育学会・機関誌掲載論文等文献一覧』（昭和56年〉にまとめた。

　この内部資料をもとに，収録文献よりキ　一一ワードを抽出し，キ　一一ワ・・一ドに

よる文献索引作成のための準備を進めているが，キ・一・ワードの抽出に関する

作業は主として小出いずみが担当した。

　また，以下の専門家より，国外における日本語教育及び日本語研究の実態

に関する情報を得た。

　　名構　遽（米國　ミシガン大学準教授）

　　Robert　J。　Sukle（米国　コーネル大学上級講師）
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Virg｛nia　Meza（メキシコ國立自溶大学激授）

：D　今後の予定

　文献の収集整理を継続し，訪日中の専門家より日本語教育関連情報を得る。

また，キーワードによる文献索引作成のための作業を継続する。

蕃
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日本語教育教材および教授資料の作成

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　礒本語教育における有効適切な教材の開発を目ざして，モデル教材を作成

し，また指導上の参考に供するために日本語教育の墓礎的知識に関する教授

資料を刊行する。

　　　　　　　　　　　　：B　担　当　者

H本語教育センター一霞本語教育指導普及部日本語教育教材開発室

　センタPt長　野元菊雄　　部長　三瀬生郎　　室長　N向茂男　　研究員

中道真木男（56．8．15付作絹）　文部技官　溝田潤

　　　　　　　　　　　C　本年度の作業

1．　日本語教育教材および教授資料の作成

　『欝本語教育基本語彙七種　比較対照表』（日本語激育指導参考書9）を刊行し

た。本書の編集は，センター第一研究室の志蔀昭平が担当した。また，前年

度までに武田祈蘭室長により作成ずみの『臼本語教育沿革年表豆』を印醐し

た。

2．　欝本語教育映爾の欄作

　日本語教育映画として計画されている基礎編30巻のうち，前年度までに

完成した22本に続いて本年度3巻を綱回した。その題名及び規格等は，次

のとおりである。

イ．題名及び内容

○第二十一課「おけいこを　みにいっても　いいですかj

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一許可・禁翫の表現一

　「～てもいいj（許可），「～てはいけない」（禁止），「～なければいけない」
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（義務）などを中心的な学習項目に取り上げ，他に「～ようにして下さい」

などの言い方にも触れている。映画の舞台は，明治神宮のしょうぶ苑。回想

形式でお花やお茶のおけいこの様子が紹介される。

○第二十二課「あそこに．のぼれば　うみが　みえます」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一条件の蓑属　1一一

　中心的学：習項羅は，二つの動作の継続的関係を表す「～と」，仮定や確定

の条件を表す「～ば」「～たら」「～なら」である。あじさいの咲くつゆ，お

よびつゆあけのころを季節として選んだ。映画の後半は鎌倉が舞台である。

○第二十三課目いえが　たくさん　あるのに　とてもしずかです」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一条件の控目　2一

　「～ても」「～のに」「～けれど」「～にもかかわらず」など，逆接の関係を

表す書い方が中心的な学習項羅となっている。昔のおもかげを残す東京の下

町が映画の舞台となり，井戸のある路地，せんべい量，朝顔市などが紹介さ

れる。

μ．規格等

　16ミリ，カラーm，トーキー，1巻5分もの3巻

　企爾　圏：立国語研究所

　指il作　日本シネセル株式会社

　この日本語教育映画の企画・制作に当たっては，日本語教育映画等企画協

議会を設け，学習項召や主題の検討，シナリオ概要書の検討等の協力を仰い

でいる。窪た鰯三面では，特に雷語上の問題について指導・助言を受けてい

る。本年度の委員は次の諸氏である。

（所外委員）

写照　敏子

木村　宗男

窪瞬　構想

斎藤修一

佐久間勝彦

（国際基督教大学専任助手）

（早稲照大学語学教育研究所教授）

（東京外國語大学教授）

（慶応義塾大学園際センター助口授）

鍔際交流基金日本研究部職貴〉
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（所内委員）

　　工：藤　　浩　　　（言語体系研究部第一・硬究室研究員）

　　杉戸　清樹　　　（言語行動研究部第二研究室研究員）

　上記3巻完成以後は，次年度作成予定3巻についての検討を行った。

3．　日本語教育映画解説書の刊行

　既作成日本語教育映画2巻について，ヒ1本語教育映画解説譲基礎編第十五

課，第十七課の2編を作成刊行した。

　各編は，ともに「この映画の目的・内容・構成」「学習項蟹の整理」「練習

問題」「使用語彙一髭」「シナリオ全文」等から構成されている。

　第十五課「うつくしいさらに　なりました」一「なる」「する」一

　第十七謙「あのいわまで　およげますかj一町能の戯号一

　各巻については，第十五課を佐久間勝彦（企画協議全委員）及び日向茂男，

第十七課を野元菊雄が執筆した。また，各巻の資料1及び資料2は，日向茂

男が担当した。

D　今後の予定

　モデル教材開発について実験研究を行う。なお，72ぺ・一一ジ，「日本語教育

教材開発のための調査研究」参照。

　次年度は，引き続き『足回語教育指導参考書』を刊行する予定である。ま

た『日本語教育沿革年表璽』を印発する。

　映画については，引き続き，基礎編の5分もの3巻を作成する。映画解説

書も引き続き，3課，あるいは4細分の執筆を行い，印押する。
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　　　　　　国語辞典編集に関する準備調査

　昭和52年度末，国語辞典編集準備委員会を設け，国語辞典の編集につい

て，辞典の種類・規模・その他編集実行上の可能性・手順・体糊などの検討

を始め，54年度からは，国語辞典編集準備室を開設し，辞典編集の具体的計

画を定めるための準備実験的試行を開始した。本年度の組織及び作業は次の

とおりである。

1　国語辞興編簗準備室の組織

　昭和56年度の人的構成は次のとおりである。

　　主　幹　斎賀秀夫

　　副主幹　飛田良文

調査員　見坊豪紀（56．4．1～〉

　　　　湯浅茂雄　　（56．　4．　1～）

　　　　丁丁LLI昌俊　 （56．　4．　1～）

　　　　木村睦子（56．4．1～）

　　　　　　碁石雅禾fl　（57．　1．11～）

　　　　　　斎藤蓋ミ甲子　　（56．　5．　］L～）

H　国語辞典編簗準備室の作藁

元国立国語研究所第三研究部長

上智大学大学院生

国学院大学大学院生

計量計画研究所言語情報研究室主任研

究員

国学院大学大学院生

①用例採集のための主要雑誌羅録の作成

　前年度が国立国会図書館所蔵和雑誌蔭録　昭瀦50年末現在毒から抽出した

　年代順雑誌掻録を補うため，『日本近代文学大事典』から，20年以上継

　続して刊行されている雑誌を抽出し，目録の追補を作成した。また全体

　の五十音順雑誌名索引を作成した。

②用例採集のための主要雑誌約10◎点の選定

　上記①の目録から，下記の国語辞典編集準備調査会委員に，約100点の

　選定をお願いした。

　　　　　　　　　　　　　　一113一



菅野　謙

見坊豪紀

阪倉篤義

佐藤喜代治

惣郷正萌

岡島　宏

松井栄一

馬淵和夫

山田俊雄

頼　惟勤

　その結果，延べ359誌が選定され，

雑誌は120誌であった。

　その120誌は以下のとおり。

〔分野〕

00G総記

NHK総含放送文化研究所放送用語蘇究部主任研究員

元国立国語研究所第三研究部長

京都大学名誉教授

フェリス女学院大学教授

朝欝新聞社社友

東京外国語大学外国語学韻教授

株式会社尚学図書言語研究厭

中央大学文学部教授

成城大学文芸学部教授

お茶の水女子大学文教育学部教授

　　　　　　　　　　　このうち4名以上の方が選定した

　〔誌名〕

学燈

新刊麟書雑誌月報（読書人）

麟書

反省会雑誌（中央公論〉

太陽

日本人〔第三次〕（日本及日本人）

改造

現代

思想

文芸春秋

経済西来（日本評論）

世界

展望

心

アサヒグラフ
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〔一致度〕

　9

　4

　6

　7
　1e

　s
　le

　9

　5
　1e

　7
　5

　4

　4

　9



学

史歴

001

002

毎臼グラフ

講談倶楽部

新青年

遍刊率羅

臼ンデ一等闘

キング

家の光

り一ダ・・一・・ズダイジェスト

家庭女学講義（婦人之友〉

婦人画報

婦人世界

婦女界

乱入公論

主婦の友

婦人倶楽部

令女惟

新女苑

少年世界

曲学世界

：女学樵界

少女の友

少年倶楽部（少年クラブ）

少女倶楽部（少女クラブ）

東洋学芸雑誌

六合雑誌

丁数倫理会倫理講演集

生長の家

大法輪

史学会雑誌（史学雑誌）
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300筏全科学

400　自然科学

歴史地理

旅

日本週報

外交時報

法律時報

東洋経済懸報（週刊東洋経済）

実業の日本

ダイヤモンド

エコノミスト

時好（三越〉

大B本教育会雑誌

文部時報

考へ方

受験旬報（螢雪時代）

学士会月報（学士会会報）

風俗画報

土問伝承

僧行社記事

科学画報（学生の科学）

子供の科学

科学

科学朝碍

自然

天気と気候

人類学会雑誌

採集と飼育

植物学雑誌

動物学雑誌

B本医事漸報

保健同人（保健岡人・暮しと健康）
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500工学・工業

600産業

700芸術

800語学

900文学

発us

無線と実験

工業雑誌

料理の友（食生活〉

栄養と料理

露宿

ト“レスメーキング

農業世界

山林

大日本水産会報街

商店界

放送入（放送文化）

国華

芸術漸慎

みつゑ

アトリx

印刷雑誌（印欄）

アサヒカメラ

音楽の友

演芸画報

キネマ旬報

映錘の友

田岳

野球界

出と渓谷

棋道

雄弁

青年（英語青年）

i山々珍聞

帝神文学
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文芸倶楽部

薪小説

薪潮

オール読物

文学

文学界

群嫌

別冊：文芸春秋

小説新潮

国：文学解釈と鑑賞

心の花

アララギ

短歌研究

ホトトギス

俳句研究

4
6
7
6
4
4
5
4
7
4
7
0
7
0
5
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　この作業は見坊豪紀，飛照良文，村山騒俊，斎藤純子が担当した。

③用例採集のためのベストセラー羅録の作成

　屠例採集を行うためのベストセラーの重要度を知るため，前年度に引き

　続き，下記の文献からベストセラ…の抽出を行い，年代順ベストセラー

　目録を作成した。抽出されたベストセラr・一　twは184◎点である。

　出典文献は次のとおりである。

A．明浩・大正・昭和を通して参考となる資料。

　　a．日本出版文化史

b．日本出版界のあゆみ

C．本の否年史一ベストセラーの今昔一

d．実用百科本のガイド

e．日本近代名著と文献

一　118　一

閾野他家夫

昭和34年

小松菊松

昭和37年

瀬沼茂樹

昭和40年

昭和42年

岡野他家夫

春歩裳

誠文賞i翫光鋤

幽版：。。・一一ス数

実業之警本往



f．E本近代：文学大夢典

B．憲に昭和20年以降の参考となる資料

　　9．ベストセラー作法

h。ベストセラー物語（上・中・下〉

．ほんの本

」．朝鷺年鑑

k．出版年鑑

1．毎臼年鑑

m．読売年鑑

昭和42年　　有明書房

第4巻（ベストセラPtの項）

昭和52年　　　　需簿談栓

由綺安雄

昭和36年　　白鳳社

朝Hジャーナル編集部編

昭和42年　覇目新聞社

出本祥一郎

昭和50年　　廣済堂綴版社

　　　　　　朝日新田社

　　　　　　出版ニェース裁

　　　　　　毎誓凝聞往

　　　　　　読売新聞社

　この作業は，飛濁良文，村山屡俊，斎藤純子が担当した。

④用例辞典の編集作業上の問題について

　見坊豪紀が前年度の「用例辞典編集作業のために（一）」の続き第4章

　～第6章を執筆した。

⑤用例索引作成における電鋼幾利用方式について

　木村睦子が，「用例索引作成のための電算機利爆方式」を執筆した。

⑥用例採集法の実験

　〔A〕手作業による採集法（総索引方式）の問題点と手順を考えるため，

　　　　前年度に引き続き澤尋常小学読本』（明治36～37年Pこついて

　　　　　カーード採集　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　採集カードの点検

　　　　　採集カードの配列

　　　　　集計力…ドの作成

　　　　　使用度数順語彙表の作成

　　　　　　　　　　　　　　　一129一



［B］

の作業を行った。

この作業は，見坊豪紀，飛田良文，湯浅茂雄，村山昌俊が担当した。

用例採集のためのサンプリング法の実験一個劉抽出法と集落抽

出法の比較実験

サンプリングを行う場合は，調査単位，すなわち語彙調査の場合

でいえば単語を単位として抽出するのが本嶺であるが，実際には

経済性の観点から，ページ・段などのブロックを単位とする集落

抽出が行われる。その結果の信頼惟iについて調査検討の行われた

度　数　分布表 延べ1000語

個　別　抽　出

度数 語数　　累積度数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
2
3
5
5
8
9
6
5
6
8
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
2
2
2
3
4
4
4
5

5
0
2
8
8
3
2
3
1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
工
1
1

D
O
r
O
1

3

5
5
1
3
3
1
5
9
8
8
0
3
8
8
6
5
1
6
2
0
0

3
3
7
0
4
6
7
9
0
2
4
5
6
1
4
7
1
5
0
5
0

3
4
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
7
7
7
8
8
9
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

集　落　抽　出

度数 語数1累積度豪

1
2
3
4
5
6
7
8
9
3
5
7
3
4
5
8
5
8
3
6
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
2
2
2
2
3
3
4
4
5

6
3
1
9
9
1
3
3
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1

【
◎
5
り
論
1

2

6
2
5
1
6
2
3
7
6
9
4
1
4
8
3
1
1
9
2
8
0

5
6
2
0
婆
5
7
9
0
1
3
5
7
9
2
5
2
5
0
4
0

2
3
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
7
7
8
8
9
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

計 436 1計 379
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　　　　例がないようなので，ここに小規模ながら比較実験を行った。

　　　　　（1）実験データ：イエスシ読本（延べ語数32293，異なり語数

　　　　　　　4490注）

　　　　　（2）実験方法：個別抽出・集落抽出ともに100◎語を上記資料

　　　　　　　より抽出した。個朋抽出においては，原文の配列に従い，

　　　　　　　31語ごとに1語等間隔で抽毘し，集落抽出においては連続

　　　　　　　10◎語のブロックを10個等間隔で抽出してそれぞれに度数

　　　　　　　分布表を作成した。

　　　　　（3）結果：結果は度数分布表のとおりである。個別抽出と集落

　　　　　　　抽出とにおける異なり語数は全体で436：379とかなりの

　　　　　　　開きを見せ，とりわけ度数1の語の数が335：256と大き

　　　　　　　く開いている。逆に度数3・4の辺りで集落披出の方が約2

　　　　　　　鋳の数値を示す。これは文脈による偏りを示すものである。

　　　　　　　通常の語彙調査の場合と異なり，愚集団の度数分布が分

　　　　　　　かっているので，それから標本値の期待値を算轟すること

　　　　　　　もできるが，それによると全異なり語数の期待値は445．5，

　　　　　　　1圏出現語数の期待値は33牝5といずれも爾実測値を上圏

　　　　　　　り，かつ当然ながら個別抽出に近い値となった。

　　　　　　　　　　　　　　　注　i断出漢字682を含む。

　　　　この作業は，飛田良文，木村睦子が担当した。

⑦用例採集単位についての実験

　『尋常小学読本』を対象に，長い単位の問題点「ゆれの生ずる単位語」

　について検討した。「ゆれの生ずる単位語一覧」を作成の予定である。

　この作業は，見坊豪紀，飛田良文，木村睦子，湯浅茂雄，村山昌俊が担

　当した。

⑧文庫本目録の作成

　用例採集のためのpaングセラー目録を作成するため，その準備として現

　在刊行中の文庫本毯録を作成した。
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　　　この作業は，飛田良文，斎藤純子が担当した。

　　⑨国語辞典編集準備資料の個品

　　　本年度，作業の完成したもの，執筆の完了したものについて印測した。

　　　　国語辞典編集準備資料6　現代語濡例辞典の構想（昭ila　56年6月26印

　　　　　　　　　　　　　　　　7　用例採集のための電算機利用方式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和56年12月10H）

　　　　　　　　　　　　　　　5－2　用例辞典編集作業のために（二）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和57年3月5日＞

IH　国隣薄典編集準備調査会

　　本年度の国語辞典編集準備調査会の委員は次のとおりである。

　　　　（所外委員）

菅野　　謙

見紡　豪紀

阪倉　篤義

佐漁藝代治

惣郷　正明

田島　　宏

松井　栄一

馬淵　和夫

山田　俊雄

顧　　惟勤

NHK総合放送文化研究勝放送用語研究部主任研究員

元国立国語研究所第三研究部長

京都大学名警教授

フェリス女学院大学撒授

連濁大繭社社友

東京外国語大学帰籍語学部撒授

株式会社尚学園書言語研究所

中央大学文学部教授

成城大学文芸学部激授

お茶の水女子大学文教育学部教授

（所内委員）

飯豊　毅一

斎賀　秀夫

高橋　太郎

土屋　信一

野村　雅昭

野元　菊雄

飛田　良文

醤語変化研究部長

欝語計量研究部長

言語体系研究部第一研究室長

熊襲溌墨研究部第一研究室長

言語計盤研究部第二研究室長

目本語教育センター長

言語変化研究部第ご研究室長
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　南　不二男　　　　君語体系研究部長

　営島　達夫　　　　欝謡体系研究部第二研究室長

　照原　圭子（書記）文献調査室研究員

調査会は4回開催し，下記の議題について検討した。

第1巨聾　　舞習禾鐸56年10月ig　日

　（1）電子計算機による嗣子索引作成の方式について

　（2）旧例採集カードの利用形態について

第2圃昭和56年U月25日
　（1）旧例採集の実験一総索引方式とサンプジング方式について｝

　（2）用例採集のための主要雑誌鼠算・ベストセラー目録について

第3［弼　昭和57年1月2◎日

　（1）昭和57年度計画について

　（2）用例採集のための主要雑誌の選定結果について

　（3）尋常小学読本（イエスシ読本）矯例索引案について

第4園　　目召率057年3月24日

　ω用例辞典編集作業の問題点

　（2）ロングセラー目録の作成について

1V　国語馨典編藥準備小委籔会

　　小委員会のメンバーは，国語辞典編集準備室員のほか，林大所長と松井栄

　一委員からなる。小委員会は4園開いた。検討した議題は下記のとおり。

　　第11亘1　臼召率056銀1◎月　12H

　　　（1）用例採集カードの利1罵形態について

　　第2［螺　昭ラ和56年11月18H

　　　（1）用例採集法の実験一総索引方式とサンプリング方式について一

　　　（2）「ゆれ」の生ずる単位語について

　　　（3）胡麻採集のための主要雑誌R録・ベストセラー陰i録について

　　第3回昭和56年12月25臓

　　　（1）イエスシ読本総索引方式の実験経費概算

一223一



　（2）イエスシ読本総索引出版形式について

　（3）「ゆれ」の生ずる単位語について

第4回　昭禾057年2月23日

　（1）国語辞典の見出しの配列について

　（2）主要雑誌羅録の選定結果の訂正について
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母語別日本語学習辞典の編集

　　　　　　　　　　　　A　目　　　的

　IEI本語学習者には，それぞれの母国語によって解説を加えた学習辞典が必

要不可欠であるが，とりわけ中級絹のものが不足しているため，各国語溺の

中級用臼本語学習辞典を編集する。

　　　　　　　　　　　　　B　担　当　者

日本語教育センター日本語教育指導普及部β本語教育教材開発室

　センタr・一一長　野元菊雄　　部長　川瀬生郎　　室長　臼向茂男　　研究員

中道真木男（56．8．15付採用）　文部技官　清田　潤

　　　　　　　　　　　　C本年度の作業

1．　緯語別学習辞典編集委員会の開催

　会議を5回開催し，主に和文原稿校閲上の問題点と校閲要領原案の検討，

和文原稿を翻訳する際の問題点の検討等を行った。この委員会にe＊　，所外委

貴10名，翫1勾委員8名を委嘱した。

（所外委員）

上騰　　孝

梅田　博之

力藤彰彦

窪国　蜜男

斎藤修一一

佐々木重次

柴田　紀男

玉村　文郎

（出際交流基金目本研究部日本語課長）

（東京外国語大学アジア・アフリカ言語：文化研究所教授）

（実践女子短期大学教授）

（東京タト国語大学教授）

（慶応義塾大学園際センター助撒授〉

（藤〔京タト国語メこ学タト麟言吾学膏is激授）

（芙理大学外羅語学部助教授）

（圃志社大学文学部赦授）
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　　西罵　寅弥

　　松山　　納

（所内i委員）

　　野元　菊雄

　　廻瀬　生郎

　　回向　茂男

　　高蟹　　誠．

　　上野磁鶴子

　　正保　　勇

　　菱沼　　透

　　村木薪次郎

2
．

（群馬大学教育学部教授）

（東京外囲語大学外繭語学部教授）

（日本語教育センター長）

（E本語教育センター臼本語教育指導普及部長）

（臼本語教育センター臼本語教育教材開発室長〉

（日本語教育センタrv一第一研究室長）

偏本語教育センター第二研究室長）

野馳語激育センター第蕊研究室研究員）

偵本当教育センター第幽研究室主任研究窟）

（言語体系研究部第二研究室研究員〉

　　和文原稿3，000項目の執筆

　前年度までの9，000項臣に引き続き，3，000項目の和文原稿を次の各氏に

依頼して作成した。

　　青山照男，大内のぞみ，大西晴彦，河原騎幹夫，小矢野哲夫，土屋博嗣，豊田豊子，

　　長束香代子，中道知子，中山晶子，牧野恵子，松本敏雄，森　由紀，山田浩三，吉

　　ナ1繊時

3．　和文原稿の校閲

　執筆された和文原稿の校閲を行う際の指録となる「第一次校閲要領」を作

成し，併せて，予想される校閲上の問題点について検討を行った。この作業

にあたって以下の客員研究員を委嘱した。

　　富国　隆行　　　（亜細亜大学激養部専任講師）

　　坂本比奈子　　　（東京外扇子大学外国語学部非常動講師）

　　御騒生保子　　　（東京工業大学工学部非常勤講師）

　校閲作業は次の各氏に依頼して行った。

（所外）

　　餌藤芳照，魏藤彰彦，木村宗男，窪田富男，斎藤修一一，阪田雪子，玉村文郎，徳州

　　宗賢，西川寅弥，宮地　裕

（所内）

　　野元菊雄，川瀬生郎，正保勇，菱沼　透，窟照隆行，坂本比奈子，御園生保子
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4。翻訳準備

　日本語教膏センター第三研究室（研究員　正保　勇）との協力により，イ

ンドネシア語への翻訳の指針となる「翻訳要領」の原案を作成した。この検

討を含めて翻訳作業上の問題点を検討するため，以下の餐氏による「翻訳準

備会議」を1回開催した。

　　佐々木重次　　　（編集委員会委員）

　　柴照　紀男　　　（編集委員会委員）

　　K．S．スディアルタ　（天理大学外国語学部教授）

　　松野　明久　　　（東京外鷹語大学院生）

D　今後の予定

　母語別学習辞典編集委員会を引き続き開催するほか，栂語別学習辞典翻訳

専門委員会を設け，その指導の下に和文原稿のインドネシア語への翻訳を行

う。インドネシア語への翻訳は，その翻訳校閲も含めて第一期目標が4，000

語で，三年計画である。来年度は，その篤一年次に去たり，2，250語の翻訳

をめざす。
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　　　　　　　　　　図書の収集と整理

　前年度に引き続き，研究断の調査研究活動に必要な研究文献及び言語資料

を収集，整理し，利用に供した。

　また，例年のとおり，各方面から多くの寄贈を受けた。寄贈者各位の御好

意に対して感謝する。

　昭和56年度に受け入れた園書及び逐次刊行物の数並びに蔵書累計は，次

のとおりである。

　鴎鰹　　　　　　　2，260　葺1｝

　　　受入　2，26◎冊

　　　　　購　入　　害　贈

　和　　謹｝　　　　　1，122　　　　　　　31エ

　洋　書　　　289　　　54

　計　　　　　　 1，411　　　　　　365

蔵書数　　60，969冊　 （57．　3．　31＞

逐次鞠行物（攣面謝雛，紀要，年報類）

　　　　継続受入　　749種

　　　　　　　購　入　　　嵜　贈

　　　　和　　　　52　　　　622

　　　　洋　　　　53　　　　22

　　　　計　　　105　　　　644

製本雑誌　　その他

　　265　115

　　104　0
　　369　115

計

674

75

749

1，　8i3

　447

2，　260
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　　　　　　　　　　庶　務　報　告

　　　　　　　　　　　　1庁舎及び経費

1庁舎
所　在　棄：京都北区西が丘3丁昌9番14号

敷　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10，030m2

建　物

　第一一号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　5，719m2

　　（管理部門・講堂・図書館・日本語教育センタ・一一’）

　第二号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　3，倣5m2

　　（研究部門）

　第三三号館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷＞　　　　　　238m2

　　（会議室・その他）

　第，＿一資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　　　213m2

　第二資料庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　　106磁2

　その他付属建物　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　　330　m2

　　　　　言十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（廷）　　　　9，621m2

2経　費

昭和56年度決算額

　　　　　　　人件費　　　　　　　　　　　　　　　　441，021，000円

　　　　　　　事業費　　　　　　　　　　　　　　　215，506，GO◎円

　　　　　　　各所修繕費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，846，00◎円

　　　　　　　III評議員会㈱57年3月3礪在）

　　　　　　会長　肩光　次郎　　　　翻会長　佐伯　梅友

　　　　　　　（57．3．16　就任）　　　　　　　　　　　　　　（57，3．16　就任〉
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碧海　純一

市古　貞次

江尻　　進

何　　初彦

坂井　利之

佐藤喜代治

腿中千禾夫

徳永　康元

福島慎太郎

石井　庄司

岩村　　忍

小州　芳男

加藤　好雄

阪倉　篤義

高橋　英夫

土居　健郎

罷照野　直

頼　　推勤

姐　組織と職員

1定興　78名

2組織及び職爵名（昭和57年3月31H現在〉

国立繭語研究所

　　庶務部

庶務課

会計課

職　　名

所　　長

部　　長

　　tt

諜　　長

課長補佑
（憐）

庶務係長

非常勤

図書館

人事係長

併　　任

会計課長

課長補佐
（併〉

総務係長

氏　　　名

林　　　大

鹿島　　巌

根岸　達躬

正法地幹雄

菊地　　貞

　　rl

岡本　まち

荒預佐代子

吉岡　佳藁

大塚　通子

沢本：蔭i美子

弁上　政和

薦島　正幸

坂田　　満

広瀬　二朗

　　tt

56．　4．

56．　4．

備

1退職

考

1東京魍立博物館総務部管理課長から昇
　任

（56．　4．　1－vsZ　3．30）
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欝語体系研究部

　　第一研究室

第二研究室

欝譲行動研究部

　　第一研究室

第二研究室

第三研究室

言語変化研究部

　　第一研究室

i非常勤l

l　，，

　　It

経理係長

用度係長

長
長

部
室

蜜　　長

部　　長

（取）塞長

室　　長

蜜　　長

主任研究宮

部　　長

蜜　　長

平柳　恭子

湘井かず江

中村ちどり

土沼南洋夫

岩田　茂男

山本　光夫

加藤　雅子

木村　正治

堀津　宏一

鈴木　　亨

浅香　忠雄

南　不工男

高橋　太郎

工藤　　浩

鈴木美歴代

宮鶴　達夫

村木瓢次郎

高木　　翠

渡辺　：友左

渡辺　友左

杉戸　清鮒

塚田実知代

江川　　清

魚島　蕉人

礒部よし子i

高温智子i

神部　尚武

高田　正治

飯豊　毅一

佐藤　亮一

（56．　4．　1’v57．

（56．　4．　1”v57．

（IE姓木下，56，

56．　4．

56．　4．

56．　4．

3．　3e）

3．　30＞

4．　ltv57．　3．30）

1採環

1退職

1庶務部会計課警務員から窪動車運転手
　に配置換

56．　3．30N56． 7。30まで外綱出張（中華入民共
　　和騨）
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第二研究室

言語教育研究部

　　第一研究室

言語計選研究部

　　第一研究室

第二研究室

第三研究室

治
栄
枝
ス
文
郎
子
子
子
仁
三
愛
一
己
二
子
亮
夫
一
洋
嚢
子
子
子
昭
雄
子
紀
吏
子
子

儒
幹
宏
グ
　
良
太
典
圭
菊
　
　
昭
　
　
純
直
雄
璃
周
秀
信
　
　
昭
美
厚
稲
雅
秀
恵
秀
卓
純
京

田
木
沢
轟
田
懸
想
原
藤
醐
懸
樋
田
村
騰
無
蓋
賀
屋
野
岡
影
沢
。
村
竹
蔽
藤
中
田
高

真
申
楽
W
・
飛
梶
中
田
睡
中
村
大
岩
鳥
撃
耀
福
斎
土
中
鶴
中
小
由
野
卑
松
斎
田
鼠
小

旧
離
長
獅

常
究
　
研

煙
霞
班

長
長

部
室

勤
員
長
長
館
館

常
究
　
　
研
研

非
研
部
室
雄
雄

長室

長
館
　
密
室
輩

〈56．　4．　1”一5Z　3．31）

文献調査室

文献調豊室

文献調査蜜

56．10。1金沢大学教育学部助教授に転任

57、　1．　1　採月ヨ

（筑波大学教授〉（56．10．23～56．12，31）

56．5．15退職

56．k1．2退職

56，7．1採用
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日本語教育

　　センター
　　第一研究室

　　第二研究室

　第三研究室

　第照研究室

H本語数育
　撰導普及部
（56．4．k設i妻量＞

　　B本語教育
　研修室

H本語教育
教望粥発室

（岡語辞典編集
準備講査員〉

（照語辞典編集
準備補助貫）

　（暗闘語教育

acンター客員
研究員）

江
雄
誠
平

喜
菊
　
昭

都

村
元
田
部

沢
野
高
志

子鶴野上

み
雄
郎
勇
雄
透
郎

ず
菊
生
　
菊
　
聡

い

繊
元
瀬
保
元
沼
瀬

小
野
狽
正
野
菱
川

郎
望
雄
幸
子
子
祈
男

生
　
久
正
智
美
　
茂

　
　
　
　
美
三

瀬
中
井
島
野
藤
田
向

川
田
石
田
高
佐
武
田

男
潤
雄
紀
俊
子
利
子

木
茂
豪
昌
睦
雅
純

真

道
田
浅
坊
山
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56，9．10～56．11，8まで外国出張（韓国・在外
　　　　　　　　　研究員）

56，10．10～56，12．13まで外圏出張（申華入罠共
　　　　　　　　　和鼠）

（礪姓　藤井）（56．4．1～57．3．31）

56．　4．　1～57．　3．31　；薯峯務取扱

56．　4．　1　β弁任角皐除

57．　3，31　癖務耳文扱免

56。4．1目本語教育輔導普及羅臼本世教育研修
　　　　室長から昇任

56．　4．　1　募峯務取扱

〈56．　4．　lt－57．　3．30）

56．4．工退職

56。　4．　工　iヨ本語教育ま爵導普及部三主三半研究宮力、ら

　　　　昇任
56．　8．15　採用

〈56．　4．　1’v57．　3．31）

（　tt　”N．　tl　）

（　tl　”st　／t　〉

（　tt　．N”　ff　）

（5Z　1．　11－v　t，　）

（56．　5ワ　エ～57．　3。31）

（56．　4．　1”vsZ　3．31）
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　　　　　　　i■灘翻：：：1：21：1：

3　名鰹所輿

　　　　西罷　　　実（初代所長　紹35．1．22退職　昭54．4．16死去）

　　　　岩淵悦太郎（2代所長昭51．1．16退職昭53．5．19死去）

　　　　大石初太郎（元第一研究部長昭43，3．31退職）

　　　　輿水　　実（元第二研究部長　昭45，3．31退職）

　　　　：芦沢　　　節（前言語教育研究部長　昭53．4．1退職）

　　　　　　　　　　　　IV　昭和56年度の事業

1干弩行奮

　　研究報皆集（3）　　　　　　　　（報告71）　　　　　　　　〈秀英出版刊〉

　　幼児・児童の概念形成と需語　（報k72）　　　　　　〈東京書籍刊〉

　　企業の中の敬語　　　　　　　（報告73）　　　　　　〈三省堂刊〉

　　方覆’談話資料（6）一鳥取・愛媛・宮騎・沖縄一（資料集10－6）〈秀英出版刊〉

　　幼児のことば資料（3），（4）　　　　　　　　　　　　〈　　〃　〉

　　日本語教育基本語彙七種．比較対照表

　　　　　　　　　　　　　　　　一摂本語激育指導参考書9一　　く大蔵省郎罵局刊〉

　　日本語教育映爾解説　　　　　（基礎編15，17＞

　　圏語年鑑　　　　　　　　　　　　（昭和56年版）　　　　　　〈秀英出版刊〉

　　国立国語研究所年報一32一　　（昭和55年度）　　　　　＜　　〃　　＞

2　霞本語教育映画の鰯作及び普及

　今年度捌作した日本語教育映画（16ミy，カラー，5分もの）の題名は下

記のとおりである。

　　笛23巻　おけいこを　みにいっても　いいですか　一許可・禁止の蓑現一

　　第24巻あそこに　のぼれば　うみがみえます　　一条件の蓑麗1一
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　　第25巻いえがたくさんあるのに　とてもしずかです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一条件の表現2一

　これらは，北海道，宮城県，愛知県，京都府，大阪府，兵庫県，広島県，

福岡県各教育委員会および都立日比谷図書館に嵜贈した。なお，これらの映

癒フィルムは市販され，また需要によってビデオ化して頒布することができ

るようになっている。

3　圃立国議研究衝碑究発二会

　昭和57年3月27日（土）午後2時～4時30分

　　あいさつ

　　雑誌に使われた漢字と仮名

　　企業の中の敬語

　　襟語漏儒の変遷と変容

　　　一福島県北部地域を主例に一

　　質疑応答

4　周本語数日記修会　　（96ページ参照）

林　　　大

佐竹　秀雄

杉戸　漕樹

飯豊　毅一

　　日本語i幽玄長期専門研修（昭和56年4月14濤～昭和57年2月26日）

　　巳本語教育特別集中研修（昭和57年2員　1日～昭和57年2月27日）

　現職者研修及び初級研修を実施した。

　　菓京会場　昭1和56年7月27Ei～7月31日

　　大阪会場　昭和56年8月24日～8月28日

　　　　　V　外国人研究員及び内地留学生の受入れ

1外国人研究璽

　民名・国籟・職名　　　研究題目　　　 研究期間
ユルゲン・シュタルク　　　漢字の研究　　　　　　　　　昭和55年5月26日から

　　（西独）　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭祁57年3月31日まで
　ボソ大学東洋言語学研

　究所助手

　　　　　　　　　　　　　　　一　135　一



楊　　幸雄

　（中國）

　上海師範大学講師

フロリアン・クルマス

　（西独）

　ジュッセルドルフ大学

　研究員

ビルヒニア・メサ

　（メキシコ）

　メキシロ県立自治大学

　助教授

ロバート・スーークル

　（米国）

　コーeネル大学目本語上

　級講師

モージス・コヨー

　（フランス）

　フランス魍立科学研究

　センター研究員

マリー・ピット

　（オーストラリア〉

　ビクトリア州立フxア

　ヒルス高等学校教諭

野灘　真理

　コーネノレ大学大学院学

　生

ポリー一・ザトラウスキー

　（米国）

　筑波大学文芸言語研究

　科（大学院）

イルジー・

　　　　ネウストフユ門

　（オーストラリア）

　モナシュ大学日本語科

　主任教授

現代日本語の文法と語彙に関

する研究

談話の型の単位の言語心現学

的機能について

日本語の擬音語・擬態語の研

究

国本語における慮接的発話行

為について

H本語のあいまいさについて

一文の憲語の自勤的な探索に

ついて・一

N本における教室での雷語の

分析

一特に敬語の使い方など一

r一・…のだ」の文の語用論

的分析

臼本語学，現代ヨ本語のアス

ペク5の研究

頃本語と目本敏会に閉する基

礎的研究
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β召＄撰55年　8　月　1　日力tSら

昭和57年2月27臼まで

昭和55年11月20Hから

昭和57年11月19日まで

昭和56年5月24臼から

昭和57年4月23厨まで

昭和56年6月2日から
昭和56年10帰1貫まで

昭和56年7月1日から

昭和56年7月319まで

昭和56年8月27日から

昭和57年？月319まで

昭和56年11月1日から

昭和57年10月31藏まで

日割稲57年3月1Eiから

昭和58年3月30臼まで

昭和57年3月1GHから
昭和58年1月27日まで



2内地留攣生

　　長　名

　水谷　儒子

鮎州　　溶

鈴木　敏昭

吉田　貝扶

馬瀬　良雄

斎藤　　明

　鋤務・職名

アメリカ・カナ

ダ11大学連合H

本研究センター

激授・言語課程

主任

千葉県松戸市立

梨香台小学校撒

論

細動大学人文学

部助教授

兵員子育大学学

校教育部助教授

鱈州大学人文学

部教授

アメリカ・カナ

ダ11大学連合H

本研究センター

助撒授

　　薪究理羅

鷺本入の言語行動様

式の分析とそれの教

材化の研究

読み書き関連指導の

効果を高めるための

研究　一児童の作文

力の分析を中心とし

て一

言語調査の電鋒機処

理

言語生活の実態の分

析方法及び目本の言

籍生活研究史につい

ての研究

テレビおよび都市の

雷語の個人の言語形

成に及ぼす影響

配本語教育上半田轟

轟作成のための基礎

的な調査

　　研　究　期　間

昭和56年1　月12冒力、ら

昭湘56年6月12日まで

昭和56年4月1臼から
昭和57年3月31目まで

β召和56年5　月　1　日力、ら

昭和57年2月27日まで

昭和56年9月1日から

昭和57年2月27臼まで

紹和56年9月1目から
昭和57年2月27目まで

昭和56年7月20日から

昭和57年6月19韻まで

3

1981　4　24

外国人来訪者・見攣考等

rt

6　1

6　4

6　22

7　3

7　14

7　20

中国社会科学院民族研究所翻所長　傳慰鋤

　　　　　〃　　　　　翻研究員　徐琳

アリゾナ大学　エツコ・オパタ・ライマン

コーネル大学現代言語学都目本語上級講師　ロバート・スークル

インドケララ大学激授V．1．スブラv？　＝アム

オーストラリアキャソベラー今立大学　アルフitソソ

アメリカミシガソ大学極東言語文学門田教捜　名曲　逡

国立中央大学，東呉大学　季魔采寛

一137一



1981　8　4

　　　8　14

　　　8　19

　　　8　25

it

8　28

8　31

9　2

r1

9　7

9　21

9　25

11　16

11　26

12　2

12　14

12　17

ft

　　　12　22

1982　2　15

〃
〃
〃
〃
〃

5
2
『
0

2
9
御
0
δ
凸
◎

淡江大学東語系副激授　林　綺雲

台湾大学　英紹唐

フランス，パリ第三大学　ヴPtダルチック

」k海タト岡語学院臼本語研組　　沈　　宇澄

南開大学　虚　庚良

コmンビア大学　イチPt　一シラト

ワルシャワ大学教授　コタソス　“一一一

中国社：会科学院語言研究所　熊　正舞

　　　　　〃　　　　　　　劉　　竪

ニユージr一ランド外語専門学院教頭　G．ブルッカー

西ドイツ，チ［・　・一ビソゲソ大学　江沢

ブエノスアイレス大学医学部教授　M．ギラナ

北京大学教授　孫　宗光

モスクワ顯際関係大学　B，P．ラヴレソチェフ

西独ボーフム・ルール大学東亜研究所教授　　ノルトライン・ウェストフ

ァーレン州立日本語教育研究所長　ブルノ　レーヴィン

ヘルシンキ大学教授M．コルホーネン

大韓民罵学衛院窮務局長　張　之南

　　　〃　　　教育研究窟　金　重浩

．ヒ海復旦大学外國語文学部ヨ本語科講師　朱　金和

　　〃　　外文糸笛駐瓶全園臼本文学研究会理事　仰　文淵

上海外爾諮学院謝教授目語理論激研室主任　薫　宏

上海豊大学動教授　蘇　徳畠

　　　〃　　　　郭　華江

上海外国譜学院謝教授高校外語藪材臼語編審　李　進守

上海外国語学院副教授周明

ザールランざ大学教授猛．H．チンマ　一マン

中華入民共茄圏日本語講師研修会　40名

パジャシャラン大学　F．　S．パドウドウ
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Vi　日　記　抄

日本議致育長期奪陀研修移舅講式

昭和56年度il本語数育映薩企画協議会

　　岡

施設蘭係監査（行管）

（第2回）

文都雀所轄並びをこ　藝甦i立大学附置研究所長会議総会（28～29）　（学士会館）

昭和56年度麟立学校経理部課長会議（東京医科歯科大〉

文部省所轄並びに轟轟大学附置研究所事務長会議（学士会館）

Yfi」和56年度母語別学習辞典編集委員会

第100瞬　國立国語研究所評議員会

文化庁附属機瀾庶務・会計部謙長会議（繭：立撒育会館）

昭和56年度｝≡1本語教膏1映1簸…企画協議会（第3回）

昭肺56年度H本語教育夏季研修（初級・現職者　東京会場27～31）

昭和56年度N本譜藪：育酷評企頭協議会（第4回）

flB和56年度E本語論〔ffiPtl．w企画協議会　（第5回）

臼本語口育夏挙研修（初級・現職春　大阪会場24～28）（なにわ会館）

昭和56年度母語鋼学習辞典編集委員会（第2回）

臼本語教育映癒試写会

日本語教育映繭一般試写会（岡研）

昭漁56年度文部省所轄研究所等所長会議（15～16）（高エネ）

昭和56年度国語辞典編集準備調査会（第雌勤

第32圓文部霜所轄機関二目協議会（27～28）（圏立婦人島育会館〉

昭和56年度樟語別学習辞典編集委員会（第3回）

昭和56年度文部省所轄並びに岡立大学附置研究所長会議（第3部会）（大

阪）

昭和56年度：第32園文部省所管研究所第3部会籍務（部）長会議　（圏激

研）

昭和56年度臼本語教育映函企画協議会（第6圓）

岡語辞典編集準備調査会（第2園）

舞語別学習辞典編集委貴会（第4園）
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創立記念臼

　記念講演　　遠藤嘉墓評議員

昭和56年度日室語教育映霞企画協議会（第7回）

国語辞典編集準備調査会（第3回〉

昭和56年度H；取語教育特男唾集中研修（2／1～2／27）

昭斥β56年度日本語教膏映颪企颪協議会　 （第8回）

昭和56年度臼本語教育研究連絡協議会

昭和56年度簿語鋼学習辞典編集委貴会（第5回）

文化庁附属機幾次長等幹部会議（文部省）

隈本語教育のための基本的な譲彙に関する比較・対照研究」のための専

門家検討委員会

日本語教育長期専：門研修閉講式

1ヨ本語旧師映画企画協議会（第9回）

昭；和56年度日本語教育センター運営委員会

文化庁附属機関長会議（国立激育会館）

昭和56年度目本語教育研究協議会及び懇談会（東臼本地区〉　（国語課と

の共催）

　　　同　　（西B本地区）　（大阪外国大）

魍語辞典編集準備調査会（第4回）
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昭＄目57年10月

　　国立国語研究所

　　　予115　東京都北区西が丘3－9－14

　　　　　　電話菓京（900）3111（代表）

UDC
NDC

e58 80　9．　56
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　　　　　　国立国語研究所刊行轡一覧
国立国語醸究所報魯

1八丈島の言語認査
2言語生活の実態　　　一一白河市および付近の灘村における一一・

3現代語の助詞・助動詞
　　　　　一一罵法と爽剛一一

4心入雑誌の用語　　　　一一一現代藷の語彙調嶽一．・．

5地域社会の欝語生活　　　　tt一一．一鶴岡における爽態調査．・．……一

6少　 年　 と　 新　 聞

　　　．．．．．一小学生・中学生の薪賄への接遅と理解一一一一

7入闘期の言語能力
8談　話　語　の　実　態

9読みの実験的研究　　　…．㎝回読にあらわれた読みあやまりの分析一

10低学年の読み細き能力
11敬語と敬語意識
12総合雑誌の用語（前翻　　　　一一現代藷の籍彙調嶽一．…

13総含雑誌の用語機纐　　　　…一現代語の一藷豊島養一．．．tt・．一

14中学年の読み書き能力
15明治初期の一閲の用語
16日本方書の詑述的研究
17高学年の読み書き能力
18話しことばの文型（1）
　　　　一一一対誕i彊料による研究一一

19総1合雑誌の用字
20空音語の研究21　現代雑誌九十種の用語用字（1）
　　　　t一一総蕎己および語魏表一一

22　現代雑誌九十種の周語用字（2＞

秀英出版刊
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話しことばの文型（2＞
　　　　一．．・一一独話資料による獄F究一．一

横組みの字形に騨する研究
現代雑誌九十種の用語用字（3）
　　　　…一分　　　　　析一．…一一

小学生の言語能力の発達

共通語化の過程　　一．．．．’．…北海道における親子三代のことば一…

類　　義　　語　　の　　研　　究

戦後の国昆各腰の：文字生活

日本ua語地図一縮綱
H　本鷺語地図一縮欄
日　　宗　　言　　語　　地

日　　本　　言　　語　　地

B　　本　　言　　語　　地

B　　本　　言　　語　　地

電子計算機セこよる

販一　（1）

版一　（2）

図　（3）

　　　〈4）

図　（5）

図　　（6）

　　　　　　　　　　　扇語研究
社会構造と言語の関係についての基礎的研究（1）
　　　　…一一一・．親族語魏と社会｛響逢ま一．．…

家庭における子どものコミェニケーショソ意識

電子計算機による闘語研究（H）
　　　一．一薪闘の用語用字調壷の処理組織一一．一

目会溝造と言語の関係についての基礎的研究②
　　　　一｝tマキ。マケと親族呼称一．．・

申学生の漢字習得に関する研究

電子計鋒機による新聞の語彙調査

電子計算機によるi新聞の語彙調査〈H＞

電子計箪機による岡語研究纈）

送りがな意識の調査
待　　遇　　表　　現　　の　　i箋　　態
　　　…．一．一．・松乞£24時『誕講査聾q一　ge｝　b》ら一一一

電子計莚機による薪醐の語彙調査（鋤

動詞の意味・用法の記述的研究

形容講の意味・用法の記述的研究

秀英畠版刊

tt

ll

贔切れ

tl

lt

明治図書刊　　2，100円

秀英出版刊　　　品切れ

lt

tt

〃

円oo荏

大蔵省霞騰局刊　17，000円

tt

tt

tf

lt

　tf
秀英出版刊

　tt

rt

tl

st

It

tl

tr

tl

tt

ft

11

1t

tt

〃

れ切最

tl

〃

れ切贔

〃

350円

贔切れ

450円

5，GOO円

最切れ

2，800円

700円

1，500円

900円

工，20G円

6，GOO円

4，000円
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幼児の読み書き能力
電子計算機による岡語研究価〉
被会構造と言語の踊係についての基礎釣研究（3＞
　　　，　一一．．一燃向語彙と価艦三一．．．．一

電子計算機による新聞の語彙調査留）

電子計算機による国語研究（V＞

幼児の文構造の発達　　　　一・一一3歳～6歳児の騰合一・一一．一・t

電子計鋒機に．よる国語研究（｝V

地域社会の言語生活　　　一一鶴岡における20年離との比較一一一

倒語使用の変遷（1＞　　　・一偲勘県北部地嫉の闘接調査一．．．一一

電子隅田機による国語研究幡）

幼児語の形態論的な分析
　　　　一一．一動醐・形容詞・述諮名詞一一

現代新聞の漢字
比喩蓑現の理論と分類

幼児の文法能力
電子計箕機による國語研究（羅）

X門口隔資料による母音の発音の研究
　　　　・．一…フ，t＊’一ム研究序濁一一

電子計算機による国語研究（K）

研究報蛋集（1）
児童の表現力と作文
各地方君親族語彙の書語裡会学釣研究（1＞

研　　　　　　多亮　　　　　　幸艮　　　　　　欝　　　　　　集　　　　　　（2）

幼　　児　　の　　語　　彙　　能　　力

電子川面機による国語研究（X＞

専門語の諸懸口
幼兇・児童の連想語彙衰
大都市の言語生活一分析蔚…
大都市の書置生濡…資料編一…

東京書籍刊

秀英出版刊

　tt

〃
〃
〃

〃
〃

tt

”
〃

　／／

　tl
東京書籍刊

秀英出版刊

　lt

　　tt

　lt
棄京書籍刊

秀英出版刊

　tl
東京書籍刊

秀英出版刊

　It
棄京書籍刊

三省堂刊

　tt

4，500円

　70G円

　700円

3，　000円

　900円

品切れ

1，000円

1，800円

2，500門

1，0GO円

贔切れ

　／1

6，000円

5，500円

1，300円

2，500円

1，300円

エ，700円

6．000円

2，000円

3，000円

8，　OOO円

1，500円

4，000円

6，8GG円

7、8GO円

12，　OOOre
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副用国語研論断蜜料藥

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10－1方言談話資料（1＞

10－2

1G－3方塞談話資料（3）

10－4：方言談話資料（4｝

10－5　　＝」5　1≡窒　談　言舌　資　料　（5）

10－6　　＝亥ア　言　談　話　資　薯：・｝　（6）

21

園　　語　　闘　　係　　干莚　　行　　書　　目　　（昭和17～24年〉

語　彙　調　査一現代新鞠罵語の…例・一…

送り仮名法資料日
曝溶以降国語学関係刊行書肖
沖　　　縄　　　語　　　辞　　　典

分　　　類　　　語　　　彙　　　表

動詞・形容詞聞題語穏例集
現代断聞の漢字調査（中間報告〉

舞目安愚薬鍋用語索引
　　　　　　　　　一一山形・吊棚・焚野．．一一一

＝方　言　談　話　資　料　 （2）　　・一．．．fiミ良・葦奢知”if　Stidi一一一

　　　　　　　　．一一』蒋繰・漸潟・愛知…一．．．・

　　　　　　　　　・．一．福井・京都・鶴根．一．一

　　　　　　　　一岩手・邑城・千藥・馨岡．．．．

　　　　　　　　　一．…取回・愛緩・窟瞭・沖縄．…．．・

日本風譜地鐵語形索引
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秀英墨版

東京書籍

ヨ省堂

秀英出版刊

　　tt

　　tt

　　rt

大蔵省印酬局刊

秀英出版覇

　　tl

　　tt

tt

〃

刊偏鰯灘大

間吊出英田

〃
　

〃
　

〃

秀英出版刊

　tt

　Jr

4，800円

6，800円

9，500円

　45円

品切れ

　ft

　lt

3，500円

1，800円

1，700円

　500Fヨ

1，500円

6，000円

6，000円

6，GOO円

6，GOO円

6，000円

6，000円

1，　500円

3，80G円

3，8GO円

6，00◎凹

6，　000円

や
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秀英出版干ll　1，300円

　〃　　　　　　　　1，300円

臼本語救育教材

1 ・幕と躰語糖竪姻蒲確三組
　一一一発膏表現編…．…

臼本語と隣本語数育一一文寧表現纏．一　　　　 〃

H本語の文法（上）．一財嘉教翻欝鯵考轡4．一＿　〃

艮本語の文法（下）…一鶴麟教育撫黙考轡5一…　〃

瞬本語藪：育の評億法一嘱本語教寄擦三晃考欝6．一一　 〃

中・上級教授法t．．．．．一購縄嫡指醜贈轡匹～．　〃

H本語の指示調…．．一日本灘構揮灘拷轡8．一　 〃

日本語教育基本語彙七覆比較対照表

　　　　　　　　　　一．一．一H本語教育掴聯毒考鍛9一…一　　〃

團立團三三究M年報秀英出版1：1

工
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
捜
5
6
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1

昭和24年度
日召　和　25　年　度

「i9　和　 26　年　 度

舞蕉　和　27　年　 度

昭和28年度

昭和29年度

昭和30年度

fl召和31年度

昭和32年度

昭肺33年度
日沼　和　34　年　度

昭和35年度

昭和36年度

昭和37年度

昭和38年度：

昭和39年度

昭和40年度

れ
　
円
円
れ
終
れ

切
〃
6
0
6
0
切
o
o
切
〃

臥
旧
　

1
！
粘
2
監
〃
　

〃

　
円
円
円
円
れ

〃
5
0
6
0
2
0
5
0
切
〃

　
3
1
2
2
愚

8
9
0
1
2
3
農
5
6
7
8
9
0
！
2
3

1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3

大蔵省印騒騒刊　　650円

昭和4工年度

ll召　和　 42　年　度

昭和43年度

昭昭44年度
舞署　和　 45　年　度

昭和46年度

昭和47年度
鐸召　和　48　年　度

［lll　和　 49　年　度

昭和50年度

昭和51年度

昭和52年度

昭和53年度

昭和54年度

昭和55年度

昭和56年度

850円

450re

550円

700円

500円

500円

1，000円

3◎0円

300円

晶切れ

　tt

　t1

450円

450円

晶切れ

600円

70G円

葬売

雰売
800円

工，200円

1，300円



国　語　年・鑑　秀英N版刊

　　昭翻29年版

　　昭肺30年版

　　昭癩31年版

　　昭和32年版

　　昭和33年版

　　昭和34年版

　　昭漁35年版

　　昭和36年版

　　昭矛巨37年版

　　昭和38年販
　　昭　和　39　年　 」諺乏．

　　昭＄a40下版

　　昭和41年版

　　昭和42年版

　　昭和43年版

れ切
〃

口
旧

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

昭和44年版

昭漁45年版

昭湘46年版

昭和47年版

昭漁48年版

昭和49年版

昭繍50年版

昭騨51年版

昭和52年版

昭和53年版

昭和54年版

昭島55年中

昭和56年版

昭和57年版

品切れ

1，500円

2，000円

2，200円

2，700円

3，　SOO円

3，800円

4，　OOO円

品釦れ

4，　60G曽

4，　800円

5，　200円

6，5GO円

5，500円

高校生と新聞騨辮纏共編秀拙棚　28・円

顔と・・…一・ケーシ・ソ愚蕪鼎箋霧嬬金沢議刊　甲州

国立国語研究所三十年のあゆみ
　　　　…一瑛究業綴の紹介．一一

秀英出版刊　　1，500円

　巻
（舗作番番〉

第1巻＊

第2巻＊

第3巻＊

第4巻＊

　　　N本語教育教材映画一覧
　　　　　　　　（各巻16ミリカラー，5分野日本シネセル社販売）

　題　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　ブジント価格

これは　かえるです　．．．tmt「aそあど」＋rは～です」一一　　　　　　3G，00G円

さいふは　どこにありますか　一一reそあど」＋「～があるあ一　　　　　〃

やすくないです，たかいです　一一形容詞とその活稽轟入一一　　　　　　”

なにを　しましたか　・一一動　　調一　　　　　　　　　　　　　　〃



第5轡
第6巻＊

第7巻＊

第8轡
第9轡
第10巻

第11巻寧

第12轡

第13巻＊

繁14轡

第15巻＊

箪16轡

第17巻

第18巻＊

第19巻

第20巻

第21巻

第22巻

第23巻

第24巻

第25巻

しずかなこうえんで　一一形容動詞一一　　　　　　　　　　　30，　eoOPi

さあ，かぞえましょう　一助撒紛一・　　　　　　　　　　　　〃

うつくしし、さらをこ　　なりました　　……「なる！「する」一…・・　　　　　　　　　　　”

きりんは　どこにいますか　一一「いるJrある」一一…　　　　　　　　　　〃

かまくらをあるきますtt一移動の…糊一t一　　　　　　　　〃

おかねを　とられました　一一受身の褒現1一一　　　　　　　　　　　　〃

どちらがすきですか　一一一此較・程度の1糊．．．　　　　　　　　　　〃

もみじが　とてもきれいでした　一ttttt一一です，でしfe，でしょう一一一一一一　　　　〃

きょうは　あめがふっています　一一一して，している，していた一　　　　　”

そうじは　してありますか　一一してある，しておく，してしまう．．一　　　　〃

おみまいに　いきませんか　…一依頼・勧誘の表現一　　　　　　　　　〃

なみのおとが　きこえてきます一一「いくjrくる」一　　　　　　　〃

みずうみのえをかいたことがありますか　一経験・予定のx’・E．7一　　　〃

あのいわまで　およげますか　一可能の表現……　　　　　　　　　　〃

よみせを　みに　いきたいです　一．・葱慮備蟹の表現一一　　　　　　　〃

てんきがいいから　さんぽを　しましよう　一一隊鰹・理幾の表親一一．　〃

さくらが　きれいだ　そうです　．一餓ト様態の装現一一　　　　　　　〃

あめに．ふられて　こまりました　・…一緒身の蓑現2．一　　　　　　　　”

おけいこを　みにいっても　いいですか　一一許苅・禁止の表現一　　　　〃

あそこにのぼれば　うみがみえます．tt…条件の蓑現1一一一　　　　〃

いえが　たくさんあるのに　とてもしずかです一一条件の瑛現2一一　　〃

第1巻～第3巻は，文化庁との共岡企画

VTR価格1／2インチオープソリ・・一ル21，000海，3／4イソチカセッ1・20，　OOO円

＊印についてはβ本語教材映画鰐説の滞子がある。
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